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表
紙

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木

（
北
海
道
美
瑛
町
）

美
瑛
町
は
、
北
海
道
内
第
２
の
都
市
「
旭
川
市
」
と

ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
富
良
野

市
」
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
そ

の
70
％
を
山
林
、
15
％
を
農
地
が
占
め
て
い
ま
す
。
大

雪
山
十
勝
岳
連
峰
の
裾
野
に
広
が
る
丘
陵
地
帯
で
営
ま

れ
て
い
る
農
業
の
景
観
と
、
な
だ
ら
か
な
曲
線
が
作
り

出
す
耕
作
地
の
風
景
が
美
し
い
農
村
景
観
を
作
り
出

し
、「
丘
の
ま
ち
び
え
い
」
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
農
家
の
生
活
の
営
み
が
あ
り
、
厳

し
い
自
然
と
の
戦
い
と
、
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
て
き

た
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
滞
在
型
や
交

流
型
の
観
光
を
推
進
し
、
観
光
産
業
と
農
業
が
連
携
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木
は
、
畑
の
中
に
ポ
ツ
ン
と

あ
る
１
本
の
ト
ウ
ヒ
の
木
。
木
の
上
部
の
枝
振
り
が
星

の
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
青
い
池
や
Ｃ
Ｍ
や
商
品
で
お
な
じ
み

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
名
前
の
付
い
た
「
木
」
や
「
丘
」
も

ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
美
瑛
町
経
済
文
化
振
興
課

 

（
０
１
６
６
‐
９
２
‐
４
３
２
１
）

 

（
写
真
提
供
＝
美
瑛
町
経
済
文
化
振
興
課
）

クリスマスツリーの木

 1 巻頭エッセー／官民連携、本来の力で未来を拓く 高島宗一郎（福岡市長）

ϨΪϡϥーϦϙーτ

●岩手県釜石市 ホームステイ型民泊で持続可能な観光 久保竜太

●宮城県丸森町 官民連携でドローンに優しい町に！ 横山　達

●千葉県 地域で地域を応援する仕組み「地域クラウド交流会」 永岡恵美子

●長野県塩尻市 官民協働で施策を自治体トップに直接提言 山田　崇

●島根県津和野町 高齢者支援の実証実験で官民一体の取り組み 内藤雅義

●宮崎県都城市 地元酒造会社と連携してＰＲ戦略を展開 野見山修一

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  企業が拓く地方創生の可能性 岡本義行（法政大学
大学院教授）

 6 
๺ւಓχセίொɾ
۞஌҆ொ  地元自治ମͱڞಉでニセコを௨年ܕリκート地に ロス・フィンドレー

 8 ੩Ԭݝ෋࢜ࢢٶ ਎ۙなコンビニを子育ͯにやさしいࢪઃに 臼井　史

 10 ௗऔݝେࢁொ 町Ӧέーブルテレビで地域をಈかす 貝本正紀

 12 ಙౡݝਆࢁொ 日本の田ࣷをステキにม͑るαテライトオフィス 竹内和啓

しͯʮӉ஦にҰ൪ۙい町ʯをൃ৴ 木佐貫英哉ܞ෇ொ ̖̣̖ͱ࿈؊ݝౡࣇࣛ 14 

 16  地域経済の好循環と地方圏への人・仕事の流れの創出 梶原　清（総務省地域自立
応援課課長補佐）

ௐ࿦จج

෭جௐ࿦จ

“がんばる地域 ”応援事業　北海道厚真町
森でつながる「あつマルシェ」推進プロジェクト
 上道和恵

地方創生実践塾　島根県雲南市
若者チャレンジによる持続可能なまちづくり
 小俣健三郎

自主研究　千葉県鴨川市
定住支援を行う団体と企業とのマッチング可能性
平成 29年度土日集中セミナー
住民が主役となるビジネス
広報室だより
全国地域リーダー養成塾　塾生募集中！

  άϥϏΞ

32 手前みそですが… 【福島県喜多方市】

書籍紹介

首長の思い
自治体の「経営」について

坂本義次（東京都檜原村長）

地域づくりは人づくり
NAS 多くの生き様に触れ 生き様を考える場所
 酒井直人

センター通信

ಛɹू ຽでऔり૊Ή஍方創ੜ׭
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表3

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

地域づくり 12月号
2017 年 12 月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

地域づくりコーディネーター研修会 in仙台開催のお知らせ

【日　　時】平成 30 年 2 月 22 日（木）　  震災の語り部による特別講演　10：00 ～ 12：00
地域づくりコーディネーター研修会　13：00 ～ 17：00（交流会　17：30 ～ 19：00）

【会　　場】東京エレクトロンホール宮城　401 中会議室（仙台市青葉区国分町 3-3-7）
【語 り 部】・阿部憲子氏（南三陸ホテル観洋 女将）
【講　　師】  ・役重真喜子氏（花巻市コミュニティ・アドバイザー）　・関元弘氏（ななくさ農園 代表）

・水柿大地氏（みんなの孫プロジェクト 代表取締孫）
【定　　員】40 名（先着順）
【参 加 費】5,000 円（交流会参加者は別途 3,000 円）
【問合せ先】研修交流課（電話 03-5202-6135　メール chi-dantai ＠ jcrd.jp）

◆「移住者が切り開く新しい暮らしの場」

行政と地域が連携して複合的な地域課題を解決するためには、人と資金・資源をつなげ、柔軟で独創的な創意工夫を喚起する取り組
みを行う必要があります。
本セミナーでは、行政と地域が連携して社会的投資を行う「ソーシャルインパクト・ボンド（SIB）」と官民連携による「公共空間の

利活用」など、地域資源と民間ノウハウを結び付け有効活用していく手法を学んでいきます。

第12回「民間の資金とノウハウを生かす新たな官民連携 ～SIBと官民連携による公共空間利活用の手法を学ぶ～」

【日　　時】平成 30 年 2 月 3 日（土）13：00 ～ 2 月 4 日（日）12：50
【会　　場】地域活性化センター 大会議室（東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザ 13 階）
【講　　師】深尾昌峰氏（龍谷大学政策学部 准教授）ほか
【定　　員】25 名（先着順）
【問合せ先】クリエイティブ事業室（電話 03-5202-6134　メール creative@jcrd.jp）
※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナーのお知らせ

鹿児島県鹿屋市串良町柳谷集落、通称「やねだん」では、「集落に補欠なし」、「感謝が感動を生み、行動に繋がる」の基本からなる地
域おこしが実践されています。
この取り組みを学ぶため、やねだんには「故郷創世塾」を含め、年間 5,000 人もの方が訪れます。本セミナーでは、「故郷創世塾」

の講師陣と各地域で活躍する卒塾生による集中講義を通して、地域のリーダーに求められる資質や考え方、行動のあり方の本質を学ん
でいきます。

第11回「やねだん東京塾～一歩踏み出す行動の秘訣～」

【日　　時】平成 30 年 1 月 27 日（土）13：00 ～ 1 月 28 日（日）13：00
【会　　場】オフィス東京 T3 会議室（東京都中央区京橋 1-6-8 コルマ京橋ビル）
【講　　師】豊重哲郎氏（鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長、やねだん故郷創世塾塾長）ほか
【定　　員】60 名（先着順）
【問合せ先】クリエイティブ事業室（電話 03-5202-6134　メール creative@jcrd.jp）

人吉市を舞台に、「食」「農」「命」をテーマとし、九州各地のムラで活躍している実践者とひざを突き
合わせながら、空き家を活用した新たなコミュニティビジネスのあり方や新しいコミュニティづくりにつ
いてじっくり学びます。

【日　　時】平成 30 年 1 月 19 日（金）13 時～ 1 月 20 日（土）13 時 30 分（予定）
【会　　場】ひまわり亭（熊本県人吉市矢黒町 1880-2）　リュウキンカの郷（熊本県球磨郡あさぎり町深田西 879-1）
【講　　師】  主任講師：本田　節氏（有限会社ひまわり亭代表取締役）　特別講師：松岡隼人氏（人吉市長）ほか
【対 象 者】地域づくりに興味のある方（どなたでも）
【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
【申込方法】下記ホームページの申込フォームから
【問合せ先】  地域支援課（電話 03-5202-6136　メール chiiki@jcrd.jp） 

https://www.jcrd.jp/（人材の育成・導入→地方創生実践塾 よりご覧ください。）

平成29年度 地方創生実践塾のお知らせ
◆「多様な人材で創造する新しいコミュニティビジネスの
　あり方・実践編」【熊本県人吉市】
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福
岡
市
は
古
来
、
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
で
あ
り
、
進
取
の
気

性
に
富
ん
だ
人
々
が
海
外
に
向
け
て
飛
び
出
し
、
人
や
物
が
交
流

す
る
こ
と
で
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た
、
福
岡

市
は
気
概
の
あ
る
人
材
が
集
い
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
都
市

と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

就
任
後
、
第
三
次
産
業
が
９
割
と
い
う
特
徴
的
な
産
業
構
造
を

踏
ま
え
成
長
戦
略
を
定
め
ま
し
た
。
短
期
的
に
は
「
交
流
人
口
の

増
」、中
期
的
に
は
「
知
識
創
造
型
産
業
の
集
積
」、長
期
的
に
は
「
支

店
経
済
か
ら
の
脱
却
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
を
導
入
し
ま

し
た
。
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
に
も
取
り
組
み
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
「
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
や
ア
ジ
ア
初
開
催
と
な
っ

た
ヨ
ッ
ト
の
「
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
」
に
は
多
く
の
観
客
が
訪
れ
ま

し
た
。
福
岡
名
物
の
屋
台
で
は
、
廃
止
の
方
向
を
転
換
し
、
初
の

公
募
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
な
新
規
屋
台
が
登
場
し
、
人
気
を
博
し

て
い
ま
す
。

入
込
観
光
客
数
や
外
国
人
入
国
者
数
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数

は
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
は
２
年

連
続
で
日
本
一
と
、
様
々
な
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
は
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
に
加
え
、
東

京
以
外
で
は
初
と
な
る
「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
国
別
対
抗
戦
」
の

開
催
も
決
ま
り
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
も
行
わ

れ
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
は
世
界
水
泳
の
開
催
が
控
え
て
お
り
、

大
会
の
成
功
に
向
け
オ
ー
ル
福
岡
で
取
り
組
み
、
福
岡
市
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
日
本
に
あ
っ
て
、
福
岡
市
は
２
０
３
５
年
ご
ろ

ま
で
人
口
が
増
加
を
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

都
市
の
さ
ら
な
る
成
長
に
道
筋
を
つ
け
、
市
民
の
生
活
の
質
を
高

め
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
行
政
が
税

金
を
投
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
規
制
緩
和
等
の
支
援
策
で
環
境

を
整
え
、
民
間
が
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
「
官
民
連
携
」

を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
オ
フ
ィ
ス
空
室
率
は
１
％
台
と
極
め
て
低
く
、
空
き

室
が
な
い
こ
と
か
ら
世
界
的
な
企
業
の
進
出
を
逃
す
と
い
う
事
態

も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
ø÷
年
間
で
ú÷
棟
の
ビ
ル
の
建

替
え
を
誘
導
す
る
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

国
家
戦
略
特
区
に
よ
っ
て
、
長
年
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
航

空
法
に
よ
る
都
心
部
ビ
ル
の
高
さ
制
限
緩
和
が
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
期
限
を
区
切
っ
て
容
積
率
を
緩
和
す
る
な
ど
市
独
自
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策
を
加
え
る
こ
と
で
、
民
間
の
皆
さ
ん
の
投
資
意

欲
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
い
く
つ
か
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
き
出
し
、
こ
れ
か
ら
、
福
岡
の
都
心
部
は
大
き
く
姿
を
変

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
明
る
い
未
来

を
拓
く
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携
し
た
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開

発
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
、
そ
れ
ら
を
実
際
に
社
会
で
機
能
す
る

状
態
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
福
岡
市
で
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

国
家
戦
略
特
区
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る
ビ
ザ
の

取
得
要
件
や
法
人
税
減
税
な
ど
の
規
制
緩
和
が
実
現
し
ま
し
た
。

４
月
に
は
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ス
タ
ジ

オ
、
起
業
家
が
集
ま
る
バ
ー
な
ど
、
民
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
詰
ま
っ

た
官
民
連
携
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
施
設
「
Ｆｕ
ｋｕ
ｏ
ｋａ 

Ｇｒ

ｏ
ｗ
ｔ
ｈ 

Ｎｅ
ｘ
ｔ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
民
間
が

Ａ
Ｉ
や
Ｉｏ
Ｔ
な
ど
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
に
向
け
た
実
証
実
験
を
す
る
際
の
資
金
面
や
地
元
調
整
、
さ
ら

に
は
規
制
緩
和
等
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
新
し
い
価
値
が
次
々
に
生
ま
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
官
民
連
携
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ౡफҰ࿠福岡市長ߴ

ɺຊདྷのྗでະདྷΛ୓くܞຽ࿈׭
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特 集
は
じ
め
に

日
本
経
済
が
ゼ
ロ
成
長
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
周
知
で

あ
り
、
ゼ
ロ
金
利
と
い
う
異
常
な
政
策
や
他
の
国
で
は
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
財
政
へ
の
依
存
は
続
い
て
い
る
。
世

界
的
に
見
れ
ば
、
日
本
の
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
す
で
に

ベ
ス
ト
テ
ン
か
ら
消
え
て
久
し
い
。
出
生
率
の
低
下
や
長

時
間
労
働
を
含
め
て
、
日
本
の
当
面
す
る
問
題
は
企
業
や

産
業
の
競
争
力
に
関
わ
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
問
題
も
同
様
で
あ
る
。
３
年
前
「
地
方

創
生
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
第
二
次
安
倍
内
閣

で
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
地
方
の
「
地

域
振
興
」
は
「
地
域
活
性
化
」
や
「
地
域
再
生
」
と
名
称

を
変
え
な
が
ら
政
策
が
次
々
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ど
の

よ
う
な
言
葉
を
使
お
う
と
、
こ
れ
は
地
域
の
発
展
で
あ
り

経
済
成
長
で
あ
る
。「
地
方
創
生
」
と
言
い
換
え
て
も
内

実
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
地
方
創
生
」
の
内
実
は

地
域
に
お
け
る
経
済
的
発
展
で
あ
る
。
地
方
創
生
は
政
策

投
資
で
は
解
決
で
き
な
い
。
経
済
活
動
、
企
業
活
動
で
し

か
地
域
の
発
展
は
解
決
で
き
な
い
。
地
域
の
経
済
発
展
に

向
け
た
手
順
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
発
展
、

す
な
わ
ち
仕
事
や
所
得
を
生
み
出
す
力
は
地
方
創
生
に
求

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
産
業
の
生
産
性
上
昇
や

経
済
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
基
盤
で

あ
る
。

地
域
の
戦
略

と
こ
ろ
で
、
人
口
減
少
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ

を
食
い
止
め
る
ま
で
い
か
な
い
に
し
て
も
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
、政
府
は
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
を
各
自
治
体
に
作
成
さ
せ
た
。
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
地
方
の
雇
用
や
所
得
を
増
加

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
方
の
経
済
的
発
展
で
あ

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

企
業
が
拓
く
地
方
創
生
の
可
能
性

―
地
域
が
求
め
る
の
は
経
済
活
動
、
企
業
活
動
に
よ
る
発
展
―

岡
本
　
義
行

法
政
大
学
大
学
院
教
授

筆者プロフィール

岡本 義行氏
（おかもと・よしゆき）

1�47 年東京都ੜ·Εɻ1�76 年法੓େֶ社会ֶ෦ॿखɺ1�7�
年京都େֶେֶӃڀݚࡁܦՊത࢜՝ఔ୯Ґऔಘɻത ɻ（ֶࡁܦ࢜）
1��4ô1��6 年ΤΠφ΢σΟ財団（ΠタϦΞ・τϦϊ）ڀݚһɺ
1��7 年法੓େֶ社会ֶ෦ڭतΛͯܦɺ200� 年法੓େֶେֶӃ
੓ࡦ૑଄ڀݚՊڭतɻ2004 年法੓େֶ地域ڀݚセンター෭ॴ
௕（ࡏݱॴ௕）ɻઐ໳͸　ۀا࿦ɺۀ࢈࿦ɺ地域ֶࡁܦɻ

ओͳஶॻ͸ʮΠタϦΞͷ中খۀاઓུʯʮۀ࢈集ੵͷస׵Մೳ
性ɿͳͥۀ࢈集ੵ͸ਐ化͢Δͷ͔ʯʮΠϊϕーγϣンϚωδϝン
τڀݚʯͳͲɻ
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り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
上
昇
で
あ
る
。
政
策
的
な
投
資
で
は
持
続

的
な
成
長
は
で
き
な
い
。
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
の

み
可
能
で
あ
る
。

そ
の
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
。
こ
れ
こ
そ
真
剣

に
各
地
域
が
議
論
し
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。
今
回
は
各
地
域
に
と
っ
て
は
非
常
に
良
い
機
会
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、
自
治
体
の
「
総
合
戦
略
」
は
Ｈ
Ｐ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
は
地
域
特
性
の
な
い
総
花
的
な

「
戦
術
」
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。

地
方
の
主
要
な
産
業
は
農
林
水
産
業
で
あ
る
。
地
方
に

先
端
産
業
を
育
成
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
競
争
力

の
あ
る
農
林
水
産
業
の
育
成
は
可
能
で
あ
る
。
後
に
述
べ

る
よ
う
に
、
先
進
諸
国
は
何
ら
か
の
競
争
的
な
地
域
産
業

を
育
成
し
て
い
る
。

地
方
創
生
に
は
、
起
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改

善
の
よ
う
な
長
期
的
構
造
改
革
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
、「
地
域
活
性
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
を
活
用
し
た
「
戦
略
」
で
あ
る
。
と
も

か
く
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
競
争
力
の
あ
る
産
業

を
育
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
土
産
物
や
Ｂ
級

グ
ル
メ
だ
け
で
は
地
方
創
生
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

あ
え
て
言
え
ば
、
企
業
活
動
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競

争
力
が
今
や
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
た
ま
た
ま
縁
あ
っ
て
依
頼
さ
れ
た

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
作
成
過
程
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
調
査
結
果
を
参
考

に
し
な
が
ら
、「
企
業
が
拓
く
地
方
創
生
の
可
能

性
」
を
考
え
て
み
た
い
。

「
地
方
版
総
合
戦
略
」

作
成
の
調
査
か
ら

こ
の
調
査
結
果
を
全
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
論
点
に
関
わ
る
結
果
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

調
査
し
た
地
域
は
、
中
山
間
地
を
含
む
中
国
山
地
に
位

置
す
る
人
口
約
１
万
４
千
人
の
自
治
体
で
あ
る
。
全
国
的

に
見
て
も
平
均
的
な
地
域
で
あ
る
。主
要
な
産
業
は
農
業
、

林
業
で
あ
る
が
、
川
を
活
用
し
た
養
殖
事
業
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。
小
規
模
で
あ
る
が
老
舗
の
温
泉
街
も
あ
る
。
当

地
の
自
然
を
基
盤
と
し
た
観
光
資
源
に
は
可
能
性
が
あ

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
目
を
引
く
の
は
、
い
く
つ

か
の
形
を
変
え
た
質
問
に
対
し
て
、
低
所
得
や
低
収
入
が

問
題
で
あ
る
と
回
答
す
る
住
民
が
多
く
、
約
ü÷
％
が
年
収

３
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
農

業
所
得
が
低
い
こ
と
も
原
因
で
あ
る
。
兼
業
農
家
で
は
農

業
収
入
が
１
０
０
万
円
未
満
の
人
が
Āü
％
を
超
え
て
い

る
。
そ
れ
は
生
活
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
。
少
子
化
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
子
供
を
３
人
持
つ
の
が
理
想
と

回
答
す
る
人
は
ü÷
％
を
超
え
る
が
、
所
得
の
低
さ
や
不
安

定
さ
に
よ
り
、
ま
た
養
育
費
で
子
供
を
諦
め
て
い
る
人
も

少
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
米
作
は
日
本
中
の
地
域
が
競
争
相
手

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
差
別
化
し
て
競
争

優
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
農
協
を
は

じ
め
農
業
関
係
者
、農
家
の
多
く
は
米
作
に
拘
っ
て
い
る
。

問 「兼業農家」の方にお尋ねします。農業の収入は
どれくらいですか。（○はひとつ）

項目 回答数 ％

１ 収入なし（自家消費）

万円未満

万円～ 万円未満

万円～ 万円未満

万円以上

表　兼業農家の収入

図　実際の子供の数と希望する子供の数に差がある理由

子育ての課題

特 集
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そ
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
地

域
に
よ
っ
て
は
集
団
営
農
化
し
大
規
模
化
に
よ
っ
て
効
率

を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
に
よ
る
無
人
化
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
か
、

大
企
業
に
任
せ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
農
家
の
考
え
方

ば
か
り
で
な
く
、
農
業
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
伝
統
的
稲

作
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
や
っ
か
い
だ
。

プ
ロ
の
農
家
と
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
が 

地
方
創
生
を
実
現
す
る
鍵
で
あ
る

注
目
し
た
の
は
ト
マ
ト
栽
培
で
あ
る
。
幸
い
こ
こ
に
は

û÷
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
栽
培
が
あ

る
。
ト
マ
ト
は
水
耕
栽
培
で
あ
り
、
ハ
ウ
ス
に
は
炭
酸
ガ

ス
が
注
入
さ
れ
て
い
る
。独
自
の
市
場
も
開
拓
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
栽
培
方
法
は
千
葉
大
な
ど
で
研
究
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
技
術
が
こ
こ
に
も
若
干
で
は
あ
る
が
移
転
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
収
量
は
日

本
の
お
よ
そ
２
倍
と
い
わ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
国
土

が
小
さ
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
界
第
２
位
の
農
産
物
輸
出

大
国
で
あ
り
、
日
本
に
も
ト
マ
ト
を
輸
出
し
て
い
る
。
ワ

ー
へ
ニ
ン
ゲ
ン
を
中
心
に
大
学
や
研
究
機
関
も
農
業
の
技

術
や
品
種
改
良
を
支
援
す
る
。
日
本
の
食
品
関
連
の
大
企

業
も
研
究
所
を
こ
こ
に
お
い
て
い
る
。
徹
底
し
た
農
業
の

知
識
産
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
ト
マ
ト
耕
作
を
実
際
に
視
察

し
て
い
く
つ
か
の
点
で
驚
い
た
。
一
つ
は
、
日
本
の
種
子

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
協
力
関
係
に
あ
る
な
ど
、
国
や
地

域
の
市
場
ご
と
に
対
応
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
設
備
や
農
薬
使
用
で
も
日
本
と
は
異
な
る
。
例

え
ば
、
ト
マ
ト
の
収
量
を
上
げ

る
た
め
に
は
背
を
高
く
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
øø
〜
øù

段
ま
で
実
を
付
け
さ
せ
る
。
そ

の
た
め
に
は
ハ
ウ
ス
の
高
さ
を

高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
手
入
れ
や
収
穫
の
た
め
に

台
車
の
よ
う
な
設
備
も
必
要
に

な
る
。
日
本
の
農
産
物
は
農
薬

使
用
も
あ
り
Ｅ
Ｕ
な
ど
へ
の
輸

出
は
緑
茶
の
よ
う
に
難
し
い
。

Ｅ
Ｕ
の
方
が
厳
し
い
の
だ
。
当

然
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
マ
ト
栽
培

で
も
病
気
や
害
虫
の
問
題
に
直
面
す
る
。
害
虫
に
対
し
て

は
鳥
を
ハ
ウ
ス
内
に
飛
ば
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
必
要
な
炭
酸
ガ
ス
は
水
道
や
ガ
ス
の
よ
う
に

道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ
て
地
域
で
利
用
す
る
設
備
が
あ
っ

た
。
光
の
量
や
温
度
な
ど
１
０
０
項
目
に
近
い
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
民
間
で
協
力
す
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ま
で
の
広
い
範
囲
で
大
学
や
研
究
機
関
が
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
支
援
す
る
。
こ
う
し
た
農
業
の
体
制
は
近
年

構
築
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
øĀ
世
紀
末
か
ら
の
戦
略
で

あ
る
と
い
う
。

日
本
の
国
土
の
þ÷
％
は
山
地
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
森

林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
山
間
地
に
お
け
る
経
済
基
盤
は
か

つ
て
林
業
や
木
材
業
で
あ
っ
た
。
今
日
、
木
材
の
ÿ÷
％
が

輸
入
さ
れ
、
森
林
の
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
森
林
の

手
入
れ
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
岡
山
県

の
西
粟
倉
村
や
真
庭
市
、
北
海
道
の
下
川
町
の
よ
う
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
本
格
的
産
業
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

ド
イ
ツ
で
は
、
林
業
は
雇
用
の
観
点
か
ら
す
る
と
最
大

の
産
業
と
い
わ
れ
て
い
る
（
川
下
の
製
紙
業
も
含
ま
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
森
の
民
」
と

呼
ば
れ
た
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
あ
る
い
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な

ど
北
欧
で
は
、
林
業
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
な
の

で
あ
る
。「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
と
い
う
専
門
家
が
林
業
の

主
役
で
あ
る
。
作
業
道
、
林
道
、
索
道
な
ど
に
よ
る
輸
送

経
路
や
輸
送
手
段
の
選
択
か
ら
販
売
ま
で
を
担
っ
て
い

る
。フ

ォ
レ
ス
タ
ー
は
ド
イ
ツ
圏
特
有
の
資
格
制
度
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
で
は
土
地
を
入
手
し
て
農
業
に
従

事
す
る
た
め
に
は
教
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
自
宅
の

周
辺
の
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
は
問
題
な
い
が
、
農
業

に
従
事
す
る
た
め
に
生
産
手
段
と
し
て
土
地
を
入
手
す
る

に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
だ
け
で
は
な
く
経
理
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

養
豚
に
つ
い
て
も
同
様
に
基
礎
的
な
知
識
や
経
験
、
４
〜 オランダトマト工場で生産出荷されたトマト

オランダトマト工場
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５
年
ぐ
ら
い
の
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
産
業
の
競
争
力

今
回
の
報
告
書
と
は
別
の
論
点
で
あ
る
が
、
畜
産
や
漁

業
に
つ
い
て
も
地
域
産
業
で
あ
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
競
争
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
養
豚
や
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
漁
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
を
持
つ
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
中
国
に
次
い
で
世
界
第
二
の

魚
類
の
輸
出
国
で
あ
る
。
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
中

の
回
転
寿
司
屋
で
出
て
く
る
サ
ー
モ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
で
養
殖
さ
れ
た
輸
入
品
で
あ

る
。養

殖
の
技
術
は
最
初
日
本
か
ら
も
導
入
さ
れ
た
が
、
餌

を
は
じ
め
養
殖
の
技
術
的
な
研
究
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
発

展
し
た
。
さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
流
通
の
進
化
に
よ

っ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
養
殖
さ
れ
た
サ
ー
モ
ン
が
翌
日
に

は
日
本
の
寿
司
屋
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
漁
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
漁
獲
物
の
自
給
率
は
ý÷
％
程

度
で
あ
り
、
û÷
％
は
輸
入
し
て
い
る
。
周
辺
国
の
漁
獲
の

問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
生
産
性
が
低
く
燃
料
代
も
出
な
い

漁
業
で
は
継
続
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
業
は
生
産
性
が
高
く
高
付
加
価
値
の

産
業
で
あ
る
。
日
本
の
漁
師
の
平
均
年
収
は
２
０
０
万
円

に
満
た
な
い
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
師
の
年
収
は
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
。
漁
業
の
付
加
価
値
が
高
く
な
い
と
、

人
材
が
他
産
業
へ
流
れ
て
し
ま
い
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
業

は
消
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
長
い
沿

岸
部
は
ま
さ
し
く
過
疎
地
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
バ
イ

キ
ン
グ
が
住
ん
で
い
た
が
、
高
い
所
得
の
魅
力
的
な
職
場

が
生
ま
れ
る
と
、
移
住
を
始
め
た
。
ア
メ
リ
カ
に
も
多
く

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
が
移
民
し
た
。
住
民
が
少
な
く
な
る
と

日
本
の
中
山
間
地
と
同
様
に
過
疎
化
の
悪
循
環
が
始
ま

る
。
し
た
が
っ
て
、
漁
業
の
高
付
加
価
値
化
は
重
要
な
国

土
政
策
で
も
あ
っ
た
。

地
域
の
経
済
基
盤
と
し
て
産
地
や
地
場
産
業
と
呼
ば
れ

る
地
域
産
業
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ù÷
年
前
ぐ
ら

い
ま
で
に
は
５
０
０
カ
所
を
越
え
る
製
造
業
の
地
域
産
業

が
全
国
に
点
在
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
地
域
産
業
の
中
に

は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
立
地
し
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
伝

統
的
な
産
業
の
中
に
は
消
滅
し
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る

が
、
そ
う
し
た
中
で
、
地
域
産
業
は
経
済
環
境
に
適
合
し

て「
転
換
す
る
」あ
る
い
は「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
回
復
）の
」

必
要
が
あ
る
。
先
進
国
に
は
そ
う
し
た
転
換
に
成
功
し
て

今
日
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
そ
う
し
た
転
換
を
可
能
に
し
促
進
す
る
要
因
は

人
材
と
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
地
域
自
体
の
政
策
で
あ
る
。
研

究
機
関
の
重
要
性
も
指
摘
で
き
る
。
先
ほ
ど
の
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
沿
岸
部
に
は
ノ
ル
ド
大
学
や
ト
ロ
ム
ソ
大
学
等
が
設

置
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
ル
ー
ル
地
方
で
は
、
重
厚
長
大
産

業
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
に
大
学
が
設
置
さ
れ
て
き
た
。

お
わ
り
に

地
方
創
生
の
た
め
に
は
地
域
の
雇
用
・
所
得
の
増
加
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
地
域
経
済
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
地
域
産
業
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
地
域
産
業
の
高
付
加
価
値
化
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
技
術
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
組
織
、
仕
組
み
な
ど
を
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
く
は
な
ら
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
漁
師
や
漁
業
関
係

者
、
さ
ら
に
国
民
の
高
学
歴
化
を
進
め
て
い
る
。
私
が
数

年
前
に
会
っ
た
漁
協
の
専
務
理
事
は
社
会
学
博
士
で
あ
っ

た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
企
業
の
従
業
員
に
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル1I�%

」
の
取
得
を
推
進
し
支
援
し
て
い
る
。
漁
業

で
も
養
殖
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
流
通
ま
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
、
科
学
的
な
知
識
や
思
考
を

重
要
視
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
全
体
で
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
異
分
野
の
修
士

を
い
く
つ
か
持
つ
専
門
家
が
立
案
実
施
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
専
門
家
の
会
議
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
情
報
共
有
と
政

策
批
判
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
発
展
や
地
域
活
性
化
に
は
い
く
つ
か
の

キ
ー
に
な
る
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
述
べ
た

い
。
と
も
か
く
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
確
実
な
地
域
づ
く

り
の
ス
テ
ッ
プ
を
歩
ん
で
、
地
域
の
社
会
や
経
済
の
構
造

を
転
換
し
、
地
方
創
生
を
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

ノルウェーの海外の集落

特 集
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特 集
ニ
セ
コ
冬
市
場
の
崩
壊

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
９
０
年
代
前
半
に
か
け

て
、
日
本
は
誰
も
が
ス
キ
ー
に
行
く
時
代
だ
っ
た
。
そ
の

ス
キ
ー
バ
ブ
ル
の
最
後
に
私
は
ニ
セ
コ
に
や
っ
て
き
た
。

当
時
の
ニ
セ
コ
は
何
千
も
の
熱
心
な
ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
が

列
を
な
し
て
リ
フ
ト
に
並
び
、
ス
キ
ー
に
費
や
す
日
々
だ

っ
た
。
大
し
た
危
険
を
冒
さ
ず
と
も
エ
ン
ド
レ
ス
に
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
を
存
分
に
楽
し
め
た
。
ま
さ
に
ニ
セ
コ
は
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
の
天
国
だ
っ
た
。

全
国
で
次
々
と
ス
キ
ー
場
が
開
発
さ
れ
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
ス
キ
ー
場
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
う
に

は
ほ
ど
遠
く
、
ス
キ
ー
以
外
の
娯
楽
に
乏
し
い
も
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
Ā÷
年
代
の
不
景
気
の
時
代
に
入
り
、
日
本

の
ス
キ
ー
市
場
は
崩
れ
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
。

◆◆◆

ニ
セ
コ
夏
市
場
の
拡
大

冬
市
場
全
体
が
崩
れ
て
き
た
と
き
、
何
か
夏
シ
ー
ズ
ン

に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
が

っ
た
。
し
か
し
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト

に
も
っ
て
い
く
だ
け
の
経
験
は
誰
に
も
な
か
っ
た
。

こ
の
時
に
私
は
、
来
た
時
に
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
人

は
来
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
、（
シ
ン
プ
ル
に
人
々
が

す
る
な
に
か
を
作
ろ
う
）
と
思
っ
た
。
そ
し
て
私
は
北
海

道
で
は
最
初
（
日
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
最
初
）
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
瞬
く
間
に
ニ
セ
コ
は
北
海

道
の
み
な
ら
ず
日
本
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
中
心
地
と
な
り
、

人
々
が
足
を
運
ん
で
く
る
と
こ
ろ
に
な
っ
た
。

私
は
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
住
む
場
所
と
し

て
の
ニ
セ
コ
の
未
来
を
強
く
感
じ
、
こ
の
エ
リ
ア
の
た
め

に
ブ
ラ
ン
ド
、
称
号
、
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
そ

し
て
ニ
セ
コ
は
日
本
や
ア
ジ
ア
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
ス

◆◆◆

タ
イ
ル
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
ニ
セ
コ
や
倶
知
安
が
日
本
の
中
で
通
年
型
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
成
功
し
た
経
緯
だ
。

ニ
セ
コ
の
海
外
市
場
の
始
ま
り

２
０
０
１
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
テ
ロ
事
件
が
あ
り

世
界
は
震
撼
し
た
。
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
恒
例

の
海
外
ス
キ
ー
ト
リ
ッ
プ
を
取
り
や
め
た
。
し
か
し
２
つ

の
小
さ
な
ス
キ
ー
旅
行
会
社
が
ニ
セ
コ
へ
の
旅
行
を
取
り

扱
い
、
そ
の
年
の
冬
に
そ
れ
ぞ
れ
ø÷
人
ず
つ
の
お
客
様
を

ø÷
回
、
合
計
２
０
０
人
を
ニ
セ
コ
に
送
り
込
む
こ
と
が
で

き
た
。

２
０
０
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
こ
れ
が
、
ニ
セ
コ
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
キ
ー
旅
行
市
場
で
脚
光
を
浴
び
る
の
に

必
要
と
し
た
人
数
だ
っ
た
。

ニ
セ
コ
の
雪
質
は
と
て
も
よ
く
、
し
か
も
毎
日
降
り
積

も
る
。
旅
行
会
社
は
ほ
と
ん
ど
完
璧
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
渇
望

し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
、
ス
キ
ー

◆◆◆

ＮＡＣが経営するアドベンチャーセンター

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

北
海
道
ニ
セ
コ
町

倶
知
安
町

ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｃ　

代
表

地
元
自
治
体
と
共
同
で

 

ニ
セ
コ
を
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
地
に

―
町
を
、住
み
、働
く
の
に
望
ま
し
い
場
所
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
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リ
フ
ト
を
降
り
て
す
ぐ
に
、
膝
ま
で
埋
ま
る
手
つ
か
ず
の

デ
ィ
ー
プ
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
楽
し
め
た
。
ニ
セ
コ
は
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
天
国
だ
っ
た
。
ニ
セ
コ
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
み
て
、
た
だ
車
で
走
っ
て
ち
ょ
っ
と
飛
行
機

に
飛
び
乗
れ
ば
翌
日
に
は
ス
キ
ー
が
で
き
る
場
所
で
あ

る
。
時
差
ぼ
け
も
な
い
。
さ
ら
に
は
格
安
だ
っ
た
。
日
本

は
お
金
が
か
か
る
場
所
だ
と
思
わ
れ
て
お
り
、
メ
ロ
ン
の

値
段
は
月
給
並
み
だ
と
認
識
し
て
い
た
の
に
、
ニ
セ
コ
は

世
界
の
ど
こ
よ
り
も
安
か
っ
た
。

ニ
セ
コ
の
海
外
市
場
の
拡
大

突
然
、
ニ
セ
コ
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
倶
知
安
町

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
殺
到
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
地
域
住
民
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
た
く
さ

ん
の
お
金
を
お
店
で
使
っ
て
く
れ
る
友
好
的
な
旅
行
集
団

だ
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
日
本
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
全
体

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
キ
ー
市
場
に
適
し
た
宿
泊
施
設
に

◆◆◆

変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
古
い
ホ
テ
ル
も
長
く
滞
在

し
た
い
と
思
え
る
施
設
に
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら

は
家
族
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
わ
か
る

言
語
で
テ
レ
ビ
や
映
画
を
観
た
か
っ
た
。
カ
フ
ェ
ラ
テ
を

飲
み
な
が
ら
友
達
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
か
っ
た
。
彼
ら
は
飲
む
場
所
が
欲
し
か
っ
た
。
子
供
た

ち
を
一
週
間
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
預
け
た
か
っ
た
。

シ
ン
プ
ル
に
需
要
と
供
給
の
経
済
原
理
を
当
て
は
め
る

と
全
て
の
問
題
は
解
決
し
た
。
た
く
さ
ん
の
新
し
い
商
売

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
現
れ
、
古
い
も
の
は
消
滅
し
た
り

買
収
さ
れ
た
り
し
た
。

ニ
セ
コ
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
新
し
い
ホ
テ
ル
、
バ
ー
、

カ
フ
ェ
、さ
ら
に
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
、

そ
し
て
お
酒
を
飲
む
パ
ブ
も
あ
る
町
へ
と
変
貌
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
普
通
に
外
国
の
行
先
と
し
て
感
じ
ら
れ

る
場
所
に
な
っ
た
。

こ
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
へ
の
劇
的
な
投
資
は
今
も
な
お
続

い
て
お
り
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
が
軒
を
連
ね
、

今
年
は
６
０
０
億
円
近
く
の
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

地
元
自
治
体
と
ニ
セ
コ

ニ
セ
コ
と
共
同
事
業
を
す
る
こ
と
は
地

元
自
治
体
に
と
っ
て
必
須
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
地
域
住
民
に
利
益
を
、
海
外
の
人

に
も
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
継
続
的
で
成
功
を
収
め
る
通
年

型
リ
ゾ
ー
ト
を
作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
す
る
日
本
人
は
残
念
な
が
ら
い
な
か
っ

た
。
国
際
ス
キ
ー
旅
行
市
場
へ
の
参
入
も
、

海
外
か
ら
多
く
の
投
資
を
引
き
付
け
た
こ

◆◆◆

と
も
全
て
が
前
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

通
年
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
企
画
す
る
能
力
を
備
え
た

自
治
体
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方

で
自
治
体
は
必
要
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
の
決
定
や
、

様
々
な
計
画
に
付
随
す
る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
や
教
育
的
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
最
終
決
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

１
つ
の
解
決
策
は
自
治
体
が
街
づ
く
り
の
教
育
を
受
け

た
者
を
雇
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
私
は
次
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
考
え
た
。

①　

町
は
町
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
善
す
る
た
め
の
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ツ
ー
リ
ス
ト
が
楽

し
い
だ
け
で
あ
れ
ば
だ
れ
も
リ
ゾ
ー
ト
地
に
住
む
こ
と
は

な
い
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
住
民
を
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
と
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

②　

町
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
経
済
に
拡
充
す
べ
き
だ
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
得
た
お
金
は
可
能
な
限
り
町
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
広
が
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
そ
か
ら
来
た

オ
ー
ナ
ー
が
地
域
住
民
を
最
低
賃
金
で
使
う
一
方
で
、
全

て
の
お
金
を
彼
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
っ
た
な
ら
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
な
し
え
な
い
。
同
様
に
全
て
の
お
金
が
一
カ
所
に
の

み
つ
ぎ
込
ま
れ
て
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
。

③　

自
分
の
町
を
、
住
み
、
働
く
の
に
望
ま
し
い
場
所
に

す
る
た
め
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
使
う
。
そ
の
た
め
に
は
自
分

た
ち
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
売
り
込
み
、
新
し
い
住
民

を
引
き
よ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

④　

国
際
的
な
行
く
先
と
し
て
の
ニ
セ
コ
は
素
晴
ら
し

い
。
し
か
し
あ
ま
り
に
も
国
際
的
す
ぎ
る
。
町
と
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
は
日
本
の
最
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
は
日
本
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
ニ
セ
コ
で
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ニセコの冬の体験観光の中心、スキー

筆者とニセコの雄大な風景
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特 集
ベ
ビ
＊
ス
テ
誕
生
秘
話

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ま
ま
入
る
と
迷
惑
か
な
」「
オ
ム
ツ
を

売
っ
て
い
る
か
な
」。
子
ど
も
連
れ
で
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
気

持
ち
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
の
が
、「
ふ
じ
の
み
や
ベ
ビ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ベ
ビ
＊
ス
テ
）」
で
す
。

き
っ
か
け
は
、「
企
業
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
の
募
集
を
み
た
こ
と
」
と
話
す
の
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
母
力
向
上
委
員
会
（
以
下
、
母
力
向
上
委
員
会
）

の
中
村
鈴
鹿
さ
ん
。
中
村
さ
ん
は
３
児
の
母
で
、
当
時
は

３
人
目
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。「
子
ど
も
３
人
を

連
れ
て
出
か
け
る
の
が
億
劫
で
し
た
。
そ
の
理
由
の
１
つ

が
荷
物
の
多
さ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
」。

そ
こ
で
、
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
で
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
の
お
湯

が
補
充
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
楽
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

◆◆◆

早
速
、
母
力
向
上
委
員
会
で
話
し
て
み
る
と
「
い
い
ね
」

の
声
。
と
同
時
に
「
モ
ノ
だ
け
で
は
足
り
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」と
い
う
指
摘
が
。「
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
」「
目

を
離
し
た
隙
に
危
険
な
こ
と
を
す
る
か
も
」
と
い
う
心
配

も
外
出
を
た
め
ら
う
要
因
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

重
い
荷
物
と
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
て
会
計
に
も
た
つ
く
お

母
さ
ん
に
、
ふ
い
に
走
り
出
し
た
子
ど
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ

の
店
員
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
、
そ
っ
と
見
守
り

手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
話
し
合
い
の

末
に
前
述
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、「
マ
マ
た
ち
の
声

か
ら
生
み
出
す
！
コ
ン
ビ
ニ
発
の
子
育
て
支
援
事
業
」は
、

見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
の
壁

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
ア
イ
デ
ア
は
評
価
さ
れ
た
も
の

の
、
コ
ン
テ
ス
ト
関
係
者
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
は
難

◆◆◆

し
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
関
係
者
か
ら

も
「
乳
幼
児
向
け
の
製
品
は
一
時
的
な
需
要
し
か
な
く
、

顧
客
と
し
て
意
識
し
づ
ら
い
」と
い
う
話
を
き
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
村
さ
ん
は
、
生
活
に
身
近
で
、
ùû
時
間
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
業
に

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

同
時
期
、
富
士
宮
市
は
地
方
創
生
の
推
進
に
取
り
組
む

中
で
、
母
力
向
上
委
員
会
の
受
賞
を
知
り
ま
し
た
。
当
時

の
市
の
企
画
担
当
係
長
は
「
当
事
者
目
線
の
ア
イ
デ
ア
は

共
感
で
き
、
実
現
す
れ
ば
富
士
宮
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

に
な
る
と
確
信
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
一
方
で
、「
行

政
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
が
話
し
合
い

の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
く
れ
た
と
思
う
」
と
話
す
中
村
さ

ん
。
ま
ず
は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
全
店
に
対
し
、
子
育
て
関

連
の
商
品
調
査
や
店
員
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
始
ま
り
、
さ

ら
に
市
職
員
と
共
に
店
舗
や
エ
リ
ア
本
部
に
直
接
出
向

き
、
事
業
内
容
の
説
明
や
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、
市
と

母
力
向
上
委
員
会
の
連
携
プ
レ
ー
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
各

社
と
多
く
の
対
話
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
と
コ

ン
ビ
ニ
本
部
が
「
ふ
じ
の
み
や
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
富
士
宮
市
は
母

力
向
上
委
員
会
と
と
も
に
「
協
働
事
業
」
と
し
て
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ベビ＊ステ目印ののぼり：ベビ＊ステ
登録店舗にお配りするのぼり。店舗出
入り口で富士山に負けない存在感です

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

静
岡
県
富
士
宮
市

―
市
と
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
コ
ン
ビ
ニ
が
連
携

 

「
ふ
じ
の
み
や
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
―

臼
井
　
史

富
士
宮
市
市
民
交
流
課
女
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
を
子
育
て
に
や
さ
し
い
施
設
に
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生
き
た
事
業
に
し
た
い

ベ
ビ
＊
ス
テ
登
録
に
は
、
①
紙
オ
ム
ツ
の
販
売　

②
粉

ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提
供　

③
講
習
会
へ
の
参
加
―
の
３

つ
を
条
件
と
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
で
あ
る
講
習
会
は
、

コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
や
店
員
を
対
象
に
、
妊
婦
体
験
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
の
買
い
物
体
験
（
当
事
者
目
線
）、

店
内
で
の
応
対
の
実
演
（
店
員
目
線
）
を
通
し
て
、
子
育

て
へ
の
共
感
や
事
業
へ
の
理
解
を
促
す
も
の
で
す
。
母
力

向
上
委
員
会
の
塩
川
祐
子
代
表
は
、「
講
習
会
で
の
体
験

に
よ
っ
て
、
一
方
通
行
で
は
な
く
、
お
互
い
の
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
側
の
参
加
者

は
、「
す
で
に
ポ
ッ
ト
の
お
湯
は
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
以

外
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ

以
外
の
利
用
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、

表
示
や
声
か
け
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、半
年
に
１
回
「
ラ
ウ
ン
ド
（
認
定
店
舗
の
訪
問
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ミ
ル
ク
の
お
湯
な

ど
の
利
用
状
況
や
子
育
て
支
援
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と

や
、
子
ど
も
の
対
応
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
も
聞
き
、
利
用

◆◆◆

者
側
の
意
識
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
本
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
常
に
こ
の
事

業
を
意
識
し
て
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
密
な
関
係
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

事
業
推
進
の
基
盤
と
も
言
え
る
の
が
、
毎
月
行
わ
れ
る

定
例
会
。
母
力
向
上
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
、
市
の
担
当
部

署
の
ほ
か
、関
係
す
る
職
員
が
部
課
を
ま
た
い
で
参
加
し
、

毎
回
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
熱
い
意
見
が
飛
び
交
い
ま

◆◆◆

す
。ま

た
、
市
内
に
工
場
を
も
ち
、
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
飲
料

な
ど
も
手
が
け
る
ア
サ
ヒ
飲
料
（
株
）
か
ら
、
コ
ン
セ
プ

ト
に
共
感
を
い
た
だ
き
、
平
成
ùĀ
年
６
月
に
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
手
企
業

か
ら
の
理
解
と
協
力
は
、
市
と
母
力
向
上
委
員
会
双
方
に

と
っ
て
、と
て
も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
、

民
間
企
業
の
目
線
か
ら
、
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
活
躍
の
場
に

現
在
、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
úû
店
舗

が
ベ
ビ
＊
ス
テ
に
登
録
さ
れ
、
少
し
ず
つ
認
知
度
が
高
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
お
母
さ
ん
の
不
安
な
気
持
ち

の
受
け
皿
と
な
る
事
業
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
事
業
は
と
も
に
取
り
組
む
母
力
向
上
委
員
会
メ
ン
バ
ー

（
お
母
さ
ん
た
ち
）
の
活
躍
の
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
ベ
ビ
＊
ス
テ
の
輪
が
広
が

る
と
同
時
に
、
子
育
て
に
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
伸

び
伸
び
と
活
躍
で
き
る
女
性
の
輪
を
広
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
は
、
そ
こ
に
暮

ら
す
全
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
事
業

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
、
す
べ
て
の
市
民
、
訪
れ
る
す
べ

て
の
人
に
と
っ
て
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
に
な

る
よ
う
、
常
に
よ
り
良
い
も
の
を
求
め
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
官
民
協
働
で
共
に
創
り
あ
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
富
士
宮
市
に
お
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ベ
ビ
＊

ス
テ
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

講習会の様子：コンビニ各社各店からの参加者
に、子育て体験をしてもらいます

熱い定例会：毎月、事業推進のため熱い意見交換が行われます。時に、お母さんが赤ちゃんや子ど
もを連れてきて、にぎやかになることも !?
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特 集
日
本
一
人
口
の
少
な
い
鳥
取
県
に 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

中
国
地
方
最
高
峰
「
大
山
」
の
麓
に
広
が
る
鳥
取
県
大

山
町
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
観
光
業
の

低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年

に
約
ú÷
億
円
を
使
っ
て
整
備
し
た
町
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

も
そ
の
一
つ
。
行
政
の
管
轄
で
、
役
場
職
員
が
中
心
に
な

っ
て
行
政
情
報
や
町
議
会
中
継
な
ど
を
放
送
し
て
い
ま
し

た
が
、
番
組
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
低
く
、
視
聴
者
は
一
部

の
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

環
境
の
向
上
に
よ
り
、
広
報
機
能
と
し
て
の
存
在
価
値
も

年
々
低
下
し
、
各
所
か
ら
事
業
の
見
直
し
や
放
送
内
容
の

改
善
を
求
め
る
声
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

民
間
へ
の
業
務
委
託
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
大
山
町
が

誘
致
し
た
の
が
、
弊
社
ア
マ
ゾ
ン
ラ
テ
ル
ナ
で
し
た
。
東

京
に
本
社
を
置
く
映
像
制
作
会
社
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
の

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
私
が
地
方
創

◆◆◆

生
関
連
の
取
材
で
大
山
町
を
訪
れ
た
際
に
、
役
場
職
員
か

ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
元
々
、
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
可
能
性

を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
る
よ
う
に
な

り
、
結
果
、
大
山
町
に
移
住
し
、
立
て
直
し
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

２
０
１
５
年
、
町
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
「
大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
制
作
業
務

を
全
面
受
託
し
、
町
内
の
閉
鎖
し
た
保

育
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設

立
。
他
に
２
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
山
町

に
移
住
し
、
地
元
採
用
の
ス
タ
ッ
フ
と

４
人
で
、
ま
ち
の
テ
レ
ビ
を
変
え
る

日
々
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

視
聴
者
か
ら
共
創
者
へ

大
山
町
で
は
、
７
割
の
世
帯
が
ケ
ー

◆◆◆

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
行

っ
た
の
は
、
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
悪
名
は
無
名
に
勝

る
と
も
言
い
ま
す
が
、
番
組
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
大

半
で
、
存
在
す
ら
知
ら
な
い
住
民
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
テ
レ
ビ
自
体
を
見
な
い
と
い
う
若
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
考
え
た
の
が
一
人
で
も
多
く
の
住
民
を
番
組

づ
く
り
に
巻
き
込
む
こ
と
。
ど
ん
な
に
テ
レ
ビ
を
見
な
い

人
で
も
、
自
分
の
子
供
が
出
演
し
た
り
、
友
人
が
関
わ
っ

て
い
れ
ば
、
録
画
し
て
で
も
見
た
く
な
り
ま
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
知
り
合
い
が
関
わ
っ
て
い
れ
ば
行
っ
て
み

よ
う
と
な
り
ま
す
。
あ
の
心
理
で
す
。
住
民
と
テ
レ
ビ
の

間
に
接
点
を
量
産
し
、
視
聴
者
が
見
た
く
な
る
「
動
機
」

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

日
本
一
の
超
住
民
参
加
型
テ
レ
ビ
を 

目
指
し
て

新
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め

◆◆◆

住民ナレーターは小学生から高齢者まで交代で担当

子どもリポーター

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

鳥
取
県
大
山
町

―
企
画
か
ら
制
作
、
演
出
ま
で

 

全
て
住
民
が
行
う
番
組
づ
く
り
―

貝
本
　
正
紀

�

映
像
制
作
会
社
ア
マ
ゾ
ン
ラ
テ
ル
ナ
鳥
取
大
山
オ
フ
ィ
ス　

代
表
・
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

町
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
域
を
動
か
す
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の
住
民
参
加
型
テ
レ
ビ
」。
出
演
者
、
リ
ポ
ー
タ
ー
、
ナ

レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
ま
で
、
す
べ
て
住
民
た
ち
が
行
う

自
給
率
１
０
０
％
の
番
組
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

司
会
を
務
め
る
の
は
、若
手
農
家
と
食
堂
の
女
性
店
員
。

地
域
の
情
報
を
伝
え
る
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、
小
学
生
か
ら
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
店
員
ま
で
総
勢
ø÷
人
。
ナ
レ
ー
タ
ー

は
、
保
育
園
の
先
生
や
þ÷
代
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
ù÷
人

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

住
民
が
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
語
り
合
う
「
住
民
ト
ー

ク
バ
ラ
エ
テ
ィ
・
だ
い
せ
ん
１
０
０
％
Ｔ
Ｖ
」
で
は
、
日

曜
大
工
が
趣
味
の
若
者
が
制
作
し
た
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ
ト

に
、
漁
師
、
旅
館
の
若
旦
那
、
主
婦
、
住
職
、
中
学
生
な

ど
毎
回
異
な
る
住
民
が
登
場
。
超
ロ
ー
カ
ル
な
ト
ー
ク
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

番
組
制
作
の
裏
側
に
も
多
く
の
住
民
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
東
京
時
代
は
、
プ
ロ
の
業
者
に
お
願
い
し
て
い
た
空

撮
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
趣
味
の
農
家
の
お
じ
さ
ん
。
Ｃ
Ｇ
制

作
も
、
そ
れ
を
趣
味
と
す
る
住
民
に
依
頼
し
、
撮
影
や
編

集
を
除
く
、
あ
ら
ゆ
る
テ
レ
ビ
の
仕
事
を
地
域
の
人
た
ち

と
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
年
で
番
組
に
出
演
し
て
く
れ
た
住
民
は
約
７
０

０
人
。
地
域
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
、
絵
を
描
く
の

が
上
手
、
声
が
き
れ
い
な
ど
、
自
分
の
「
得
意
」
や
「
好

き
」
を
生
か
し
て
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
に
声
を
掛
け
、
番
組
づ
く
り
に
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
活
躍
の
場
づ
く
り
」
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

見
た
い
番
組
を
み
ん
な
で
つ
く
る

番
組
の
企
画
内
容
も
、
住
民
と
企
画
会
議
を
開
い
て
決

め
て
い
ま
す
。
会
議
の
時
間
に
や
っ
て
く
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
仕
組
み
で
、
中
学
生
、
高
校
生
、
ス
ー
パ
ー
店

員
、
主
婦
、
議
員
、
経
営
者
な
ど
、
職
種
も
世
代
も
様
々

な
人
が
集
ま
り
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。ル
ー
ル
は「
自

分
が
見
た
い
と
思
え
る
番
組
で
あ
る
」「
自
分
が
ワ
ク
ワ

ク
す
る
企
画
で
あ
る
」
で
す
。
こ

の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
ほ

ぼ
採
用
し
ま
す
。
住
民
が
企
画
し

た
番
組
の
一
つ
に
「
住
民
対
抗
！

大
山
町
ク
イ
ズ
王
選
手
権
」
が
あ

り
ま
す
。
野
球
場
に
住
民
を
集
め

て
、
大
山
町
の
歴
史
文
化
・
雑
学

に
つ
い
て
誰
が
一
番
詳
し
い
か
を

決
め
る
と
い
う
も
の
。「
大
山
町

に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
知
ら
な
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
ね
」「
だ

か
ら
と
言
っ
て
お
堅
い
番
組
は
見

た
く
な
い
⋮
」
と
い
う
参
加
者
の

◆◆◆

つ
ぶ
や
き
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
町
長
と
住
民
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
討
論
番
組
、
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
素

顔
に
迫
る
密
着
番
組
な
ど
、
ú÷
本
以
上
の
企
画
が
住
民
の

ア
イ
デ
ア
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

企
画
か
ら
制
作
ま
で
住
民
参
加
で
作
り
上
げ
る
「
お
ら

が
ま
ち
の
テ
レ
ビ
」。
行
政
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
１

０
０
０
人
対
象
）
で
は
、「
番
組
の
内
容
に
大
変
満
足
し

て
い
る
」
と
答
え
た
人
が
ý÷
％
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
様
な
住
民
が
集
ま
り
一
つ
の
番
組
を
作
り
上

げ
て
い
く
過
程
は
、
世
代
や
職
種
を
越
え
た
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
お
り
、新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
か
ら
住
民
主
導
へ

２
０
１
７
年
に
は
、
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
「
大
山

テ
レ
ビ
部
」
を
発
足
。
住
民
が
映
像
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で

大
山
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
小
学
生
、
中
高
生
な
ど
、
若
い
世
代
を
中
心
に
û÷

人
の
住
民
が
在
籍
。
脚
本
、
撮
影
、
編
集
な
ど
、
プ
ロ
の

技
術
を
勉
強
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

や
、ご
当
地
「
ヒ
ー
ロ
ー
ド
ラ
マ
」
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

大
山
町
に
は
高
校
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
を
卒
業
す
る
と

都
市
部
の
高
校
に
進
学
す
る
た
め
、
地
域
と
の
接
点
が
減

り
都
会
志
向
を
強
く
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
山

テ
レ
ビ
部
は
、そ
ん
な
中
高
生
が
映
像
づ
く
り
を
通
し
て
、

ま
ち
の
人
と
触
れ
合
い
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
高
め
て

い
く
、そ
ん
な
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

将
来
は
大
山
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
担
う
人
材
と
し

て
、
番
組
を
さ
ら
に
面
白
く
し
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

住民参加の番組企画会議

住民トークバラエティ「激論！どうする大山町」
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始
ま
り
は
一
件
の
古
民
家
改
修
か
ら

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
集
積
は
意
図
し
て
で
き
た

ん
じ
ゃ
な
い
。
神
山
に
集
ま
る
人
の
思
い
や
ア
イ
デ
ア
が

結
果
的
に
つ
な
が
っ
て
生
ま
れ
た
ヒ
ト
ノ
ミ
ク
ス
な
ん
で

す
」。
当
法
人
の
大
南
信
也
理
事
長
は
常
々
そ
う
言
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、「
思
い
返
せ
ば
、
あ
の
古
民
家
改
修
工

事
に
よ
っ
て
、
今
の
流
れ
が
始
ま
っ
た
ん
よ
な
あ
」
と
い

う
の
が
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
活
用
し
た

古
民
家
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
号
案
件
「
ブ
ル
ー
ベ
ア

オ
フ
ィ
ス
」
で
す
。

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
は
、
法
人
登
記

は
２
０
０
４
年
で
す
が
、
活
動
自
体
は
四
半
世
紀
を
超
え

る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
海
外
か
ら
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
招
聘
し
て
町
に
滞
在
し
な
が
ら
創
作
活
動
に
取

◆◆◆

り
組
ん
で
頂
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
の
事

業
を
ù÷
年
近
く
続
け
て
い
ま
す
。
町
に
訪
問
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
滞
在
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
に
注
力
し
た
結

果
、
や
が
て
リ
ピ
ー
ト
訪
問
が
起
こ
り
、
口
コ
ミ
を
生
み
、

実
際
に
移
り
住
む
人
ま
で
現
れ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
実
績
を
町
か
ら
認
め
ら
れ
、
移
住
交
流
支
援

の
窓
口
業
務
を
町
よ
り
委
託
頂
い
た
の
が
、
２
０
０
７
年

の
こ
と
で
し
た
。

ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
へ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
移
住
を
受
け
入
れ
て
い
る
う
ち
に
見

え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う

の
は
職
業
で
あ
り
、
神
山
に
住
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と
だ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
一
般
的
な
仕
事
に
も
あ
て
は
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
田
舎
か
ら
都
会
に
仕
事
を

◆◆◆

し
に
い
く
の
で
は
な
く
、
神
山
に
仕
事
を
し
に
く
る
と
い

う
逆
転
の
発
想
で
す
。
し
か
も
、
移
住
の
窓
口
は
自
分
た

ち
で
請
け
負
っ
て
い
る
の
で
、
申
し
込
み
の
中
か
ら
神
山

に
必
要
な
業
種
や
起
業
家
を
、
空
き
物
件
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
こ
ち
ら
で
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
、
移
住
者
と
空
き
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
新
し
い
取

り
組
み
が
、「
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
す
。
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
街
か
ら
商
店
が
消
え
て
し
ま
う
と
の
危

機
感
か
ら
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
思
い
の

外
う
ま
く
機
能
し
、
実
績
が
一
つ
二
つ
と
積
み
上
が
り
、

再
生
の
兆
し
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
次
の
一
手
と
し
て
新
た
に
手
掛
け
た
の
が
、

古
民
家
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
名
付
け
て
「
空
家
町
屋
」。

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
空
き
家
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
の 古民家改修プロジェクト第１号「ブルーベアオフィス」

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

―
古
民
家
改
修
か
ら
生
ま
れ
た

 

「
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」
―

竹
内
　
和
啓

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー　

事
務
局
長

日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る

 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

徳
島
県
神
山
町
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で
な
く
て
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
空
き
家
に
、
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
と
し
て
投
資
し
、
新
し
い
場
所
を
作
る
。
ア
ト
リ

エ
、工
房
兼
住
居
み
た
い
な
も
の
を
作
り
、循
環
的
に
人
々

が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
よ
う
な
場
所
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
の
が
、こ
の
第
１
号
案
件
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
イ
ン
神
山
」
の
映
像
撮
影
や
編
集
な
ど

を
担
当
し
、
神
山
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
東
京
在
住
の
ト

ム
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
の
企
画
提
案
で
す
。

こ
の
物
件
は
、
彼
自
身
が
年
に
何
度
か
訪
れ
る
際
の
拠

点
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
都
市
部
や

海
外
か
ら
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
、
こ
の
場
所
を
貸
し
出
し

ま
す
。
借
り
る
企
業
や
個
人
が
利
用
料
を
支
払
う
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活
か
し
た

地
域
貢
献
や
交
流
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
た
な
仕

事
を
創
出
す
る
な
ど
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
例
え
ば
、造
形
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
れ
ば
、

ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
た
り
、教
室
を
開
い
た
り
し
ま
す
。

都
市
と
自
然
豊
か
な
神
山
町
と
い
う
対
照
的
な
ふ
た
つ
の

地
域
を
行
き
来
す
る
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
、
当

時
と
し
て
は
非
常
に
先
進
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
や

が
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
形
で
町
内
に
次
々
と

花
開
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
ノ
ミ
ク
ス
が

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
も
た
ら
す

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
ヒ
ト
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
空
き
家
の
改
修
を
お
願
い
し
た
の

は
、
徳
島
出
身
の
若
手
建
築
家
の
坂
東
幸
輔
さ
ん
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
坂
東
さ
ん
が
２
０
１
０
年
に
母
校
で
あ
る
東
京

芸
大
の
建
築
家
の
助
手
と
し
て
帰
国
す
る
折
、
縁
あ
っ
て

◆◆◆

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
坂

東
さ
ん
の
友
人
で
同
じ
く
建
築
家
の
須
磨
一
清
さ
ん
も
合

流
、
２
人
の
建
築
家
と
共
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
ヒ
ト
ノ
ミ
ク
ス
は
続
き
ま
す
。
須
磨
さ
ん
と
大

学
同
期
と
い
う
ご
縁
で
、
神
山
に
遊
び
に
来
た
と
こ
ろ
、

そ
の
場
所
に
魅
せ
ら
れ
、
す
ぐ
さ
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
置
く
こ
と
を
決
断
さ
れ
た
の
が
、
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
株

式
会
社
の
寺
田
親
弘
社
長
。
名
刺
管
理
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。

寺
田
さ
ん
は
商
社
員
時
代
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
駐

在
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
い
え
ば
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
は
車
で
１
時

間
ほ
ど
の
郊
外
に
あ
る
一
見
の
ど
か
な
田
舎
町
。
そ
れ
で

あ
り
な
が
ら
、
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関

連
の
最
新
先
端
企
業
が
本
拠
地
に
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
毎
年
巨
額
の
投
資
マ
ネ
ー
が
流
れ
込
む
、
不
思
議
な

エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
集
ま
る
人
々
は
、
お
お

ら
か
で
、
柔
軟
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
、
常
に

何
か
新
し
い
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
、
ワ
ク

ワ
ク
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
。
同
じ
よ
う
な
空
気
感
を
神
山

に
感
じ
取
っ
た
寺
田
さ
ん
は
、
自
社
の
社
員
に
も
、
そ
の

よ
う
な
環
境
で
仕
事
を
さ
せ
た
い
と
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
開
設
を
即
決
さ
れ
た
の
で
し
た
。
県
内
全
域
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
が
敷
か
れ
る
と
い
う
「
地
の
利
」
も
、
神
山

に
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

神
山
バ
レ
ー
誕
生

そ
し
て
、
そ
ん
な
一
連
の
流
れ
を
、
当
時
取
材
に
来
て

い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
と
ら
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
枚

◆◆◆

の
写
真
が
反
響
を
呼
び
、
町
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
以
降
、
神
山
は
一
躍
注
目
の
的
な
り
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
希
望
者
が
た
く
さ
ん
訪
ね
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
企
業
の
進
出
や
移
住
は
や
が
て
周
辺
サ

ー
ビ
ス
も
呼
び
込
む
こ
と
に
な
り
、
今
、
町
に
は
い
く
つ

か
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
業
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
慢
性
的
な
空
き
家
物

件
の
供
給
不
足
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
進
出
企
業
も
移

住
希
望
者
も
増
え
、
こ
れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
供
給

が
追
い
付
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
集

合
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
丁

寧
に
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
時
間
と
の
戦
い
で
す
。

ＮＨＫニュース９で流れた１枚の写真
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官
民
連
携
に
至
る
経
緯

地
方
創
生
が
世
間
で
騒
が
れ
始
め
た
平
成
ùý
年
、
行
政

運
営
に
民
間
視
点
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
地
域
課
題
に
共

に
取
り
組
む
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
（
以
下
、

Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
）
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
の
記
事
を

目
に
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
（
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
）
が
立
地
す
る
「
宇
宙
に
一
番
近
い
町
・
肝
付

町
」
と
「
国
内
最
大
規
模
の
航
空
会
社
・
全
日
本
空
輸
株

式
会
社
（
以
下
、
Ａ
Ｎ
Ａ
）」
の
事
業
連
携
の
可
能
性
を

直
感
し
、相
談
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
た
め
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
持
つ
知
識
・
経
験
を
活
か
す
と
い
う
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
を
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

官
民
連
携
補
助
事
業
の
応
募
に
至
り
ま
し
た
が
、
不
採
択

と
い
う
結
果
で
し
た
。
平
成
ùþ
年
度
の
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
と
の

◆◆◆

事
業
連
携
を
断
念
し
か
け
た
矢
先
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
か
ら
突

然
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
せ
っ
か
く
の

ご
縁
、『
宇
宙
』
と
『
空
』
の
つ
な
が
り
、
一
緒
に
お
も

し
ろ
い
こ
と
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

協
働
事
業
の
内
容

○
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業

平
成
ùþ
年
度
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
東
京
都
中

央
区
で
開
催
の
「
太
陽
の
マ
ル
シ
ェ
」
に
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
と

肝
付
町
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
の

三
者
で
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。肝
付
町
の
知
名
度
向
上
・

フ
ァ
ン
獲
得
を
目
的
と
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
宇
宙
飛
行

士
な
ど
の
制
服
試
着
、
宇
宙
関
連
グ
ッ
ズ
・
肝
付
町
特
産

◆◆◆

品
販
売
、
宇
宙
・
航
空
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
」
交
付
な
ど
、
宇
宙

に
一
番
近
い
町
・
肝
付
町
の
Ｐ
Ｒ
は
大
盛
況
で
し
た
。

平
成
ùÿ
年
度
は
マ
ル
シ
ェ
参
加
に
加
え
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
補
助
事
業
と
し
て
ス
ペ
ー
ス
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
、
都
内
よ
り
８
組
øĀ
人
の
ご
家
族
、
町
民
含
め

た
総
勢
ú÷
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
五
感
で
感
じ

る
体
験
ツ
ア
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ご
当
地
食
材
に
よ

る
イ
プ
シ
ロ
ン
の
里
弁
当
、
地
域
住
民
が
教
え
る
竹
細
工

（
竹
と
ん
ぼ
・
竹
箸
）、
冷
た
い
谷
川
で
の
水
遊
び
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
職
員
が
教
え
る
水
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
、
伊
勢
海
老
・
牛

肉
な
ど
の
地
域
食
材
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
地
域
グ
ル
メ
が
当
た
る
ご

当
地
ビ
ン
ゴ
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
見
学
、

え
っ
が
ね
（
伊
勢
海
老
）
定
食
な
ど
１
泊
２
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
肝
付
の
魅
力
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。

東京都中央区で開催の「太陽マルシェ」に肝付町、ＡＮＡ総研、
ＪＡＸＡの三者で参加

׭
ຽ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
஍
ํ
૑
ੜ

鹿
児
島
県
肝
付
町

―
地
域
資
源
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
」
を

 

生
か
し
た
地
域
お
こ
し
―

木
佐
貫
英
哉

肝
付
町
企
画
調
整
課　

企
画
調
整
第
一
係
長

Ａ
Ｎ
Ａ
と
連
携
し
て「
宇
宙
に
一
番
近
い
町
」を
発
信
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○
人
材
派
遣
事
業
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
専
門
研
究
員
）

よ
り
効
果
的
・
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
事
業
の
展
開
を
図
る

た
め
、
平
成
ùÿ
年
度
か
ら
は
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携

協
定
を
締
結
し
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
か
ら
駐
在
員
（
地
域
お
こ

し
協
力
隊
）
１
人
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
連

携
事
業
業
務
の
他
、
Ａ
Ｎ
Ａ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と

い
う
職
歴
を
活
か
し
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
各
種
団
体
を
対
象
と
し
た
マ
ナ
ー
（
お
も
て
な

し
）
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
ùĀ
年
度
に
実
施
し
た
初
の
試
み
で
あ
る
町
内
中
学

生
を
対
象
と
し
た
ア
メ
リ
カ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
も
、
事

前
研
修
か
ら
現
地
同
行
ま
で
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
専
門
研
究
員
を
招
い
て
地
域
資
源
調
査
を
実
施
し
、

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
情
報
発
信
事
業

平
成
ùÿ
年
度
か
ら
は
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ

総
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ａ
Ｎ
Ａ
機
内
誌
・
空
港
イ
ベ
ン
ト
・

Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
な
ど
で
地
域
情
報
の
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
ùĀ
年
度
は
、
連
携
開
始
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し

た
「
肝
付
町
ご
当
地
プ
レ
ー
ン
」
が
就
航
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｎ
Ａ
機
に
「
町
名
・
町
花
」
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
座
席
ポ
ケ

ッ
ト
に
肝
付
町
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
日
本
国

中
で
肝
付
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

平
成
ùþ
・
ùÿ
年
の
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業
に
お

い
て
は
、
マ
ル
シ
ェ
で
の

多
数
の
来
場
者
・
体
験
ツ

ア
ー
参
加
者
の
満
面
の
笑

み
か
ら
、
肝
付
町
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
、

今
後
の
可
能
性
を
実
感
し

ま
し
た
。
官
民
連
携
の
成

果
と
し
て
、
地
域
資
源
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た

「
本
物
」
を
提
供
で
き
た

こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平
成
ùÿ
・
ùĀ
年
の
人
材

派
遣
事
業
に
お
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

◆◆◆

実
現
に
向
け
た
道
し
る
べ
と
な
り
、
マ
ナ
ー
講
座
は
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
青
少

年
海
外
派
遣
事
業
の
早
期
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

平
成
ùÿ
・
ùĀ
年
の
情
報
発
信
事
業
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｎ

Ａ
の
持
つ
高
い
情
報
発
信
能
力
に
よ
り
、
地
域
情
報
の
発

信
・
肝
付
町
の
知
名
度
向
上
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
時
の
多

数
の
見
学
者
来
町
、
着
実
に
増
加
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
額

か
ら
見
て
取
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
・
展
望

現
在
も
「
肝
付
町
」
は
、
日
本
の
端
っ
こ
に
あ
る
過
疎

化
が
進
む
町
で
あ
り
、
人
口
減
少
抑
制
・
産
業
振
興
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
と
の
官
民
連
携
事
業
で
地
域
の

宝
探
し
は
３
年
目
を
迎
え
、
地
域
が
刺
激
を
受
け
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
、
な
か
な
か
前
に
進
ま
な

か
っ
た
こ
と
が
、
動
き
始
め
ま
し
た
。
和
牛
日
本
一
の
県
と

し
て
活
気
づ
く
畜
産
業
界
、
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地

域
特
産
果
樹
の
Ｇ
Ｉ
（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）
導
入
に

向
け
た
動
き
、
特
産
品
開
発
な
ど
、
産
業
振
興
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域

お
こ
し
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
官
民
連
携
し
た
地
域
の
宝
探
し
に
よ
り
、
地

域
住
民
が
地
域
資
源
の
価
値
を
認
識
し
た
結
果
で
す
。
今

後
、
地
域
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
そ
し
て
地
域
活

力
の
創
出
に
よ
る
地
域
力
あ
ふ
れ
る
町
」
を
目
指
し
、
こ

れ
ら
の
動
き
を
協
働
・
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
役

割
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
肝
付
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ＡＮＡ総研から派遣されたキャビンアテンダントによるキャリア教育

ＡＮＡ機に町名・町花をラッピングした「肝付町ご当地プレーン」
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―
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
や
遊
休
資
産
の
活
用
―

梶
原
　
清

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
課
長
補
佐

地
域
経
済
の
好
循
環
と

 
地
方
圏
へ
の
人
・
仕
事
の
流
れ
の
創
出

は
じ
め
に

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
中
、
地
方
創
生
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
を
再
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
方
へ
の
人
や
仕
事
の
流
れ
を
促
進
し
、
さ
ら
な
る
地
域

経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
の
好
循
環
や
地
方

圏
へ
の
人
や
仕
事
の
流
れ
を
創
出
す
る
た
め
の
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
官

民
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」「
お
試
し
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

「
ロ
ー
カ
ル
１
0
，0
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
誌

２
０
１
７
年
２
月
号
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
経
済

好
循
環
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
、詳
細
は
省
略
す
る
が
、産
学
金
官
の
連
携
に
よ
っ

て
、
地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の

大
き
い
地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
の
立
ち
上
げ
を
支
援

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
旦
事
業
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
地
域
で
雇
用

を
創
出
し
、
地
域
か
ら
原
材
料
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
地

元
に
も
資
金
還
元
が
な
さ
れ
た
上
で
、
毎
年
の
営
業
利
益

が
黒
字
に
な
る
こ
と
が
十
分
期
待
で
き
る
も
の
の
、
初
期

の
設
備
投
資
の
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
で
賄

う
に
は
十
分
で
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
事
業

の
立
ち
上
げ
に
必
要
な
初
期
投
資
額
と
金
融
機
関
の
融
資

可
能
限
度
額
と
の
差
額
を
補
助
し
て
支
援
を
行
う
際
に
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
。平

成
ùÿ
年
度
ま
で
に
、
３
１
１
の
事
業
に
対
し
支
援
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
岐
阜
県
多

治
見
市
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
型
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
事
業
を
紹
介
す
る
。

○
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
型
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

（
岐
阜
県
多
治
見
市
）

岐
阜
県
多
治
見
市
は
、
古
く
か
ら
の
や
き
も
の
の
文
化

が
栄
え
、
全
国
で
も
有
数
の
や
き
も
の
（
美
濃
焼
）
の
産

地
と
し
て
関
連
産
業
も
含
め
て
発
達
し
て
き
た
。し
か
し
、

消
費
者
の
嗜
好
の
変
化
と
代
替
品
の
台
頭
等
に
よ
り
、
や

き
も
の
文
化
は
近
年
低
迷
気
味
で
あ
り
、
や
き
も
の
目
当

て
に
全
国
か
ら
訪
れ
て
い
た
観
光
客
の
大
幅
な
減
少
と
商

店
街
を
中
心
と
し
た
町
の
に
ぎ
わ
い
の
低
下
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
元
企
業
５
社
が
有
限
責
任
事
業
組
合
を
設

立
し
、駅
前
の
一
等
地
を
市
か
ら
借
り
受
け
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
と
地
域
金
融
機
関
の
融

資
を
受
け
、
最
先
端
の
技
術
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

【
施
策
概
要
】

・
産
学
金
官
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
資
源
と
資
金

を
活
用
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き
い
地
域
密
着

型
企
業
（
事
業
）
の
立
ち
上
げ
を
支
援

・
具
体
的
に
は
、
地
域
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

て
事
業
化
に
取
り
組
む
民
間
事
業
者
が
事
業
化
段

階
で
必
要
と
な
る
初
期
投
資
費
用
に
つ
い
て
、
地

方
公
共
団
体
が
助
成
す
る
場
合
に
、
地
域
経
済
循

環
創
造
事
業
交
付
金
に
よ
り
支
援
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シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
幻
想
的
な
空
間
演
出
と
飲
食

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
型
レ
ス

ト
ラ
ン
を
整
備
、
よ
り
幅
広
い
世
代
の
入
込
客
の
増
加
に

つ
な
げ
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

食
器
類
や
店
内
什
器
に
は
、
伝
統
あ
る
地
域
資
源
で
あ

る
陶
磁
器
や
タ
イ
ル
を
使
用
し
、
そ
れ
ら
に
も
投
影
を
行

う
な
ど
、
異
な
る
活
用
方
法
に
て
消
費
者
に
見
せ
る
こ
と

で
、
魅
力
の
再
発
見
を
促
進
す
る
。
米
の
ほ
か
、
ト
マ
ト

や
イ
チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
鶏
卵
な
ど
地
域
の
農
畜
産

物
を
気
軽
か
つ
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
料
理
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
食
資
源
の
魅
力
を
認
識
い
た
だ

く
こ
と
で
、
地
域
に
根
付
く
地
場
産
業
や
関
連
産
業
の
振

興
に
も
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
た
食
×
ア
ー
ト
体
験
型
レ

ス
ト
ラ
ン
は
ø÷
月
øø
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
多
治
見
市
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

【
施
策
概
要
】

・
地
方
公
共
団
体
が
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間

企
業
の
社
員
を
一
定
期
間
（
�
カ
月
〜
３
年
）
受
け

入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
地
域
独
自

の
魅
力
や
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事

・
企
業
人
の
募
集
や
受
け
入
れ
、
企
業
人
が
発
案
・

提
案
し
た
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
特

別
交
付
税
措
置

総
務
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
三
大
都
市
圏
に
勤
務

す
る
民
間
企
業
の
社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
て
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の

向
上
、
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
地
方
圏
へ
の
ヒ
ト
の
流
れ
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
す
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

推
進
し
て
い
る
。

︿
受
け
入
れ
団
体
、
派
遣
元
企
業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
﹀

地
域
お
こ
し
企
業
人
の
受
け
入
れ
団
体
に
と
っ
て
は
、

派
遣
元
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈
等
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
・
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、
民
間
の
経
営

感
覚
や
ス
ピ
ー
ド
感
覚
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
方
創

生
の
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
目
標
を
早
期
に
達
成
す
る
た
め

の
戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

組
織
の
意
識
改
革
等
に
も
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
特
に
一
般
的
な
委
託
事
業
と
は
異
な
り
、
現

場
に
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
企
業
人
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
目
標
達
成
に
向
け
た
士
気
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で

き
る
。

派
遣
元
企
業
に
と
っ
て
は
、
社
員
の
人
材
育
成
や
地
方

圏
と
の
人
的
交
流
・
人
脈
構
築
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
の
潜
在
的
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
事
業
展
開
を
見
据

え
た
行
政
等
と
の
連
携
、
課
題
最
先
端
地
域
の
住
民
と
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
な
ど
、
経
営
戦
略
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
が
考
え
ら

れ
る
。
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
こ
と
で
企
業
価
値
を
高
め

る
こ
と
や
、
社
会
的
責
任
を
新
し
い
形
で
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
専
門
ス
キ

特 集
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ル
や
幅
広
い
人
脈
を
持
っ
た
シ
ニ
ア
人
材
と
、
そ
の
よ
う

な
人
材
を
求
め
る
地
域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
シ

ニ
ア
人
材
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
発
見
に
つ
な
げ

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

各
地
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
お
こ
し
企
業
人
の

事
例
は
資
料
の
通
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
人

が
地
方
公
共
団
体
で
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
民
協

働
の
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

【
施
策
概
要
】

・
地
方
公
共
団
体
が
都
市
部
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等

に
と
っ
て
真
に
魅
力
的
な
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
①
都
市
部
の
企
業
の
具

体
的
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
な
い
②
誘
致
に
向
け
た

戦
略
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
、
と
い
っ
た
課
題
の
解

決
が
必
要

・
こ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
「
お
試
し
勤
務
」

の
受
け
入
れ
等
を
通
じ
て
、
民
間
企
業
の
ニ
ー
ズ

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
誘
致
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
を
支
援

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
へ
の
ヒ
ト
・
情
報
の

流
れ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
方
に
お
け
る
雇
用
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
昨
今
、
一
部
地
域
に

お
い
て
は
、
民
間
企
業
等
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活

用
し
、
本
社
機
能
の
一
部
移
転
や
二
地
域
居
住
の
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
の
実
践
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
民
間
企
業
の
動
向
を
把
握
し
た
上
で
、
多

く
の
地
方
公
共
団
体
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を

展
開
す
る
こ
と
が
、
課
題
解
決
の
た
め
の
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
平
成
ùÿ

年
度
補
正
予
算
、
平
成
ùĀ
年
度
予
算
で
措
置
さ
れ
た
モ
デ

ル
事
業
で
あ
る
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
心
は
あ

る
も
の
の
、い
き
な
り
地
方
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

を
設
置
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
三
大

都
市
圏
の
民
間
企
業
を
事
業
実
施
地
方
公
共
団
体
（
以
下

「
モ
デ
ル
団
体
」）
に
招
へ
い
し
、「
お
試
し
勤
務
」
の
体

験
を
通
じ
て
、
地
方
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

を
目
指
す
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
団
体
に
お
い
て
は
、「
お

試
し
勤
務
」
の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
民
間
企
業
の
ニ
ー

ズ
を
実
践
的
に
検
証
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
企

業
に
と
っ
て
真
に
魅
力
的
な
受
け
入
れ
環
境
等
を
整
備
し

た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
誘
致
戦
略

を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

総
務
省
で
は
、
モ
デ
ル
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
内
の
民
間
企
業
等

６
万
社
を
対
象
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
設
置
に
係

る
基
本
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
調
査
に
お

い
て
「
お
試
し
勤
務
」
に
関
心
が
あ
る
と
回
答
い
た
だ
い

た
企
業
等
に
対
し
、
モ
デ
ル
団
体
の
取
り
組
み
を
示
し
、

個
々
の
モ
デ
ル
団
体
で
の
お
試
し
勤
務
に
関
心
の
あ
る
企

業
情
報
を
収
集
し
、
当
該
情
報
を
モ
デ
ル
団
体
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

な
お
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
設
置
に
係
る
民
間

企
業
等
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
は
、
１
０
，９
５
５
社

か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
既
に
導
入
し
て
い
る
企
業
が
８
５
０
社

（
７
・
８
％
）、
導
入
検
討
中
が
４
５
９
社
（
４
・
２
％
）、

導
入
し
て
い
な
い
が
興
味
は
あ
る
企
業
が
１
，７
２
１
社

（
øü
・７
％
）
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
前
向
き
な
企

業
は
３
，０
０
８
社
（
ùþ
・５
％
）
と
、
従
業
員
の
働
き
方

の
多
様
化
や
業
務
効
率
の
向
上
等
の
た
め
、
多
く
の
企
業

が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。

○
モ
デ
ル
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み

平
成
ùÿ
年
度
は
、
û÷
件
の
提
案
の
中
か
ら
、
外
部
有
識
者

に
よ
る
評
価
を
踏
ま
え
ø÷
件
を
、
平
成
ùĀ
年
度
は
、
ùø
件
の

提
案
の
中
か
ら
�
件
の
採
択
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

空
き
家
活
用
や
豊
か
な
自
然
環
境
下
で
の
勤
務
体
験
、

地
元
大
学
と
の
連
携
等
、
各
々
、
地
域
の
魅
力
や
特
色
を

活
か
し
た
「
お
試
し
勤
務
」
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
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に
し
阿
波
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
メ
リ
ッ

ト
を
地
域
内
の
関
係
各
層
で
広
く
共
有
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
都
市
部
と

地
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
都
市
部
と
に
し

阿
波
の
企
業
間
交
流
・
連
携
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
）

の
創
出
と
、
そ
れ
を
契
機
と
し
た
都
市
部
企
業
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
促
進
を
図
る
事
業
（「
都
市
部
と

地
方
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」
調
査
研
究
）
を
展
開
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
意
義
や
活

動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
双
方

の
事
業
者
向
け
）
②
新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
双
方

の
経
営
課
題
の
解
決
を
図
る
商
談
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
に
し
阿
波
に
お
け
る
ビ
ジ

ネ
ス
関
連
の
相
談
窓
口
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
の
開
設
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
取
り
組
み
を
実

施
し
た
。

こ
の
「
都
市
部
と
地
方
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」
調
査

研
究
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
直
接
的
な
目
的

と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
「
地
方
と
の
関
係
性
の
構

築
」、
す
な
わ
ち
都
市
部
企
業
等
と
地
元
事
業
者
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
重
き
を
お
い

た
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、「
に
し
阿
波
の
事
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
」

都
市
部
の
企
業
に
と
っ
て
、
地
元
事
業
者
と
ビ
ジ
ネ
ス
面

だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
で
も
交
流
が
図
ら
れ
て
い

る
状
態
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
具
体
的
検
討
と
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
の
是
非
の
判
断
が
出
来
た
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
当
該
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
進
出
後
の
地
元
定
着
率
（
認
知
度
）
の
向
上
に
も

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
中
か
ら
徳
島
県
に
お
け
る
取
り
組

み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

な
お
、
本
モ
デ
ル
事
業
は
今
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
る

が
、総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
で
は
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
等
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
を

引
き
続
き
実
施
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
地
域
力
創
造
グ
ル
ー

プ
で
は
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、「
お
試
し

勤
務
」
等
を
通
じ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
に
関
心
の
あ
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
創

出
等
、
引
き
続
き
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

○
徳
島
県
に
し
阿
波
エ
リ
ア
に
お
け
る
地
元
事
業
者
と
連

携
し
た
取
り
組
み

徳
島
県
に
お
い
て
、
県
、
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る
ぎ

町
、東
み
よ
し
町
が
連
携
協
力
し
て
本
事
業
に
取
り
組
み
、

お
も
て
な
し
専
門
人
材
の
配
置
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
併
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
展
開
、
誘
致
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
に
よ
り
都
市

部
企
業
の
誘
引
を
行
い
、３
月
〜
９
月
の
間
に
ýü
社
の「
お

試
し
勤
務
」
を
受
け
入
れ
、
５
社
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
開
設
に
つ
な
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
地

元
事
業
者
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

平成28年度採択団体
લ市ʢ੨৿県ʣ߂
େؗ市ʢळా県ʣ
௔ࢠ市ʢ千葉県ʣ
南ڕপ市ʢ৽ׁ県ʣ
市ʢ෱Ҫ県ʣߐࡸ
౎෎ʣژ市ʢޙ୮ژ
দߐ市ʢ島根県ʣ
県ޱࢁ
ಙ島県
島県ʣࣇ町ʢࣛߐۋ

平成29年度採択団体
Լ川町ʢ北海道ʣ
Έͳ͔Έ町ʢ܈അ県ʣ
南๪૯市ʢ千葉県ʣ
ෞ県ʣذ市ʢࢁߴ
南ҏ౾町ʢ੩Ԭ県ʣ
Ԭ࡚市ʢѪ஌県ʣ
ಸྑ県
ҏઋ町ʢࣛࣇ島県ʣ

地
元
事
業
者
で
も
、
一
見
、
都
市
部
か
ら
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
企
業
が
進
出
し
て
く
る
こ
と
に
対
し
、「
自
ら
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
顧
客
の
取
り
合
い
に
な
る
の
で
は
？
」
と

危
惧
す
る
声
や
不
安
感
を
払
拭
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
が
自
分
達
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
の
期

待
感
の
醸
成
や
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
そ
の
も
の
の

価
値
」
へ
の
理
解
促
進
に
繋
が
っ
た
。

調
査
研
究
の
実
働
期
間
は
４
カ
月
程
度
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
期
間
内
に
３
社
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
が

実
現
し
た
。
今
回
の
企
業
間
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
取

り
組
み
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
の
有
効
な
施
策

の
一
つ
と
な
り
得
る
こ
と
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
を
通

じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
結
果
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
行
政
が

地
域
密
着
型
企
業
（
事
業
）
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
雇
用
の
創
出
、地
域
資
源
の
活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
、「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」
は
都
市

部
の
企
業
人
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
に
取
り
込
む
こ
と

に
よ
り
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
は
遊
休
資
産
の
活
用

や
交
流
人
口
の
拡
大
に
加
え
、
地
域
雇
用
の
創
出
、
地
元

企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。

官
民
共
同
の
あ
り
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
本
稿
で
紹
介

し
た
「
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
地

域
お
こ
し
企
業
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
の
活
用
も
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

特 集
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厚
い
真
心
の
ま
ち
・
厚
真
町

厚
真
町
は
、北
海
道
胆
振
地
方
の
東
部
、

夕
張
山
地
か
ら
太
平
洋
へ
と
つ
な
が
る
厚

真
川
流
域
を
町
域
と
し
、
稲
作
・
畑
作
が

盛
ん
な
農
業
の
町
で
す
。
作
付
面
積
日
本

一
を
誇
る
ハ
ス
カ
ッ
プ
が
初
夏
の
訪
れ
を

告
げ
、
秋
に
は
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
が

美
し
い
田
園
風
景
を
織
り
な
し
ま
す
。
人

口
は
約
４
６
０
０
人
。
近
年
で
は
、
移
住

者
向
け
の
住
宅
・
宅
地
整
備
な
ど
移
住
定

住
促
進
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整

備
な
ど
、
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実
に

も
力
を
入
れ
、
そ
の
成
果
が
実
を
結
び
、

自
分
が
育
っ
た
町
で
子
育
て
を
し
た
い
と

帰
っ
て
く
る
人
も
い
れ
ば
、
仕
事
や
結
婚

を
機
に
厚
真
に
転
入
し
て
き
た
人
も
い

て
、
若
い
世
代
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
奮
闘
中
の
母
親
た
ち
と
の

出
会
い
か
ら

「
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
子
育
て
中
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
わ
が
子
を
連
れ
て
気
兼

ね
な
く
参
加
で
き
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
な
場
が
必

要
だ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

子
育
て
に
奮
闘
す
る
母
親
た
ち
と
の
出
会

い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
子
育
て
を
し
て

い
る
家
庭
、
特
に
母
親
た
ち
と
の
会
話
に

は
、
こ
の
町
で
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
の
現

状
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
園
や
学

校
が
休
み
の
日
、
遊
び
た
い
盛
り
の
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
と
ず
っ
と
家
の
中
に
い
る

の
も
大
変
な
の
で
、
近
く
の
公
園
で
遊
ん

だ
り
、
車
で
近
郊
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
す
る
と
い
う
話

を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒

に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
方
は
多
い
の
で
す
が
、
お
父
さ
ん
は

仕
事
だ
け
で
な
く
地
域
で
も
何
か
と
い
ろ

い
ろ
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
家
族
サ
ー

ビ
ス
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
意
外
と
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
母
親
が
家
族
サ
ー
ビ

ス
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
も
「
よ
く

あ
る
こ
と
だ
よ
」と
笑
っ
て
い
る
も
の
の
、

特
に
小
さ
な
子
連
れ
で
の
外
出
は
、
時
間

や
場
所
な
ど
、
子
ど
も
の
状
況
に
合
わ
せ

て
周
囲
に
何
か
と
気
を
遣
う
の
が
多
い
も

の
で
す
。
そ
れ
で
も「
子
ど
も
が
喜
ぶ
し
、

家
に
い
る
よ
り
自
分
も
気
持
ち
は
楽
だ
か

ら
」
と
母
親
た
ち
は
た
く
ま
し
く
子
ど
も

と
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
様
々
な
制
度
や

施
設
は
整
っ
て
き
て
い
る
厚
真
町
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と

生
か
し
た
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政
施
策
だ
け
で

な
く
、市
民
の
チ
カ
ラ
も
一
緒
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
そ

ん
な
思
い
を
胸
に
、
企
画
を
練
り
始
め
た

の
が
２
０
１
５
年
の
冬
の
こ
と
で
し
た
。

子
育
て
世
代
×
町
有
林
の
利
活
用

＝
親
子
向
け
森
遊
び
イ
ベ
ン
ト

主
な
対
象
を
お
お
む
ね
小
学
校
低
学
年

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
子
育
て
世
代
と
設

定
し
、
次
に
考
え
た
の
は
会
場
で
す
。
候

補
に
挙
が
っ
た
の
は
、
豊
沢
地
区
に
あ
る

環
境
保
全
林
で
し
た
。
環
境
保
全
林
は
、

３
年
ほ
ど
前
か
ら
行
政
と
地
域
住
民
が
協

働
で
整
備
を
進
め
て
い
る
町
有
林
で
す
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
町
内
に
立
ち
あ

が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
に
、
散
策
路
づ
く

地
方
創
生
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業
」

と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
住
民
と
共
に
実
施
す
る
、
自
治
体
・
地
域
・

集
落
の
消
滅
可
能
性
の
危
機
打
開
等
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
28
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
北
海
道
厚
真
町
の
取
り
組
み
を
、
実

施
組
織
で
あ
る
「
森
の
ひ
ろ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
・
上
道
和
恵
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

（
北
海
道
厚
真
町
）

森
で
つ
な
が
る「
あ
つ
マ
ル
シ
ェ
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
町
有
林
を
活
用
し
た
親
子
向
け
森
あ
そ
び
イ
ベ
ン
ト
―

上
道
　
和
恵

森
の
ひ
ろ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
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り
や
広
場
の
草
刈
り
と
い
っ
た
整
備
活
動

が
続
け
ら
れ
て
き
た
ほ
か
、
自
然
散
策
会

や
キ
ノ
コ
の
植
菌
体
験
会
な
ど
町
民
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

は
中
高
年
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
幅
広

い
世
代
が
参
加
で
き
る
場
づ
く
り
と
し
て

は
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
企

画
を
環
境
保
全
林
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
厚
真
町
の
身
近
で
豊
か
な
森
と

い
う
地
域
資
源
を
よ
り
多
く
の
世
代
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
森
の
中
で
心
地
よ
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
育
て
に
新

た
な
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
絶
好
の
機

会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の
整
備
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
問
題
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た

が
、
行
政
側
の
理
解
と
支
援
も
あ
り
、
何

と
か
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
「
森
の
ひ
ろ
ば
」
へ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
内
外
の
有
志
で

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。会
場
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

子
ど
も
が
森
の
中
で
安
全
に
楽
し
く
過
ご

せ
る
遊
び
場
を
基
本
に
、
か
た
わ
ら
で
大

人
も
ゆ
っ
た
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
過
ご

せ
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
、
自
然
素
材
を

使
っ
て
親
子
で
簡
単
に
楽
し
め
る
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ナ
ー
、
可
愛
い
小
物
が
並
ぶ
雑
貨

屋
さ
ん
、
森
の
本
屋
さ
ん
な
ど
の
案
が
挙

が
り
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
町

内
外
か
ら
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
す
る
出

店
協
力
者
を
募
り
、
個
人
・
団
体
合
わ
せ

て
øú
組
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
行
委
員
の
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
の

確
保
、
事
業
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
、
出
店
協

力
者
と
の
連
絡
・
調
整
に
は
幾
多
の
苦
労

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
活
か
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
イ
ベ
ン
ト
当
日
。
い
っ
た

い
ど
れ
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る

の
か
？
内
心
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
は
関
係
者
を
含
め
て
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
あ
わ
せ
て
約
２
６
０
人
の

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
想
定
を
は
る

か
に
上
回
る
来
場
者
の
数
に
驚
き
と
同
時

に
安
堵
感
が
胸
に
広
が
り
ま
し
た
。
秋
晴

れ
の
空
の
下
、
い
つ
も
は
静
か
な
厚
真
の
森

に
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
、

周
り
の
大
人
た
ち
の
表
情
も
穏
や
か
で
す
。

「
町
の
中
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
も
楽
し
ん
で
い
た

け
ど
、
そ
れ
以
上
に
大
人
も
楽
し
め
る
内

容
で
、み
ん
な
良
い
顔
を
し
て
い
た
ね
」「
町

の
雰
囲
気
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
の
温
か
さ

が
伝
わ
る
場
だ
っ
た
よ
」
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
会
場
で
声
を
か
け
て
も
ら
え
た

こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

「
森
の
ひ
ろ
ば
」
が
つ
な
い
だ
も
の

「
森
の
ひ
ろ
ば
」
を
通
し
て
、「
子
ど
も

が
い
て
も
も
っ
と
社
会
と
の
接
点
を
持
っ

て
暮
ら
し
た
い
」「
も
っ
と
子
ど
も
と
一

緒
に
外
に
出
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
母
親

の
ニ
ー
ズ
は
、
潜
在
的
な
部
分
も
含
め
て

か
な
り
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
店
協
力
者
な
ど
地
域
内
外
の

新
た
な
人
材
と
の
交
流
の
場
が
生
ま
れ
た

こ
と
や
、「
身
近
に
体
験
で
き
る
厚
真
町

の
自
然
」
と
い
う
確
か
な
魅
力
を
内
外
に

Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
成
果

と
な
り
ま
し
た
。

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
と
地
域
資
源
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
地
域
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、

地
域
に
新
た
な
人
材
を
呼
び
込
む
契
機
に

も
な
り
ま
す
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
社

会
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
と
い
う
実
感
や
、

小
さ
な
こ
と
で
も
自
己
実
現
が
図
れ
る
と

い
っ
た
暮
ら
し
が
、
厚
真
町
で
の
子
育
て

を
よ
り
面
白
い
も
の
に
し
て
い
く
と
信
じ
、

こ
れ
か
ら
も
人
と
自
然
と
地
域
を
つ
な
ぐ

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大人気のツリーイング体験

薪割り体験コ―ナー

秘密基地で作戦会議
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地
域
に
変
化
を
与
え
る

担
い
手
づ
く
り

島
根
県
雲
南
市
は
平
成
øý
年
øø
月
に
６

町
が
合
併
し
て
で
き
た
、
総
面
積
の
８
割

を
山
林
が
占
め
る
中
山
間
地
域
だ
。
現
在

の
人
口
は
約
３
万
９
千
人
だ
が
、
全
国
平

均
よ
り
も
高
い
人
口
減
少
率
と
な
り
、
高

齢
化
率
も
úý
・
８
％
と
日
本
の
全
体
で
み

る
と
ùü
年
先
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
ま

さ
に
日
本
の
未
来
を
行
く
高
齢
化
社
会
で

あ
る
。

雲
南
市
は
、
こ
の
厳
し
い
状
況
に
対
し

て
「
人
材
づ
く
り
」
で
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。
合
併
以
来
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位

で
設
置
し
た
地
域
自
主
組
織
に
よ
る
高
齢

者
の
見
守
り
や
買
い
物
支
援
、
子
育
て
な

ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
、担
い
手
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
り
、

多
様
な
課
題
に
取
り
組
む
「
次
世
代
の
育

成
」
を
目
的
と
し
、
雲
南
市
の
事
業
と
し

て
平
成
ùú
年
か
ら
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

養
成
講
座
「
幸
雲
南
塾
」
を
開
講
し
た
。

平
成
ùü
年
に
は
塾
生
や
卒
業
生
の
継
続
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
、
卒
業
生
が

中
心
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ

を
設
立
し
、
以
来
、
幸
雲
南
塾
の
運
営
を

担
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
連
携
し
て
い
る

行
政
部
署
の
他
、
多
岐
に
わ
た
る
外
部
支

援
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
塾
生
の
活

動
を
事
業
化
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
実
践
塾
は
、「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
対
し
中
間
支

援
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
え
ば

よ
い
か
、
結
果
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
現

場
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
感
じ
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
実
施
し
た
。

幸
雲
南
塾
塾
生
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

１
日
目
は
、
前
述
の
雲
南
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
雲
南
市
政
策
企
画
部
政
策
推

進
課
鳥
谷
健
二
さ
ん
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
続
い
て
筆
者
よ
り
お
っ
ち
ラ
ボ
が

行
っ
て
い
る
塾
生
支
援
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
。
そ
の
後
、
幸
雲
南
塾
５
期
生
で
あ

る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
コ
ミ
ケ
ア
」

所
長
代
行
の
安
達
弓
恵
さ
ん
に
ご
講
演
頂

い
た
。

安
達
さ
ん
は
、
雲
南
市
で
は
、
病
院
で

は
な
く
自
宅
で
療
養
を
受
け
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
へ

の
解
決
策
と
し
て
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
看
護

師
３
人
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
立

ち
上
げ
を
決
意
し
、チ
ー
ム
に
参
加
し
た
。

お
っ
ち
ラ
ボ
は
市
内
の
医
療
機
関
や
地
域

住
民
、
都
市
部
の
先
駆
者
な
ど
を
コ
ミ
ケ

ア
に
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
国
の
交
付
金
を
立

ち
上
げ
の
準
備
に
活
用
す
る
な
ど
し
て
、

安
定
経
営
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
た
。
現
在
、ス
タ
ッ
フ
は
８
人
と
な
り
、

設
立
２
年
余
り
で
利
用
者
は
１
７
０
人
を

超
え
た
。
安
達
さ
ん
の
話
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
た
び
た
び
出
て
き
た
「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
だ
。
地
域
で
事

業
を
進
め
て
い
く
中
、
く
じ
け
そ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
に
、
お
っ
ち
ラ
ボ
代
表
矢
田
明

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
29
年
９

月
22
日
（
金
）
〜
23
日
（
土
）
に
島
根
県
雲
南
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ
事
務
局
長
の
小
俣
健
三
郎
氏
に
ご
報
告
頂
い
た
。

 

（
地
域
支
援
業
務
課
）

平
成
29
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

島
根
県
雲
南
市

グループワークの様子（上下）

ए
ऀ
ν
Ỿ
Ϩ
ン
ジ
に
Α
る

 

࣋
ଓ
Մ
ೳ
な
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ν
Ỿ
Ϩ
ン
ジ
Ỿ
ー
΁
の
中
間
ࢧ
ԉ
の
あ
り
ํ
を
ֶ
Ϳ
Ổ

●

小
俣
　
健
三
郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ
事
務
局
長
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子
か
ら
「
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
」
に
な
る
プ

ラ
ス
の
声
掛
け
を
も
ら
い
、
前
に
進
む
こ

と
が
出
来
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
雲
南
で
の
変
化
を
支
え
る

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
頂
け
た
か

と
思
う
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
に
挑
戦
① 

〜
現
状
分
析
編

次
に
、今
回
の
実
践
塾
の
肝
で
あ
る「
中

間
支
援
」
を
実
際
に
体
感
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
①
子
ど
も
の
一
時

預
か
り
の
出
来
る
場
づ
く
り　

②
地
域
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お
た
が
い
さ

ま
雲
南
」　

③
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
三
日
市
ラ
ボ
」
の
運
営
・
活
用　

④
商

店
街
活
性
化
事
業
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
参
加
店　

⑤
買
い
物
を
通
じ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
」
―
と
い
う

団
体
・
企
業
等
５
組
織
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
お
越
し
頂
き
、
雲
南
市
木
次
商

店
街
周
辺
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て

い
る
プ
ラ
ン
を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

受
講
者
も
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、「
各

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
の
悩
み
を
ス
ッ

キ
リ
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
標
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
開
始
し
た
。
受
講
者
は
中
間
支

援
者
に
な
り
き
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

事
業
内
容
や
課
題
な
ど
の
現
状
分
析
を

行
っ
た
。必
要
に
応
じ
て
、実
際
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
あ
る
商
店
街
に
出
向
き
、
商
店
や

住
民
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。
各

グ
ル
ー
プ
が
付
箋
紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
使
い
情
報
を
整
理
、
プ
ラ
ン
内
容
を
検

討
し
て
い
っ
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
に
挑
戦
②

〜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
編

２
日
目
は
宮
崎
県
日
南
市
で
商
店
街
活

性
化
な
ど
を
担
わ
れ
て
い
る
、
木
藤
亮
太

さ
ん
、
田
鹿
倫
基
さ
ん
、
土
屋
有
さ
ん
、

徳
永
煌
季
さ
ん
に
各
チ
ー
ム
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
改
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
方
向
性
や
支
援
方
法
な
ど
を
検

討
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
発

表
を
行
い
、
今
後
の
組
織
の
方
向
性
を
伝

え
て
も
ら
っ
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、

現
在
の
状
況
を
実
践
塾
参
加
者
か
ら
客
観

的
に
み
て
も
ら
う
こ
と
で
状
況
整
理
が
行

え
た
よ
う
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
で
は

す
っ
き
り
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

日
南
市
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
様
か

ら
は
、「
周
り
の
人
が
反
対

し
て
も
、
自
分
が
信
じ
た
こ

と
を
と
に
か
く
や
っ
て
み

る
」「
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
形
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
、
ひ
い
て
は
商
店
街
の

活
性
化
に
も
な
る
」
と
い
っ

た
講
評
を
頂
い
た
。

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
２
日

間
支
援
を
体
感
し
た
感
想

と
し
て
、
よ
り
よ
く
支
援
す

る
た
め
の
情
報
量
の
必
要

性
や
、
支
援
側
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
出
さ
れ

た
。筆

者
か
ら
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
つ
な

ぐ
」
機
能
の
重
要
性
を
伝
え

さ
せ
て
頂
い
た
。

振
り
返
り

今
回
の
実
践
塾
は
中
間
支
援
の
先
進
地

と
し
て
座
学
す
る
だ
け
で
な
く
、
す
ぐ
に

学
び
を
身
体
知
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、

中
間
支
援
を
体
感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

た
。
雲
南
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
で
な

く
、
受
講
生
も
と
て
も
達
成
感
に
満
ち
た

笑
顔
が
広
が
っ
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
。
ぜ
ひ
体
感
し
た
中
間
支
援
の
重
要
性

を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
還
元
し
て
頂
き
た

い
。

地方創生実践塾（島根県雲南市）の概要

テーマ：若者チャレンジによる持続可能なまちづくり
 主任講師：ＮＰＯ法人おっちラボ事務局長　小俣 健三郎 氏

　１日目：９月22日（金）
 地方創生総合戦略紹介「雲南市の挑戦」
 　雲南市政策企画部政策推進課　鳥谷 健二 氏
 講義「若者のチャレンジが溢れる魅力的なまちづくり～課題解決の中間支援」
 　主任講師：ＮＰＯ法人おっちラボ事務局長　小俣 健三郎 氏
 　特別講師：訪問看護ステーションコミケア所長代行　安達 弓恵 氏
 ワークショップ  「木次の商店街周辺エリアでの課題解決プランを伴走して応援する」
 グループワーク（木次周辺商店街フィールドワーク）①
 　主任講師：ＮＰＯ法人おっちラボ事務局長　小俣 健三郎 氏
　２日目：９月23日（土）
 ワークショップ  「木次の商店街周辺エリアでの課題解決プランを伴走して応援する」
 グループワーク（木次周辺商店街フィールドワーク）②、発表会
 　グループワークアドバイザー：宮崎県日南市職員
 振り返り・まとめ
 　主任講師：ＮＰＯ法人おっちラボ事務局長　小俣 健三郎 氏

集合写真

フィールドワークの様子
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自
主
研
究

千
葉
県
鴨
川
市

千
葉
県
鴨
川
市
で
の
事
例

鴨
川
市
は
千
葉
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
海
や
里
山
な
ど
豊
富
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
年
間
を
通
じ
た
温
暖
な
気
候
や

東
京
か
ら
２
時
間
で
移
動
で
き
る
圏
内
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
年
移
住
者
が
増

え
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
移
住
者
を
呼
び
込

み
、
地
元
生
活
者
も
巻
き
込
ん
だ
地
域
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
る
「
ハ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
団
体
に
注
目
し
、
現

地
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。ま
た
、

ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー
ム
と
連
携
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
う
ず
（
以
下
「
う
ず
」）、
ま
た

こ
の
地
域
の
取
り
組
み
に
企
業
と
し
て
の

関
わ
り
を
持
つ
株
式
会
社
良
品
計
画
（
以

下
「
良
品
計
画
」）
に
つ
い
て
も
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
、
外
国
人
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
中
心
と
し
た
移
住
者
で
構
成

さ
れ
る
任
意
団
体
で
、
地
域
生
活
者
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
加
え
、
移
住
者
や
移

住
希
望
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
閉
店
し
た
カ
フ
ェ
を
ハ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ー
ム
が
借
り
受
け
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
「
里
山
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
と
い
う
地
域
の
交
流
拠
点
で
は
、

ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
ほ
か
、
地
域
の
人
々
へ
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

「
う
ず
」
は
、
ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー
ム
よ

り
先
に
鴨
川
市
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
で
、
移
住
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て

い
る
。
理
事
長
の
林
良
樹
さ
ん
は
鴨
川
市

で
代
表
的
な
移
住
者
で
ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
を
鴨
川
市
へ
導
い
た
。
う
ず

で
は
、
様
々
な
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
里
山

保
全
活
動
「
鴨
川
里
山
ト
ラ
ス
ト
」
の
開

催
、
地
域
通
貨
「
あ
わ
マ
ネ
ー
」
の
事
務

局
運
営
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
規
模

の
拡
大
に
伴
い
、
事
務
局
の
業
務
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
企
業
と
の
連
携
を
模
索
し

た
結
果
、「
良
品
計
画
」
と
の
連
携
が
実

現
し
た
。
同
社
と
事
務
局
業
務
を
分
担
す

る
こ
と
で
問
題
点
を
解
決
し
、
現
在
も

タ
ッ
グ
を
組
み
、
棚
田
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

「
無
印
良
品
」
を
展
開
し
て
い
る
良
品

計
画
は
、
地
域
が
自
立
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
は
他
の
地
域
に
も
参
考
に
な
る
と
の

考
え
の
も
と
自
社
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア

「
ロ
ー
カ
ル
ニ
ッ
ポ
ン
」
上
で
鴨
川
市
を

紹
介
し
た
り
、
鴨
川
市
の
取
り
組
み
で
あ

る
里
山
保
全
活
動「
鴨
川
里
山
ト
ラ
ス
ト
」

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
と
し
て
集

客
お
よ
び
申
込
受
付
な
ど
の
窓
口
対
応
や

当
日
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
積
極
的
に
関
わ
っ

զ͕͕ࠃਓݮޱগہ໘にೖͬͨࡏݱ、ଟ͘の࣏ࣗମ͕Ҡॅɾఆॅࢧԉࡦࢪにऔり૊Μで͍るɻҠॅ
に͋る͕、Ҡॅऀ͕ఆॅ͠て͍ͨ͘ࠃҠॅ੍౓ͳͲの事例͕全͠ࢼԉに͍ͭては、ॿ੒੍ۚ౓΍͓ࢧ
Ίにはݱ஍のίϛϡχςΟͮ͘りͳͲを୲͏̣̥̤๏ਓͱ͍ͬͨஂମのଘ͕ࡏॏཁͱ͑ߟΒれるɻຊ
調ࠪではߦ੓͚ͩでは͖ߦಧ͔ͳ͍෦෼をิ͢׬るଘࡏͱ͠て、ఆॅࢧԉを̤̥̣͏ߦ๏ਓͳͲのஂ
ମʢ以下ʮஂମʯʣ΍ۀاの׆ಈを調ࠪ͠、ஂମͱۀاのϚονϯάにΑるఆॅࢧԉに͍ͭて、ޙࠓ
のՄೳੑを୳る͜ͱを໨తͱͨ͠ɻ

定住支援を行う団体と企業とのマッチング可能性
ʕߦ੓、ஂମ、ۀاの࿈͕ܞඞཁʕ

ハッカーファームが運営しているコミュニティスペース
「里山デザインファクトリー」

「鴨川里山トラスト」イベント会場となる棚田
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た
り
し
て
い
る
。
地
域
で
の
取
り
組
み
を

進
め
る
上
で
自
社
の
み
で
活
動
で
き
る
範

囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
現
在
関
わ
り
の
あ

る
地
域
団
体
や
行
政
に
加
え
、
関
係
者
を

さ
ら
に
増
や
す
こ
と
で
、
集
落
単
位
で
の

小
さ
な
成
功
事
例
を
作
り
、
そ
れ
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
他
地
域
へ
の
横
展
開
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

移
住
・
交
流
推
進
機
構 

法
人
会
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

一
般
社
団
法
人 

移
住
・
交
流
推
進
機

構
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）
は
、
移
住
・
定
住
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
と
法
人
と
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
や

交
流
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
団
体
で

あ
る
。
法
人
会
員
と
し
て
加
入
し
て
い
る

株
式
会
社
ぱ
ど
（
以
下
「
ぱ
ど
」）
及
び

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
（
以
下
「
パ
ソ
ナ
」）

に
地
域
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能
性
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

「
ぱ
ど
」
は
、
全
国
１
８
０
エ
リ
ア
、

約
１
千
万
部
を
発
行
す
る
地
域
密
着
型
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
ぱ
ど
を
発
行
し
て
い
る

が
、
発
行
エ
リ
ア
で
の
読
者
数
は
限
界
を

迎
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
発
行
エ
リ
ア

外
の
地
域
で
い
か
に
顧
客
を
作
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
地
方
の

情
報
を
掲
載
す
る
な
ど
新
た
な
切
り
口
を

増
や
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
自
治
体

だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
方
で
活
動
し
て
い

る
団
体
や
企
業
な
ど
と
関
わ
り
を
持
ち
つ

つ
、
自
社
で
も
地
方
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
情
報
発
信
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

「
パ
ソ
ナ
」
は
、
人
材
誘
致
に
よ
る
地

方
創
生
へ
の
寄
与
を
目
指
す
中
で
、
定
住

支
援
事
業
と
し
て
、
行
政
と
連
携
し
た
取

り
組
み
と
自
主
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
地

方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に

お
け
る
様
々
な
つ
な
が
り
が
不
可
欠
と
の

考
え
の
も
と
、
各
支
社
の
社
員
が
地
域
の

様
々
な
団
体
・
企
業
と
の
繋
が
り
を
独
自

に
構
築
し
て
い
る
。
今
後
は
「
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
地
方
創
生
」
を

テ
ー
マ
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
地
域
の
人
と
資
産
を
生
か
し
た
新
し

い
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

調
査
結
果

鴨
川
市
で
は
ハ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ー
ム
や
う

ず
と
い
っ
た
移
住
・
定
住
促
進
や
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
団
体
と
、
そ
の
動
き
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
行
政
と
の
連
携
に
加
え
、

良
品
計
画
と
い
っ
た
民
間
企
業
が
関
わ
る

こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
が
進
ん
で
い

る
。
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
は
、
地

域
外
へ
の
情
報
発
信
力
が
重
要
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
行
政
や
地
域
団
体
に
は
、
こ
の

点
に
つ
い
て
有
効
な
方
法
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
一
方
、
民
間

企
業
の
中
に
は
、
こ
の
領
域
を
得
意
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
両
者
が
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
り
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
地

域
活
性
化
施
策
の
効
果
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。

し
か
し
、
地
方
で
活
動
す
る
団
体
と
首

都
圏
で
活
動
す
る
企
業
と
が
関
わ
る
機
会

は
乏
し
く
、
企
業
が
地
方
で
活
動
す
る
場

合
、
自
治
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
団
体
と
の
接
点
は
な
か
な
か
広
が

ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
行
政
＋
企
業

に
加
え
、
団
体
＋
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
場
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
で
は
行
政
と
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
ま
だ
珍
し
く
、
繋
が

り
を
求
め
て
い
る
行
政
や
企
業
に
と
っ
て

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
も

し
そ
の
仕
組
み
に
団
体
を
追
加
す
れ
ば
、

行
政
・
団
体
・
企
業
の
連
携
が
促
進
さ
れ
、

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
の
推
進

に
つ
な
が
る
に
違
い
な
い
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　

自
主
研
究
グ
ル
ー
プ　

●稲
葉　

淳
一

山
内　
　

睦

田
染
賢
一
郎

北
澤　

美
沙

長
友　

弥
生

ハッカーファームへのヒアリングの様子

（株）パソナ本社でのヒアリングの様子
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地
域
の
困
り
ご
と
を 

ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
け
る

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
地
域
力
向
上
を
図
る
た
め
の
起
業
、

地
域
の
雇
用
を
支
え
る
た
め
の
起
業
で
あ

り
、
地
域
貢
献
や
社
会
貢
献
な
ど
の
意
義

を
有
す
る
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
講
師
陣
か
ら
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ

す
き
っ
か
け
は
地
域
へ
の
郷
土
愛
や
衰
退

へ
の
危
機
感
な
ど
様
々
だ
が
、
小
さ
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
、
成
功
す
る
も

の
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
取
り
上
げ
た
事
例

は
４
つ
で
す
。

１
つ
目
は
、
高
知
県
本
山
町
の
ブ
ラ
ン

ド
米
「
土
佐
天
空
の
郷
」
に
関
す
る
取
り

組
み
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
あ
た
り
、
き

れ
い
な
水
や
日
中
の
気
温
差
が
あ
る
土
地

と
い
っ
た
米
作
り
に
適
し
た
産
地
の
特
徴

を
示
し
、
米
の
品
質
を
向
上
さ
せ
、
生
産

者
の
熱
意
と
努
力
を
伝
え
た
結
果
、
お
米

日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
史
上
初
と
な
る

２
度
目
の
日
本
一
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

都
市
農
村
交
流
活
動
や
、
酒
や
米
粉
（
ポ

ン
粉
）
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
米
の
加
工
品

作
り
・
販
売
に
も
取
り
組
み
、
本
山
町
に

直
接
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
奈
良
県
曽
爾
村
の
取
り
組

み
で
す
。
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
原
野
菜

の
生
産
量
回
復
に
向
け
た
農
業
後
継
者
の

育
成
の
ほ
か
、
村
内
各
集
落
で
地
区
住
民

に
よ
る
団
体
な
ど
が
漆
の
産
地
復
活
や
ゆ

ず
加
工
商
品
の
開
発
、
米
焼
酎
の
製
造
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
島
根
県
松
江
市
に
あ
る
モ

ル
ツ
ウ
ェ
ル
株
式
会
社
の
取
り
組
み
で

す
。
完
全
調
理
済
み
真
空
パ
ッ
ク
食
材
を

つ
く
り
、
毎
日
１
万
食
を
全
国
に
配
送
し

て
い
る
ほ
か
、
在
宅
高
齢
者
弁
当
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、
島
根
県
の
過
疎

地
域
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
ま
す
。

４
つ
目
は
、
岡
山
県
美
作
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
ひ
き
こ

も
り
・
若
者
自
立
支
援
の
た
め
の
寮
運
営

と
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
人
お
こ
し
事
業
）

の
実
践
で
す
。
空
き
家
を
改
修
し
た
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
に
集
ま
っ
た
ひ
き
こ
も
り
の
方

と
地
域
の
困
り
ご
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、

問
題
を
解
決
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
に
前
向
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ

前
述
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
衰
退
に

危
機
感
を
覚
え
て
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ

し
た
も
の
で
し
た
。し
か
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
か
ら
、
単

に
危
機
感
や
課
題
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

課
題
を
前
向
き
に
捉
え
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

一
方
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
ま
と
め

役
で
あ
る
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
斉

藤
俊
幸
氏
か
ら
は
、
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
繰
り
返
し
が
成
功
に
つ
な
が
る
と
の
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
前
向
き
に
積
極
的
に
、
ま
ず
取
り
組

ん
で
み
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

◆
講
師

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

斉
藤 

俊
幸 

氏

一
般
財
団
法
人
本
山
町
農
業
公
社
専
務
理
事

 

和
田 

耕
一 

氏

曽
爾
村
企
画
課
課
長 

細
谷 

忠
弘 

氏

モ
ル
ツ
ウ
ェ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

 

野
津　

 

積 

氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
理
事 

藤
井 

裕
也 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
編
集
室

●
千
田
達
也（
岩
手
県
金
ケ
崎
町
か
ら
出
向
）

ॅ
ຽ
が
ओ
໾
と
な
る
Ϗ
ジ
ω
ス

Ỗ
ࠔ
り
ご
と
か
ら
生
業
΁
Ỗ

平
成
29
年
度
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
日
で
な
け
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
第
７
回
は
、
９
月
30
日
、
10
月
１
日
の
両
日
、「
住
民
が
主
役
と
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
〜
困
り
ご
と
か
ら
生
業
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
・
日
本
橋
の
東
京
八
重
洲

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
講
師
の
方
々
を

お
招
き
し
、
郷
土
愛
や
危
機
感
を
き
っ
か
け
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、
熱
意
と

工
夫
で
成
功
し
て
い
く
事
例
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

集合写真

グループワークの様子
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広報室
だより

特
色

一
般
研
修
で
は
、
多
彩
な
外
部
講
師
を

招
い
た
座
学
の
ほ
か
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
研
修
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

修
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
演
習
を
大
幅
に
取
り

入
れ
、
専
門
家
、
行
政
・
民
間
の
実
践
家

な
ど
多
様
な
講
師
陣
が
実
践
を
重
視
し
た

研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
第
３
回
研
修

時
に
は
、
首
都
圏
で
の
地
域
づ
く
り
団
体

な
ど
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
（
福
祉
、観
光
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
、
地
域
お
こ
し
等
）

に
つ
い
て
現
地
を
訪
問
し
実
践
者
か
ら
講

義
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
５
人
の
主
任
講
師
に
よ
る
少
人

数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
講
し
、
塾
生
各

自
が
地
域
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
調
査
・

研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
修
了
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご

と
に
全
国
の
先
進
地
に
赴
く
「
先
駆
的
地

域
づ
く
り
現
地
調
査
」（
年
１

回
）
も
実
施
し
て
お
り
、
き
め

細
か
い
指
導
に
よ
り
「
考
え
る

力
」
を
養
い
ま
す
。

そ
の
他
、
研
修
修
了
後
も
修

了
者
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
質
向
上
、
各
期
を
超
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、

毎
年
、
修
了
者
研
修
会
（
東
京

で
開
催
）
や
修
了
者
情
報
交
換

会
（
全
国
５
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

開
催
）
な
ど
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
第
ú÷
期
塾
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

募
集
要
領

○
募
集
締
切
：
平
成
ú÷
年
１
月
øĀ
日
（
金
）

○
研
修
地
：
東
京
都
内
、
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
（
千
葉
県
）
等

○
研
修
内
容
：
一
般
研
修
（
全
７
回
：
５

月
上
旬
〜
翌
年
１
月
下
旬
、
う
ち
１
回

は
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
合
宿
研

修
）、
先
駆
的
地
域
づ
く
り
現
地
調
査
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
特
別
研
修

○
定
員
：
û÷
名

○
対
象
者
：
地
方
公
共
団
体
職
員
で
所
属

団
体
の
長
の
推
薦
が
あ
る
方
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
で
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
者
や
農
協
・
商
工
会
・
第
３
セ

ク
タ
ー
等
職
員
で
、
市
区
町
村
長
の
推

薦
の
あ
る
方

○
応
募
書
類
：
①
参
加
申
込
書
②
塾
生
応

募
者
経
歴
書
③
小
論
文
（
千
字
程
度
）

（
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
を
参
照
）

○
受
講
費
用
：
教
材
費
や
受
講
料
は
「
無

料
」、
研
修
地
ま
で
の
往
復
旅
費
・
宿

泊
費
等
は
「
自
己
負
担
ま
た
は
派
遣
元

負
担
」
と
な
り
ま
す
。

○
後
援
（
予
定
）：
内
閣
府　

総
務
省

○
問
合
わ
せ
先
：
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー　

研
修
交
流
課

電
話　

０
３
‐
５
２
０
２
‐
６
１
３
５

メ
ー
ル　

MFBEFS�!
KDSE�KQ

※
詳
細
・
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：IUUQT���X

X
X

�KDSE�KQ�

ファシリテーション研修の様子

グループワークの様子

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
　
塾
生
募
集
中
！

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
斬
新
か
つ
大
胆
な
発
想
の
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
研
修
と
し
て
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」（
塾
長
：

大
森 

彌 

東
京
大
学
名
誉
教
授
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
い
視
野
と
深
い
見
識
、
卓
越
し
た
想
像
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
、
常
に
問
題
意
識

と
確
固
た
る
使
命
感
を
持
ち
、
積
極
的
・
主
体
的
に
行
動
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
平
成
元
年
に
始
ま
り
、
来
年
度
で
30
年
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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書 籍 紹 介

Թઘはない、໊ ॴはない、ྺ ࢙はない。ࡏདྷઢのӺからόスで�0෼ߴ、 ଎ಓ࿏のインλー
νΣンジから �0෼かかる。かつてはट౎ݍから࠷もۙいスΩー৔として、ߍߴ生のスΩー
合॓でӫえたが、ࠓはスΩー৔をӡӦするۀاがఫୀし、ਰୀのҰ్を୧るまͪ・ۨ໦໺町。
本ॻは、ͦんな೔本のどこにでもあるాࣷのまͪを舞台とした「町おこしখઆ」である。

�0�0年にۨ໦໺町の人ޱがθϩになるというਪܭ結Ռをडけて、ۨ໦໺町のݩए者たͪが
町に人をݺぶために༷ʑなاըを্ཱͪげ、ॅ民とのি突やࣦഊを܁りฦしながら、町を੝
り্げるためฃಆする。「௒ৗݱ৅が起こるまͪ」としてചりग़すため、人工でҨ੻を࡞っ
たり、ด࠯された༡Ԃ地をউ手にվ良してޫ؍スϙοトにཱ࢓てたりʜ。࠷ऴ的にはِ଄や
ӕがൃ֮し、೔本中から൷൑をཋびることになるが、ࣗ෼たͪの地域を良くしたいというࢥ
いが఻わる಺༰となっている。
がग़てくる。Կもしないでݴといった੨年クラϒのൃ「を଴つよりはࢮして࠲」、中に࡞

ਰୀするのを଴つよりは、Կかやってみようという֓ؾが感じられる。෺ޠの中൫に、ۨ໦
໺όスπΞーࢀՃ者からのΞンέート結Ռをडけて、民॓の૟আや食ࣄをݟ௚すなどࣗ෼が
できるとこΖからڥ؀をมえていくඳࣸがある。ͦうした意ࣝվֵやڥ؀վળによって、੒
ޭମݧをॏねることでඇྗڠ的だったॅ民もҰॹに町おこしに取り組んでくれるようになる
など、෺ޠがਐΉにつれてొ৔人෺もલ޲きにมわっていく。
খઆということでϑィクシϣンの世քではあるが、本ॻをಡΉことでҰॹに町おこしをし

ている、੒ޭମݧをॏねていくようなؾ෼をຯわうことができる。なお、本ॻのר຤にࢀ考
จݙのҰཡがࡌܝされているが、本ࢽ「地域づくり」もࢀ考จݙとしてࡌهされている。

ロズウェルなんか知らない

篠田節子　著
講談社（2005年 7月10日発行）
定価：1700円＋税

人ݮޱগが社会໰題となっている೔本において、ͦれを補׬する໾ׂを୲うのが「ަྲྀ人
げており、ͦの਺はܝとしてࡦ٬の༠கをେきな政ޫ؍人ࠃ֎の֦େである。中でも「ޱ
�005年の໿ ���ສ人から�0��年には໿ ��00ສ人΁とେ෯に৳びている。
このように೔本΁の֎ࠃ人٬ޫ؍が૿えているҰ方、൴らの訪໰・଺ࡏઌは౦ژ、େࡕ、

は΄んのҰ෦となっている。Ճえて、౎市ڹ౎といった౎市෦が中৺となり、地方΁のӨژ
෦では॓ധࢪઃがෆ଍するなど、౎市と地方との間で਺ʑの໰題が生じている。
本ॻでは、このような೔本の課題を౿まえ、ޫ؍༠٬でࡍࠃ的な地ҐをಘているイλリΞ

の「農ଜ॓ധޫ؍」に஫໨し、۩ମ的ྫࣄにもৄࡉにٴݴしている。また、こうしたྲྀれを
೔本で感じ取ったઌۦ者たͪを取り্げ、ߴいऩӹを্げてޏ用を૿やす手法やマーέティ
ンάを用いたܦӦ手法など、新しいະདྷをݟਾえたઌਐྫࣄを਺ଟくࡌܝしている。
地域にೖりపఈ的にௐࠪしているஶ者だからこͦݟいだせる、ࠃ಺֎のྫࣄを๛෋に取り

ͦΖえた地方創生のόイϒル的ଘࡏとなるだΖう。�0�0年までに農ଜޫ؍ध要��50ສ人
という、政෎のܝげた໨ඪ΁のಓඪとなる࡭�である。

田舎の力が未来をつくる！
ヒト・カネ・コトが持続するローカルからの変革

金丸弘美 著
合同出版（2017年 11月７日発行）
定価：1600円＋税
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檜
原
村
は
東
京
都
の
西
南
に
位
置
し
、周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
、
山
梨
県
上
野
原
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
村

の
中
央
に
は
標
高
９
０
０
㍍
か
ら
１
０
０
０
㍍
の
浅
間
尾
根
が
東

西
に
横
た
わ
り
、
村
を
南
谷
・
北
谷
に
二
分
し
、
そ
の
裾
を
清
流

秋
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

集
落
が
清
流
沿
い
に
点
在
す
る
渓
谷
型
の
山
村
で
、
総
面
積
は

１
０
５
・
ûø
平
方
㌔
。
そ
の
Āú
％
が
山
林
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
に
属
し
、
木
材
資
源
豊
富
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
市
町
村
」
と
い
う
言
葉
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
常
々
「
市
町
村
」
は
人
口
の
多
い

順
で
あ
る
だ
け
で
、市
も
町
も
村
も
横
並
び
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
、
何
を
行
う
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
で
、
そ
の
順
番
は
問
題
で
は
な
く
、
住
ん
で
い
る
人
が
自
分
の

地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
、
自
信
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
の
か
が
重
要

で
あ
り
、
首
長
の
仕
事
は
自
治
体
の
経
営
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
村
長
に
就
任
し
た
の
は
平
成
øü
年
で
す
が
、
そ
の
時
の
住

民
の
意
識
は
、
村
＝
田
舎
、
恥
ず
か
し
い
。
住
民
の
多
く
が
そ
う

考
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
住
民
に
意
思
確
認
を
し
た

と
こ
ろ
、
合
併
が
必
要
と
い
う
意
見
が
ùø
・
４
％
、
合
併
の
必
要

が
な
い
と
い
う
意
見
が
üû
・
９
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
村
と
し
て
自
立
し
て
い
く
た
め
に
私
は
、

村
民
と
職
員
の
意
識
を
「
自
治
体
運
営
か
ら
自
治
体
経
営
」
に
変

え
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、役
場
職
員
の
各
課
で
の
朝
礼
を
実
施
し
、

来
庁
さ
れ
る
方
、
住
民
の
方
へ
の
挨
拶
を
徹
底
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
成
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
り
、
と
に
か
く
村
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
檜
原
村
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し

か
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
多
く
の
方
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
な
ど
に

貼
り
、
村
内
外
で
檜
原
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意

識
の
変
革
こ
そ
が
、
村
を
前
に
進
め
る
原
動
力
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
計
画
が
あ
っ
て
も
、
お
金
が
な

く
て
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
。
檜
原
村
の
村
税
は
予
算
額
の
１
割
に

も
満
た
な
い
の
で
す
。
企
業
を
誘
致
し
た
と
し
て
も
税
収
入
を
増

や
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
私
は
、
徹
底
し
た
行
政

改
革
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
職
員
数

の
削
減
、
職
員
の
評
価
制
度
の
導
入
、
就
労
時
間
の
徹
底
、
入
札

制
度
の
見
直
し
な
ど
。
た
だ
し
、
単
に
予
算
の
削
減
だ
け
を
行
っ

た
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、
い
か
に
住
民
に
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
事
が
出
来
る
か
を
考
え
、
職
員
に
も
そ
れ
を
伝
え
ま

し
た
。
就
任
以
来
そ
の
考
え
を
貫
い
た
結
果
、
住
民
福
祉
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、基
金
残
高
を
増
額
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
金
も
貯
め
る
だ
け
で
な
く
、
秋
川
の
清
流
を
守
る
た
め
の
下

水
道
整
備
、
木
材
活
用
と
し
て
の
、
小
中
学
校
の
教
室
の
木
質
化
、

木
造
図
書
館
の
建
設
、
ひ
の
は
ら
緑
（
力
）
創
造
事
業
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
さ
ら
に
定
住
促
進
の
た
め
に
村
営
住

宅
の
建
設
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
未
来
の
子
孫
に
誇
れ
る
「
東
京
の
ふ
る
さ
と　

檜
原

村
」
を
村
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、
新
し
い
仕
事
を
創
る
取
り

組
み
や
魅
力
あ
る
村
営
住
宅
の
建
設
、
空
き
家
対
策
、
結
婚
か
ら

子
育
て
、
教
育
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
、
高
齢
期
を
元
気
に
い
き

い
き
と
暮
ら
す
た
め
の
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を
進
め
る
こ

と
で
、
村
民
の
定
住
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
体
験
し
、
学
び
、
そ
の
保
全
に

責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
で
あ
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推

進
し
、
自
然
と
の
共
生
や
村
で
の
暮
ら
し
に
ふ
れ
る
人
々
を
増
や

す
こ
と
で
、
村
へ
の
移
住ŋ

定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
村
民
の
、
村
（
故
郷
）
へ

の
誇
り
、
愛
す
る
心
を
育
み
、
観
光
業
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の

創
出
や
新
た
な
生
き
が
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

東京都檜原村長 本ٛ࣍ࡔ

࣏ࣗମの「ܦӦ」ʹͭいͯ
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賑
わ
い
と
住
民
自
治
の
ま
ち　

中
野

―
中
野
区
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

中
野
区
は
東
京
ùú
区
の
一
つ
で
、
人
口
約
úú
万
人
、
面

積
約
øü
平
方
㌔
の
自
治
体
で
す
。
都
心
に
近
く
、
再
開
発

も
進
ん
で
働
く
場
所
が
多
い
の
で
す
が
、
戦
後
発
展
し
て

き
た
静
か
な
住
宅
地
や
、
賑
わ
い
を
見
せ
る
商
店
街
も
あ

る
職
住
近
接
の
ま
ち
で
す
。

人
口
は
現
在
も
若
干
増
え
続
け
て
お
り
、
人
口
構
成
は

ù÷
‐
û÷
代
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
木
造
ア
パ
ー

ト
が
多
く
、
学
生
か
ら
社
会
人
の
独
身
者
が
多
い
た
め
で

す
。
逆
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
手
狭
に
な
っ
て
郊
外
へ

転
出
し
て
い
く
の
で
、
子
ど
も
は
少
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
区
内
に
は
駅
が
øû
あ
り
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
駅
に
ø÷
分
以
内
で
歩
い
て
行
け
る
便
利
な
ま
ち
で
す
。

駅
ご
と
に
商
店
街
が
あ
り
、
生
活
の
利
便
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
世
帯
当
た
り
の
車
の
保
有
台
数
が
少
な
い
の
も
特

徴
で
す
。

区
の
政
策
と
し
て
は
、
再
開
発
と
地
域
包
括
ケ
ア
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
町
会

か
ら
、「
自
分
た
ち
で
ま
ち
の
高
齢
者
の
見
守
り
を
し
た

い
が
、
誰
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
野
区
で
は
見
守
り
の

対
象
者
の
名
簿
を
町
会
な
ど
に
提
供
す
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
全
国
の
自
治
体
で
初
で
し
た
。

中
野
区
は
町
会
が
ま
だ
ま
だ
元
気
で
、
自
治
が
進
ん
で

い
る
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
中
野
区
観
光
協
会
は
民
間
が
主
導
し
て
立

ち
上
げ
、
経
済
団
体
が
運
営
す
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
団

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
の
た
め
の
勉
強
会
Ｎ
Ａ
Ｓ

―  

中
野
区
職
員
勉
強
会
Ｎ
Ａ
Ｓ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
は
Ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｓ
ｉ
ｘ
の
略

で
平
成
ùø
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
た
理
由

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
私
は
、
行
政
職
員
は
民
間
企
業
の
社
員
に
比

べ
て
あ
ま
り
勉
強
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
時
間
外
に
勉
強
会
を
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
た
っ
た
の
が
、
理
由
の
一
つ
で
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
な
に
よ
り
人
づ
く
り
が
大
事
だ

か
ら
で
す
。
私
は
中
野
区
の
業
務
改
善
運
動
に
公
募
の
委

員
と
し
て
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
改
善
を
進
め
る

職
場
の
風
土
づ
く
り
が
な
か
な
か
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
、
風
土
は
人
が
作
る

も
の
だ
か
ら
、
人
が
育
っ
て
い
か
な
い
と
風
土
が
変
わ
ら

な
い
。
組
織
を
変
え
た
り
、
運
動
を
し
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
人
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
た
ん
で

す
。「
何
を
す
る
に
も
人
づ
く
り
か
ら
」
で
す
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
と
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
私
は
ず
っ
と
人
材
育

成
を
自
分
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
私
的
に
管
理
職
の
勉
強
会
も
立
ち

　
「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い

思
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
都
中
野
区
職
員
で
中
野
区
職
員
勉
強
会

Ｎ
Ａ
Ｓ
を
立
ち
上
げ
た
酒
井
直
人
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

中野区職員勉強会NAS幹事

酒井 直人 氏

NAS
　 多くの生き様に触れ
　　　 生き様を考える場所

◉酒井直人氏プロフィール
�9��年生·Εɻ9�年中໺۠ೖிɻ
จॻ؅ཧγεςϜɺࡒ੓ձܭγεςϜͳͲγεςϜ
୲౰ɺ広報୲౰Λݱͯܦ৬ɻ中໺۠ͷ人ࡐҭ成ͷ࢓
ֻ人ɻϞοτーはʮͱり͋͑ͣ΍ͬͯΈよ͏ʯ
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上
げ
、
知
り
合
い
の
管
理
職
を
誘
っ
て
月
１
、
２
回
開
催

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
人
事
担
当
者
が
、
区
と
し
て
幹

部
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
と
声
を
か
け
て
く
れ

て
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
、

入
庁
ø÷
年
前
後
の
若
手
の
経
済
分
析
や
資
料
解
析
、
統
計

の
勉
強
会
も
始
め
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な

研
修
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
年
間
通
し
て
、統
計
分
析
、

政
策
発
表
を
行
う
研
修
に
育
ち
、
メ
ン
タ
ー
で
管
理
職
が

入
っ
て
い
ま
す
。

生
き
様
に
触
れ
て
生
き
様
を
考
え
る

―
Ｎ
Ａ
Ｓ
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
会
で
す
か
。

月
に
１
回
講
師
を
呼
ん
で
、
講
義
と
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
行

い
ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
中
野
区
の
職
員
ù÷
人
ほ
ど
で
し

た
が
、
徐
々
に
区
民
や
区
外
の
職
員
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
開
始
時
間
も
６
時
ú÷
分
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
７
年
間
、
ÿþ
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
参

加
者
が
平
均
ú÷
人
。
内
訳
は
、
職
員
ø÷
人
、
中
野
区
民
ø÷

人
、
そ
の
他
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。
コ
ア
な
メ
ン
バ

ー
も
ø÷
人
く
ら
い
い
ま
す
が
、
テ
ー
マ
ご
と
に
新
た
な
参

加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

講
師
は
区
の
部
長
級
な

ど
の
内
部
講
師
や
外
部
講

師
な
ど
様
々
で
す
が
、
毎

回
生
き
様
を
見
せ
て
く
れ

る
講
師
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
講
師
の
生
き
様
に
触

れ
て
、
自
ら
の
生
き
様
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
半
講
義
で
、
後
半
は
ダ
イ
ア
ロ
グ

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
咀

嚼
し
て
相
手
に
伝
え
る
こ
と
で
、
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が

違
う
こ
と
に
気
づ
く
か
ら
で
す
。
ダ
イ
ア
ロ
グ
と
呼
ん
で

い
る
の
は
、
互
い
に
話
し
合
っ
て
協
力
し
合
い
な
が
ら
一

つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
し
、
答
え
は
出
さ
な
く
て
も
い
い

か
ら
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
見
極
め
て
い
く
体
験
を
毎
回

し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

こ
の
ス
キ
ル
は
庁
内
会
議
に
も
活
き
て
き
ま
す
よ
ね
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
が
も
た
ら
し
た
も
の

―
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
開
催
で
職
場
や
職
員
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た

か
。外

部
講
師
で
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
堀
博
晴
さ
ん
を
お
招

き
し
た
こ
と
で
転
機
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
堀
さ

ん
は
、
税
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
も
の
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
り
払
う
こ
と
を
始
め
た
方

で
す
。
ま
た
、
後
日
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
参
加
者
以
外
の
職
員
に
も

話
を
聞
か
せ
た
い
と
、
区
職
員
の
研
修
会
も
２
回
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
の
が
、
国

保
の
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
で
す
。
様
々
な
改
善
を
行

い
ま
し
た
。
一
つ
は
、
口
座
振
替
の
原
則
化
で
す
。
規
則

で
定
め
て
窓
口
業
務
委
託
と
同
時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
振
替
手
続
き
を
原
則
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
で
、当
時
ùú
区
中
øÿ
位
の
収
納
率
を
９
位
ま
で
上
げ
、

年
間
２
億
円
収
入
が
増
え
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い

て
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
知
恵
を
出
し
て
実
現

で
き
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
習
す
る
組
織
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
影
響

で
実
現
し
た
施
策
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
内
部
、
外
部
に
知
り
合
い

が
で
き
、懇
親
会
で
は
「
今
度
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
よ
」

と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
そ
し
て
中
野
区
の
目
指
す
姿

―
酒
井
さ
ん
に
と
っ
て
人
づ
く
り
と
は

自
治
体
が
今
最
も
力
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
も
う
一
つ
大
事
な
の
は
採
用
す
る

段
階
で
す
。
中
野
区
が
目
指
す
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

さ
せ
る
人
材
は
ど
う
い
う
人
か
。
そ
れ
を
明
確
に
し
て
、

ま
ず
は
採
用
を
行
い
、
そ
し
て
人
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
戦
略
的
に
人
材
育
成
が
で
き
て
い
る
自

治
体
が
差
を
つ
け
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く

り
は
人
づ
く
り
。
人
づ
く
り
を
失
敗
し
た
ら
地
域
づ
く
り

も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
づ
く
り
は
大
事
で
す
。

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
人
が
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
つ
な
が
ら
な
い
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る

こ
と
で
、
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇

職
員
の
勉
強
会
に
留
ま
ら
な
い
Ｎ
Ａ
Ｓ
。
多
く
の
講
師

の
生
き
様
に
触
れ
た
職
員
と
住
民
が
作
り
上
げ
る
中
野
区

を
今
後
も
さ
ら
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
編
集
室

�

●
　
千
田
達
也
（
岩
手
県
金
ケ
崎
町
か
ら
出
向
）

中野区職員勉強会の様子
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喜多方市

福
島
県
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ଟ方市は、෱島県の๺੢෦、会௡ຍت
地の๺にҐஔし、๺੢に൧๛連๜の

༤େなࢁฒみが連なり、౦には໊ๆ൬ఐࢁ
の௖を๬Ή༤ࢁࠃ࿢が੄໺を޿げる๛かな
ࣗવにܙまれた෩ޫ໌ᇪなまͪです。൧๛
ったຯ઻、ে༉、ਗ਼࢖の੅んだ෬ྲྀਫをࢁ
ञなどのৢ଄ۀが੝んで、تଟ方࢈のে༉
を࢖ったスーϓとॖれ໙がಛ௃の「تଟ方
ラーϝンのまͪ」として、また、ৢ଄ۀ࡞
ॴなどとしてݐてられたଂがࡏݱもଟくཱ
ͪฒぶ「ଂのまͪ」としてもよく஌られています。
これらଂやラーϝンなどのޫ؍資源にՃえ、ࡩ、ひめさΏり、Ֆしΐうぶ、෱ण
૲など๛かなࣗવをຬ٤でき、ত࿨をኲኵとさせるϨトϩԣஸや会௡Ԙ઒όルーン
ϑΣスティόルなどଟくのޫ؍イϕントが։࠵されています。
๛෋なޫ؍資源とྺ࢙৘ॹにあ;れるتଟ方市΁ੋඇおӽしください。

█蔵のまち
古くからお酒の醸造や漆器作りなどの作業をするための場所として建てられた蔵は現在
も約4000棟が残っています。

ࣗવͱඒຯ͋;ΕΔ
ଂγοΫͳ·ͪɹتଟํ

█喜多方ラーメン
日本三大ラーメンの１つで、醤油ベースの
スープと平打ち縮れ麺が特徴です。市内に
は、約110軒のラーメン店が存在します

█二市一ヶ村日橋川「川の祭典」
花火大会
塩川町を流れる日橋川を舞台と
した夏祭りの一環として行われ
る花火大会で、約１万発の花火
が打ち上げられます

█
一
ノ
戸
川
鉄
橋

山
都
町
に
あ
る
阿
賀
川
水
系
一
ノ

戸
川
に
か
か
る
鉄
橋
で
、
年
に
数

回
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

ま
す

█
三
ノ
倉
高
原
花
畑

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
を
利
用

し
、
春
は
菜
の
花
、
夏
に
は
東
北
最
大

級
の
約
２
５
０
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲

き
誇
り
ま
す

█
日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道

廃
線
と
な
っ
た
日
中
線
線
路
跡
地
に

は
、
３
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
約
１
千
本

の
し
だ
れ
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す

█喜多方レトロ横丁
毎年７月に行われるイベントで、昭和の
ミュージアムやSAKE万博が開催されます

█会津塩川バルーンフェスティバル
福島県内唯一の日本気球連盟公認熱気球
大会が開催されるほか、バルーンの体験搭
乗やバルーンナイトグローが行われます
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表
紙

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木

（
北
海
道
美
瑛
町
）

美
瑛
町
は
、
北
海
道
内
第
２
の
都
市
「
旭
川
市
」
と

ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
富
良
野

市
」
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
そ

の
70
％
を
山
林
、
15
％
を
農
地
が
占
め
て
い
ま
す
。
大

雪
山
十
勝
岳
連
峰
の
裾
野
に
広
が
る
丘
陵
地
帯
で
営
ま

れ
て
い
る
農
業
の
景
観
と
、
な
だ
ら
か
な
曲
線
が
作
り

出
す
耕
作
地
の
風
景
が
美
し
い
農
村
景
観
を
作
り
出

し
、「
丘
の
ま
ち
び
え
い
」
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
農
家
の
生
活
の
営
み
が
あ
り
、
厳

し
い
自
然
と
の
戦
い
と
、
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
て
き

た
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
滞
在
型
や
交

流
型
の
観
光
を
推
進
し
、
観
光
産
業
と
農
業
が
連
携
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木
は
、
畑
の
中
に
ポ
ツ
ン
と

あ
る
１
本
の
ト
ウ
ヒ
の
木
。
木
の
上
部
の
枝
振
り
が
星

の
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
青
い
池
や
Ｃ
Ｍ
や
商
品
で
お
な
じ
み

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
名
前
の
付
い
た
「
木
」
や
「
丘
」
も

ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
美
瑛
町
経
済
文
化
振
興
課

 

（
０
１
６
６
‐
９
２
‐
４
３
２
１
）

 

（
写
真
提
供
＝
美
瑛
町
経
済
文
化
振
興
課
）

クリスマスツリーの木

 1 巻頭エッセー／官民連携、本来の力で未来を拓く 高島宗一郎（福岡市長）

ϨΪϡϥーϦϙーτ

●岩手県釜石市 ホームステイ型民泊で持続可能な観光 久保竜太

●宮城県丸森町 官民連携でドローンに優しい町に！ 横山　達

●千葉県 地域で地域を応援する仕組み「地域クラウド交流会」 永岡恵美子

●長野県塩尻市 官民協働で施策を自治体トップに直接提言 山田　崇

●島根県津和野町 高齢者支援の実証実験で官民一体の取り組み 内藤雅義

●宮崎県都城市 地元酒造会社と連携してＰＲ戦略を展開 野見山修一

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  企業が拓く地方創生の可能性 岡本義行（法政大学
大学院教授）

 6 
๺ւಓχセίொɾ
۞஌҆ொ  地元自治ମͱڞಉでニセコを௨年ܕリκート地に ロス・フィンドレー

 8 ੩Ԭݝ෋࢜ࢢٶ ਎ۙなコンビニを子育ͯにやさしいࢪઃに 臼井　史

 10 ௗऔݝେࢁொ 町Ӧέーブルテレビで地域をಈかす 貝本正紀

 12 ಙౡݝਆࢁொ 日本の田ࣷをステキにม͑るαテライトオフィス 竹内和啓

しͯʮӉ஦にҰ൪ۙい町ʯをൃ৴ 木佐貫英哉ܞ෇ொ ̖̣̖ͱ࿈؊ݝౡࣇࣛ 14 

 16  地域経済の好循環と地方圏への人・仕事の流れの創出 梶原　清（総務省地域自立
応援課課長補佐）

ௐ࿦จج

෭جௐ࿦จ

“がんばる地域 ”応援事業　北海道厚真町
森でつながる「あつマルシェ」推進プロジェクト
 上道和恵

地方創生実践塾　島根県雲南市
若者チャレンジによる持続可能なまちづくり
 小俣健三郎

自主研究　千葉県鴨川市
定住支援を行う団体と企業とのマッチング可能性
平成 29年度土日集中セミナー
住民が主役となるビジネス
広報室だより
全国地域リーダー養成塾　塾生募集中！

  άϥϏΞ

32 手前みそですが… 【福島県喜多方市】

書籍紹介

首長の思い
自治体の「経営」について

坂本義次（東京都檜原村長）

地域づくりは人づくり
NAS 多くの生き様に触れ 生き様を考える場所
 酒井直人

センター通信

ಛɹू ຽでऔり૊Ή஍方創ੜ׭
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表3

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

地域づくり 12月号
2017 年 12 月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

地域づくりコーディネーター研修会 in仙台開催のお知らせ

【日　　時】平成 30 年 2 月 22 日（木）　  震災の語り部による特別講演　10：00 ～ 12：00
地域づくりコーディネーター研修会　13：00 ～ 17：00（交流会　17：30 ～ 19：00）

【会　　場】東京エレクトロンホール宮城　401 中会議室（仙台市青葉区国分町 3-3-7）
【語 り 部】・阿部憲子氏（南三陸ホテル観洋 女将）
【講　　師】  ・役重真喜子氏（花巻市コミュニティ・アドバイザー）　・関元弘氏（ななくさ農園 代表）

・水柿大地氏（みんなの孫プロジェクト 代表取締孫）
【定　　員】40 名（先着順）
【参 加 費】5,000 円（交流会参加者は別途 3,000 円）
【問合せ先】研修交流課（電話 03-5202-6135　メール chi-dantai ＠ jcrd.jp）

◆「移住者が切り開く新しい暮らしの場」

行政と地域が連携して複合的な地域課題を解決するためには、人と資金・資源をつなげ、柔軟で独創的な創意工夫を喚起する取り組
みを行う必要があります。
本セミナーでは、行政と地域が連携して社会的投資を行う「ソーシャルインパクト・ボンド（SIB）」と官民連携による「公共空間の
利活用」など、地域資源と民間ノウハウを結び付け有効活用していく手法を学んでいきます。

第12回「民間の資金とノウハウを生かす新たな官民連携 ～SIBと官民連携による公共空間利活用の手法を学ぶ～」

【日　　時】平成 30 年 2 月 3 日（土）13：00 ～ 2 月 4 日（日）12：50
【会　　場】地域活性化センター 大会議室（東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザ 13 階）
【講　　師】深尾昌峰氏（龍谷大学政策学部 准教授）ほか
【定　　員】25 名（先着順）
【問合せ先】クリエイティブ事業室（電話 03-5202-6134　メール creative@jcrd.jp）
※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナーのお知らせ

鹿児島県鹿屋市串良町柳谷集落、通称「やねだん」では、「集落に補欠なし」、「感謝が感動を生み、行動に繋がる」の基本からなる地
域おこしが実践されています。
この取り組みを学ぶため、やねだんには「故郷創世塾」を含め、年間 5,000 人もの方が訪れます。本セミナーでは、「故郷創世塾」
の講師陣と各地域で活躍する卒塾生による集中講義を通して、地域のリーダーに求められる資質や考え方、行動のあり方の本質を学ん
でいきます。

第11回「やねだん東京塾～一歩踏み出す行動の秘訣～」

【日　　時】平成 30 年 1 月 27 日（土）13：00 ～ 1 月 28 日（日）13：00
【会　　場】オフィス東京 T3 会議室（東京都中央区京橋 1-6-8 コルマ京橋ビル）
【講　　師】豊重哲郎氏（鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長、やねだん故郷創世塾塾長）ほか
【定　　員】60 名（先着順）
【問合せ先】クリエイティブ事業室（電話 03-5202-6134　メール creative@jcrd.jp）

人吉市を舞台に、「食」「農」「命」をテーマとし、九州各地のムラで活躍している実践者とひざを突き
合わせながら、空き家を活用した新たなコミュニティビジネスのあり方や新しいコミュニティづくりにつ
いてじっくり学びます。

【日　　時】平成 30 年 1 月 19 日（金）13 時～ 1 月 20 日（土）13 時 30 分（予定）
【会　　場】ひまわり亭（熊本県人吉市矢黒町 1880-2）　リュウキンカの郷（熊本県球磨郡あさぎり町深田西 879-1）
【講　　師】  主任講師：本田　節氏（有限会社ひまわり亭代表取締役）　特別講師：松岡隼人氏（人吉市長）ほか
【対 象 者】地域づくりに興味のある方（どなたでも）
【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
【申込方法】下記ホームページの申込フォームから
【問合せ先】  地域支援課（電話 03-5202-6136　メール chiiki@jcrd.jp） 

https://www.jcrd.jp/（人材の育成・導入→地方創生実践塾 よりご覧ください。）

平成29年度 地方創生実践塾のお知らせ
◆「多様な人材で創造する新しいコミュニティビジネスの
　あり方・実践編」【熊本県人吉市】
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　　　　　　　グラビア

 2 基調論文 企業が拓く地方創生の可能性 岡本義行（法政大学大学院教授）

 6 
北海道ニセコ町
倶知安町  地元自治体と共同でニセコを通年型リゾート地に ロス・フィンドレー

 8 岩手県釜石市 ホームステイ型民泊で持続可能な観光 久保竜太

 10 宮城県丸森町 官民連携でドローンに優しい町に！ 横山　達

 12 千葉県 地域で地域を応援する仕組み「地域クラウド交流会」 永岡恵美子

 14 長野県塩尻市 官民協働で施策を自治体トップに直接提言 山田　崇

 16 静岡県富士宮市 身近なコンビニを子育てにやさしい施設に 臼井　史

 18 鳥取県大山町 町営ケーブルテレビで地域を動かす 貝本正紀

 20 島根県津和野町 高齢者支援の実証実験で官民一体の取り組み 内藤雅義

 22 徳島県神山町 日本の田舎をステキに変えるサテライトオフィス 竹内和啓

 24 宮崎県都城市 地元酒造会社と連携してＰＲ戦略を展開 野見山修一

 26 鹿児島県肝付町 ＡＮＡと連携して「宇宙に一番近い町」を発信 木佐貫英哉

 28 副基調論文 地域経済の好循環と地方圏への人・仕事の流れの創出 梶原　清（総務省地域自立応援課課長補佐）

 32 地域トピックス　大阪府 行政としての新たな資金調達の調査・研究 難波英太郎
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MICHIKARAのチームメンバー

● 長野県塩尻市（p14-15）

地域起業家による事業プレゼンテーションの様子

● 千葉県（p12-13）

高野建設とドローン応援プロジェクトパートナー
協定を締結
● 宮城県丸森町（p10-11）

ニセコの夏の体験観光の中心、ラフティング

● 北海道ニセコ町、倶知安町（p６- ７）

釜石市と宿泊施設専用のウェブサイトを運営する
米国のＡｉｒｂｎｂが観光促進に関する覚書を締結
● 岩手県釜石市（p８- ９）

ຽͰऔり૊Ή地ํ૑ੜ׭
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
い
っ
て
も
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
の
か
、
事
業
者
が
実
施
す
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
政
が
支
援
す
る
の

か
、
な
ど
関
わ
り
方
は
様
々
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
や
り
方
で
あ
っ
て
も
観
光
に
よ

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提

案
が
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
ま
す
。

先
進
地
の
事
例
視
察

研
究
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
認
識
し
た
課

題
解
決
の
た
め
、
私
は
４
人
の
研
究
員
か

ら
な
る
「
観
光
」
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
及
び
茨
城
県
城
里

町
を
視
察
し
ま
し
た
。
鎌
倉
市
で
は
、
自

治
体
が
主
体
と
な
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
支
援
を
通

し
て
観
光
案
内
板
を
設
置
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
城
里
町
で
は
、
学
生
グ
ル
ー
プ

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
ダ
ム
カ
レ
ー

開
発
に
つ
い
て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
町
役
場
が
支
援
し
た
事
例
が
あ
り

ま
す
。
視
察
で
は
、
担
当
者
の
説
明
を
聞

き
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

に
関
連
す
る
観
光
案
内
板
や
施
設
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
両
自
治
体
と
も
、
共
通

し
て
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
支
援
を
募
る
も
の
で
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で
な
く
、

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
市
内
の
施
設
に
掲
示

し
た
り
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
配
布

し
た
り
と
、
地
道
な
広
報
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
城

里
町
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ

と
が
町
内
外
へ
の
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
り

ま
し
た
し
、
支
援
に
対
す
る
返
礼
品
と
し

て
ダ
ム
カ
レ
ー
試
食
券
な
ど
を
用
意
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
者
に
よ
る
城
里
町

へ
の
訪
問
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
行
政
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
わ
っ
た
担
当
者
の
生

の
声
は
非
常
に
具
体
的
で
、
私
が
今
後
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
場

合
の
大
き
な
示
唆
を
そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
年
度

末
に
か
け
て
、
視
察
内
容
を
基
に
グ
ル
ー

プ
で
報
告
書
を
作
成
し
、
さ
ら
に
知
識
を

深
め
な
が
ら
成
果
報
告
会
に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

研
究
会
で
得
ら
れ
た
成
果

私
は
初
め
て
マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
研

究
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
１
年
と
い
う

期
間
を
通
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
非
常
に
有
意
義
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
行
政
に

お
い
て
も
様
々
な
部
門
で
行
わ
れ
る
の

で
、研
究
員
の
所
属
は
文
化
部
門
や
土
木
・

環
境
部
門
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
日
常
の

業
務
で
は
な
か
な
か
関
わ
る
こ
と
の
な
い

他
市
職
員
と
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
る

こ
と
も
大
変
刺
激
に
な
り
ま
す
。

本
研
究
会
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
職

場
に
持
ち
帰
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
積
極

的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
府
内
市
町
村

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
言

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研究会グループ討議の様子

城里町担当者及び地域おこし協力隊からプロジェクト概要について聞き取り

鎌倉市担当者からプロジェクト概要について聞き取り
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ＮＰＯ法人母力向上委員会と富士宮市役所職員一丸となり、市内の
コンビニと連携して「ベビーステーション」事業に取り組んでいます
● 静岡県富士宮市（p16-17）

大山町営ケーブルテレビで地元中高生がＰＲ動画づくり

● 鳥取県大山町（p18-19）

買い物支援サービスの実証実験。
食料品などを自宅に配達
● 島根県津和野町（p20-21）

80を超える地元事業者が加入する「都城市ふるさ
と納税振興協議会」の意見交換会議風景
● 宮崎県都城市（p24-25）

日本の田舎をステキに変えるサテライトオフィス。
サテライトワークの風景
● 徳島県神山町（p22-23）

ＪＡＸＡ職員の指導で製作された水ロケットの
打ち上げ
● 鹿児島県肝付町（p26-27）



特 集
は
じ
め
に

日
本
経
済
が
θ
ロ
成
௕
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
प
知
で

あ
り
、
θ
ロ
ۚ
利
と
い
う
ҟ
常
な
政
ࡦ
や
他
の
ࠃ
で
は
経

ݧ
し
た
こ
と
の
な
い
ࡒ
政
へ
の
ґ
ଘ
は
続
い
て
い
る
。
ੈ

ք
的
に
見
れ
͹
、
日
本
の
１
人
当
た
り
̜
̙
Ｐ
は
す
で
に

ベ
ス
ト
ς
ン
か
ら
ফ
͑
て
ٱ
し
い
。
ग़
生
཰
の
௿
Լ
や
௕

࣌
間
࿑
ಇ
を
ؚ
め
て
、
日
本
の
当
໘
す
る
問
題
は
ا
業
や

࢈
業
の
ڝ
૪
力
に
関
わ
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
問
題
も
ಉ
様
で
あ
る
。
̏
年
લ
「
地
方

૑
生
」
と
い
う
Ω
Ỿ
ッ
チ
フ
レ
ー
ζ
が
ୈ
ೋ
࣍
҆
ഒ
内
ֳ

で
՚
々
し
く
デ
Ϗ
ỿ
ー
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
地
方
の
「
地

域
ৼ
ڵ
」
は
「
地
域
活
性
化
」
や
「
地
域
࠶
生
」
と
໊
শ

を
変
͑
な
が
ら
政
ࡦ
が
࣍
々
に
ల
開
さ
れ
て
き
た
。
ど
の

よ
う
な
言
༿
を
࢖
お
う
と
、
こ
れ
は
地
域
の
発
ల
で
あ
り

経
済
成
௕
で
あ
る
。「
地
方
૑
生
」
と
言
い
換
͑
て
も
内

実
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
地
方
૑
生
」
の
内
実
は

地
域
に
お
け
る
経
済
的
発
ల
で
あ
る
。
地
方
૑
生
は
政
ࡦ

౤
ࢿ
で
は
解
決
で
き
な
い
。
経
済
活
動
、
ا
業
活
動
で
し

か
地
域
の
発
ల
は
解
決
で
き
な
い
。
地
域
の
経
済
発
ల
に

向
け
た
ख
ॱ
は
も
ち
Ζ
ん
ඞ
ཁ
で
あ
る
。
地
域
の
発
ల
、

す
な
わ
ち
仕
事
や
所
得
を
生
み
ग़
す
力
は
地
方
૑
生
に
ٻ

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
࢈
業
の
生
࢈
性
上
ঢ
や

経
済
的
あ
る
い
は
ࣾ
会
的
な
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
が
基
൫
で

あ
る
。

地
域
の
戦
略

と
こ
Ζ
で
、
人
ޱ
ݮ
গ
が
ݱ
実
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ

を
食
い
ࢭ
め
る
ま
で
い
か
な
い
に
し
て
も
対
Ԡ
し
な
け
れ

͹
な
ら
な
い
と
し
て
、政
府
は
「
人
ޱ
Ϗ
ジ
ἀ
ン
」
と
「
地

方
൛
૯
合
ઓ
ུ
」
を
֤
自
治
体
に
作
成
さ
ͤ
た
。
人
ޱ
ݮ

গ
を
食
い
ࢭ
め
る
た
め
に
は
地
方
の
ޏ
用
や
所
得
を
૿
加

さ
ͤ
る
ඞ
ཁ
が
あ
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
Ξ
ン
έ
ー
ト

か
ら
も
明
ന
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
方
の
経
済
的
発
ల
で
あ

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

企
業
が
拓
く
地
方
創
生
の
可
能
性

Ổ
地
域
が
ٻ
め
る
の
は
経
済
活
動
、
ا
業
活
動
に
よ
る
発
ల
Ổ

岡
本
　
義
行

法
政
大
学
大
学
院
教
授

筆者プロフィール

岡本 義行氏
（おかもと・よしゆき）

1947年東京都生まれ。1976年法政大学社会学部助手、1978
年京都大学大学院経済研究科博士課程単位取得。博士（経済学）。
1984-1986 年エイナウディ財団（イタリア・トリノ）研究員、
1987年法政大学社会学部教授を経て、2008年法政大学大学院
政策創造研究科教授。2004 年法政大学地域研究センター副所
長（現在所長）。専門は　企業論、産業論、地域経済学。
主な著書は「イタリアの中小企業戦略」「産業集積の転換可能
性：なぜ産業集積は進化するのか」「イノベーションマネジメン
ト研究」など。
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り
、
̜
̙
Ｐ
の
上
ঢ
で
あ
る
。
政
ࡦ
的
な
౤
ࢿ
で
は
持
続

的
な
成
௕
は
で
き
な
い
。
ຽ
間
の
Ϗ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
の

み
可
ೳ
で
あ
る
。

そ
の
ઓ
ུ
を
ど
の
よ
う
に
ඳ
く
の
か
。
こ
れ
こ
そ
ਅ
݋

に
֤
地
域
が
ٞ
࿦
し
ߟ
͑
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。
今
ճ
は
֤
地
域
に
と
っ
て
は
非
常
に
ྑ
い
ػ
会
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、
自
治
体
の
「
૯
合
ઓ
ུ
」
は
̝
Ｐ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
は
地
域
ಛ
性
の
な
い
૯
Ֆ
的
な

「
ઓ
ज़
」
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。

地
方
の
主
ཁ
な
࢈
業
は
೶
ྛ
ਫ
࢈
業
で
あ
る
。
地
方
に

ઌ
୺
࢈
業
を
ҭ
成
す
る
に
は
࣌
間
が
か
か
る
が
、
ڝ
૪
力

の
あ
る
೶
ྛ
ਫ
࢈
業
の
ҭ
成
は
可
ೳ
で
あ
る
。
後
に
ड़
΂

る
よ
う
に
、
ઌ
進
ॾ
ࠃ
は
Կ
ら
か
の
ڝ
૪
的
な
地
域
࢈
業

を
ҭ
成
し
て
い
る
。

地
方
૑
生
に
は
、
ى
業
や
Ϗ
ジ
ネ
ス
環
境
の
վ

ળ
の
よ
う
な
௕
期
的
ߏ
଄
վ
ֵ
が
ඞ
ཁ
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
ݱ
す
る
の
が
、「
地
域
活
性
化
の
ϝ
カ

χ
ζ
ム
」
を
活
用
し
た
「
ઓ
ུ
」
で
あ
る
。
と
も

か
く
࣌
間
が
か
か
っ
て
も
、
ڝ
૪
力
の
あ
る
࢈
業

を
ҭ
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
土
࢈
෺
や
̗
ڃ

グ
ル
ϝ
だ
け
で
は
地
方
૑
生
は
೉
し
い
だ
Ζ
う
。

あ
͑
て
言
͑
͹
、
ا
業
活
動
も
グ
ロ
ー
ό
ル
な
ڝ

૪
力
が
今
や
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
。

Ҏ
Լ
で
は
、
た
ま
た
ま
ԑ
あ
っ
て
ґ
པ
さ
れ
た

「
地
方
൛
૯
合
ઓ
ུ
」
の
作
成
ա
ఔ
で
実
施
し
た

Ξ
ン
έ
ー
ト
と
ώ
Ξ
Ϧ
ン
グ
の
ௐ
ࠪ
݁
果
を
参
ߟ

に
し
な
が
ら
、「
ا
業
が
୓
く
地
方
૑
生
の
可
ೳ

性
」
を
ߟ
͑
て
み
た
い
。

「
地
方
版
総
合
戦
略
」

作
成
の
調
査
か
ら

こ
の
ௐ
ࠪ
݁
果
を
શ
て
঺
հ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
࿦
఺
に
関
わ
る
݁
果
を
い
く
つ
か
঺
հ
し
よ
う
。

ௐ
ࠪ
し
た
地
域
は
、
த
ࢁ
間
地
を
ؚ
Ή
த
ࠃ
ࢁ
地
に
Ґ

置
す
る
人
ޱ
໿
１
ສ
４
ઍ
人
の
自
治
体
で
あ
る
。
શ
ࠃ
的

に
見
て
も
ฏ
ۉ
的
な
地
域
で
あ
る
。主
ཁ
な
࢈
業
は
೶
業
、

ྛ
業
で
あ
る
が
、
川
を
活
用
し
た
ཆ
৩
事
業
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。
খ
ن
໛
で
あ
る
が
࿝
ฮ
の
Թ
ઘ
֗
も
あ
る
。
当

地
の
自
વ
を
基
൫
と
し
た
観
光
ࢿ
ݯ
に
は
可
ೳ
性
が
あ

る
。Ξ

ン
έ
ー
ト
ௐ
ࠪ
の
݁
果
で
໨
を
Ҿ
く
の
は
、
い
く
つ

か
の
ܗ
を
変
͑
た
࣭
問
に
対
し
て
、
௿
所
得
や
௿
ऩ
入
が

問
題
で
あ
る
と
ճ
౴
す
る
ॅ
ຽ
が
多
く
、
໿
50
ˋ
が
年
ऩ

̏
̌
̌
ສ
ԁ
ະ
ຬ
で
あ
る
こ
と
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
೶

業
所
得
が
௿
い
こ
と
も
ݪ
Ҽ
で
あ
る
。
݉
業
೶
Ո
で
は
೶

業
ऩ
入
が
１
̌
̌
ສ
ԁ
ະ
ຬ
の
人
が
95
ˋ
を
௒
͑
て
い

る
。
そ
れ
は
生
活
に
様
々
な
Ө
ڹ
を
༩
͑
る
。
গ
ࢠ
化
の

ݪ
Ҽ
に
も
な
っ
て
い
る
。
ࢠ
ڙ
を
̏
人
持
つ
の
が
ཧ
૝
と

ճ
౴
す
る
人
は
50
ˋ
を
௒
͑
る
が
、
所
得
の
௿
さ
や
不
҆

ఆ
さ
に
よ
り
、
ま
た
ཆ
ҭ
අ
で
ࢠ
ڙ
を
ఘ
め
て
い
る
人
も

গ
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
Ζ
で
、
今
日
ถ
作
は
日
本
த
の
地
域
が
ڝ
૪
૬
ख

で
あ
る
と
い
っ
て
も
ա
言
で
は
な
く
、
ࠩ
ผ
化
し
て
ڝ
૪

༏
Ґ
を
֫
得
す
る
こ
と
は
೉
し
い
。
し
か
し
、
೶
ڠ
を
は

͡
め
೶
業
関
܎
者
、೶
Ո
の
多
く
は
ถ
作
に
߆
っ
て
い
る
。

問 「兼業農家」の方にお尋ねします。農業の収入は
どれくらいですか。（○はひとつ）

項目 回答数 ％

１ 収入なし（自家消費）

万円未満

万円～ 万円未満

万円～ 万円未満

万円以上

表　兼業農家の収入

図　実際の子供の数と希望する子供の数に差がある理由

子育ての課題
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そ
の
生
࢈
性
を
向
上
さ
ͤ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
地

域
に
よ
っ
て
は
集
ஂ
Ӧ
೶
化
し
大
ن
໛
化
に
よ
っ
て
ޮ
཰

を
上
͛
て
い
る
と
こ
Ζ
も
あ
る
。
さ
ら
に
̞
̩
や
Ａ
̞
な

ど
に
よ
る
ແ
人
化
に
औ
り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
。こ
う
し
た
औ
り
組
み
は
地
域
͙
る
み
で
ਪ
進
す
る
か
、

大
ا
業
に
೚
ͤ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
೶
Ո
の
ߟ
͑
方

͹
か
り
で
な
く
、
೶
業
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
఻
౷
的
Ҵ

作
と
ڧ
く
݁
び
つ
い
て
い
る
の
で
や
っ
か
い
だ
。

プ
ロ
の
農
家
と
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
が 

地
方
創
生
を
実
現
す
る
鍵
で
あ
る

஫
໨
し
た
の
は
ト
マ
ト
࠿
ഓ
で
あ
る
。
޾
い
こ
こ
に
は

40
年
લ
に
Φ
ラ
ン
ダ
か
ら
༌
入
さ
れ
た
ϋ
ウ
ス
࠿
ഓ
が
あ

る
。
ト
マ
ト
は
ਫ
ߞ
࠿
ഓ
で
あ
り
、
ϋ
ウ
ス
に
は
୸
ࢎ
Ψ

ス
が
஫
入
さ
れ
て
い
る
。ಠ
自
の
市
場
も
開
୓
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
࠿
ഓ
方
๏
は
ઍ
༿
大
な
ど
で
研
究
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ٕ
ज़
が
こ
こ
に
も
ए
ׯ
で
は
あ
る
が
Ҡ
స
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
Φ
ラ
ン
ダ
の
ऩ
ྔ
は
日

本
の
お
よ
そ
̎
ഒ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Φ
ラ
ン
ダ
は
ࠃ
土

が
খ
さ
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
ੈ
ք
ୈ
̎
Ґ
の
೶
࢈
෺
༌
ग़

大
ࠃ
で
あ
り
、
日
本
に
も
ト
マ
ト
を
༌
ग़
し
て
い
る
。
ϫ

ー
へ
χ
ン
ή
ン
を
த
৺
に
大
学
や
研
究
ػ
関
も
೶
業
の
ٕ

ज़
や
品
छ
վ
ྑ
を
支
援
す
る
。
日
本
の
食
品
関
連
の
大
ا

業
も
研
究
所
を
こ
こ
に
お
い
て
い
る
。
ప
ఈ
し
た
೶
業
の

知
識
࢈
業
化
を
໨
ࢦ
し
て
い
る
。

と
こ
Ζ
で
、
Φ
ラ
ン
ダ
で
ト
マ
ト
ߞ
作
を
実
ࡍ
に
視
察

し
て
い
く
つ
か
の
఺
で
ڻ
い
た
。
一
つ
は
、
日
本
の
छ
ࢠ

の
ト
ッ
プ
ϝ
ー
カ
ー
と
ڠ
力
関
܎
に
あ
る
な
ど
、
ࠃ
や
地

域
の
市
場
͝
と
に
対
Ԡ
す
る
マ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
力
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
設
備
や
೶
ༀ
࢖
用
で
も
日
本
と
は
ҟ
な
る
。
例

͑
͹
、
ト
マ
ト
の
ऩ
ྔ
を
上
͛

る
た
め
に
は
എ
を
ߴ
く
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
11
Ỗ
12

ஈ
ま
で
実
を
෇
け
さ
ͤ
る
。
そ

の
た
め
に
は
ϋ
ウ
ス
の
ߴ
さ
を

ߴ
く
し
な
け
れ
͹
な
ら
な
い

し
、
ख
入
れ
や
ऩ
֭
の
た
め
に

୆
ं
の
よ
う
な
設
備
も
ඞ
ཁ
に

な
る
。
日
本
の
೶
࢈
෺
は
೶
ༀ

࢖
用
も
あ
り
̚
̪
な
ど
へ
の
༌

ग़
は
྘
஡
の
よ
う
に
೉
し
い
。

̚
̪
の
方
が
ݫ
し
い
の
だ
。
当

વ
、
Φ
ラ
ン
ダ
の
ト
マ
ト
࠿
ഓ

で
も
ප
ؾ
や
֐
஬
の
問
題
に
௚
໘
す
る
。
֐
஬
に
対
し
て

は
ௗ
を
ϋ
ウ
ス
内
に
ඈ
͹
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ඞ
ཁ
な
୸
ࢎ
Ψ
ス
は
ਫ
道
や
Ψ
ス
の
よ
う
に

道
࿏
の
Լ
に
ຒ
設
さ
れ
て
地
域
で
利
用
す
る
設
備
が
あ
っ

た
。
光
の
ྔ
や
Թ
度
な
ど
１
̌
̌
߲
໨
に
ۙ
い
ύ
ラ
ϝ
ー

タ
ー
に
関
す
る
ϊ
ウ
ϋ
ウ
が
஝
積
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
ڠ
力
で
き
る
と
こ
Ζ
は
ຽ
間
で
ڠ
力
す
る
。
マ
ー
έ

ς
ィ
ン
グ
ま
で
の
広
い
ൣ
ғ
で
大
学
や
研
究
ػ
関
が
Ϗ
ジ

ネ
ス
と
し
て
支
援
す
る
。
こ
う
し
た
೶
業
の
体
੍
は
ۙ
年

ߏ
ங
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
19
ੈ
ل
末
か
ら
の
ઓ
ུ
で

あ
る
と
い
う
。

日
本
の
ࠃ
土
の
70
ˋ
は
ࢁ
地
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
৿

ྛ
で
෴
わ
れ
て
い
る
。
ࢁ
間
地
に
お
け
る
経
済
基
൫
は
か

つ
て
ྛ
業
や
木
ࡐ
業
で
あ
っ
た
。
今
日
、
木
ࡐ
の
80
ˋ
が

༌
入
さ
れ
、
৿
ྛ
の
活
用
が
ڣ
͹
れ
て
い
る
が
、
৿
ྛ
の

ख
入
れ
さ
͑
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
৘
で
あ
る
。
Ԭ
ࢁ
県

の
੢
҄
倉
村
や
ਅ
ఉ
市
、
๺
ւ
道
の
Լ
川
町
の
よ
う
に
、

Ϗ
ジ
ネ
ス
化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
α
ス
ς
イ
φ
ϒ
ル

な
本
֨
的
࢈
業
と
い
͑
る
の
だ
Ζ
う
か
。

ド
イ
π
で
は
、
ྛ
業
は
ޏ
用
の
観
఺
か
ら
す
る
と
࠷
大

の
࢈
業
と
い
わ
れ
て
い
る
ớ
川
Լ
の
੡
ࢴ
業
も
ؚ
ま
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
Ờ。
い
ず
れ
に
ͤ
よ
、「
৿
の
ຽ
」
と

ݺ
͹
れ
た
ド
イ
π
、
ス
イ
ス
あ
る
い
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な

ど
๺
Ԥ
で
は
、
ྛ
業
は
地
域
に
と
っ
て
ॏ
ཁ
な
࢈
業
な
の

で
あ
る
。「
フ
Ỽ
レ
ス
タ
ー
」
と
い
う
ઐ
門
Ո
が
ྛ
業
の

主
役
で
あ
る
。
作
業
道
、
ྛ
道
、
ࡧ
道
な
ど
に
よ
る
༌
ૹ

経
࿏
や
༌
ૹ
ख
ஈ
の
બ
୒
か
ら
ൢ
ച
ま
で
を
担
っ
て
い

る
。フ

Ỽ
レ
ス
タ
ー
は
ド
イ
π
ݍ
ಛ
有
の
ࢿ
֨
੍
度
で
あ

る
。
ド
イ
π
や
ス
イ
ス
で
は
土
地
を
入
ख
し
て
೶
業
に
ै

事
す
る
た
め
に
は
ڭ
ҭ
を
ड
け
る
ඞ
ཁ
が
あ
る
。
自
୐
の

प
ล
の
「
ク
ラ
イ
ン
Ψ
ル
ς
ン
」
は
問
題
な
い
が
、
೶
業

に
ै
事
す
る
た
め
に
生
࢈
ख
ஈ
と
し
て
土
地
を
入
ख
す
る

に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ӡ
స
だ
け
で
は
な
く
経
ཧ
や
マ
ー

έ
ς
ィ
ン
グ
ま
で
学
͹
Ͷ
͹
な
ら
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

ཆ
ಲ
に
つ
い
て
も
ಉ
様
に
基
ૅ
的
な
知
識
や
経
ݧ
、
４
Ỗ ΦϥϯμトϚト޻৔Ͱੜ࢈ग़ՙ͞ΕͨトϚト
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̑
年
͙
ら
い
の
ڭ
ҭ
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

地
域
産
業
の
競
争
力

今
ճ
の
報
告
書
と
は
ผ
の
࿦
఺
で
あ
る
が
、
ச
࢈
や
ړ

業
に
つ
い
て
も
地
域
࢈
業
で
あ
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
ό
ル

な
ڝ
૪
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
ཆ
ಲ
や
ϊ

ル
ウ
ェ
ー
の
ړ
業
も
グ
ロ
ー
ό
ル
な
ڝ
૪
力
を
持
つ
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
が
ॏ
ཁ
な
役
ׂ

を
果
た
す
。
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
は
த
ࠃ
に
࣍
い
で
ੈ
ք
ୈ
ೋ
の

ڕ
ྨ
の
༌
ग़
ࠃ
で
あ
る
。
日
本
͹
か
り
で
な
く
、
ੈ
ք
த

の
ճ
స
ण
࢘
԰
で
ग़
て
く
る
α
ー
Ϟ
ン
の
΄
と
ん
ど
は
ϊ

ル
ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
Ϥ
ル
ド
で
ཆ
৩
さ
れ
た
༌
入
品
で
あ

る
。ཆ

৩
の
ٕ
ज़
は
࠷
初
日
本
か
ら
も
ಋ
入
さ
れ
た
が
、
Ӥ

を
は
͡
め
ཆ
৩
の
ٕ
ज़
的
な
研
究
に
よ
っ
て
ඈ
༂
的
に
発

ల
し
た
。
さ
ら
に
マ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
や
ྲྀ
通
の
進
化
に
よ

っ
て
、
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
で
ཆ
৩
さ
れ
た
α
ー
Ϟ
ン
が
ཌ
日
に

は
日
本
の
ण
࢘
԰
で
食
΂
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
ړ
業
の
α
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
ړ
֫
෺
の
自
څ
཰
は
60
ˋ
ఔ

度
で
あ
り
、
40
ˋ
は
༌
入
し
て
い
る
。
प
ล
ࠃ
の
ړ
֫
の

問
題
は
あ
る
に
ͤ
よ
、
生
࢈
性
が
௿
く
೩
ྉ
୅
も
ग़
な
い

ړ
業
で
は
ܧ
続
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ϊ
ル
ウ
ェ
ー
の
ړ
業
は
生
࢈
性
が
ߴ
く
ߴ
෇
加
Ձ
஋
の

࢈
業
で
あ
る
。
日
本
の
ړ
ࢣ
の
ฏ
ۉ
年
ऩ
は
̎
̌
̌
ສ
ԁ

に
ຬ
た
な
い
が
、
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
の
ړ
ࢣ
の
年
ऩ
は
１
̌
̌

̌
ສ
ԁ
を
௒
͑
る
。
ړ
業
の
෇
加
Ձ
஋
が
ߴ
く
な
い
と
、

人
ࡐ
が
他
࢈
業
へ
ྲྀ
れ
て
し
ま
い
、
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
の
ړ
業

は
ফ
໓
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
の
௕
い
Ԋ

؛
部
は
ま
さ
し
く
ա
ૄ
地
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
ό
イ

Ω
ン
グ
が
ॅ
ん
で
い
た
が
、
ߴ
い
所
得
の
ັ
力
的
な
職
場

が
生
ま
れ
る
と
、
Ҡ
ॅ
を
࢝
め
た
。
Ξ
ϝ
Ϧ
カ
に
も
多
く

の
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
人
が
Ҡ
ຽ
し
た
。
ॅ
ຽ
が
গ
な
く
な
る
と

日
本
の
த
ࢁ
間
地
と
ಉ
様
に
ա
ૄ
化
の
ѱ
॥
環
が
࢝
ま

る
。
し
た
が
っ
て
、
ړ
業
の
ߴ
෇
加
Ձ
஋
化
は
ॏ
ཁ
な
ࠃ

土
政
ࡦ
で
も
あ
っ
た
。

地
域
の
経
済
基
൫
と
し
て
࢈
地
や
地
場
࢈
業
と
ݺ
͹
れ

る
地
域
࢈
業
を
๨
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
20
年
લ
͙
ら

い
ま
で
に
は
̑
̌
̌
カ
所
を
ӽ
͑
る
੡
଄
業
の
地
域
࢈
業

が
શ
ࠃ
に
఺
ࡏ
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
地
域
࢈
業
の
த
に

は
ߐ
ށ
࣌
୅
Ҏ
લ
か
ら
ཱ
地
し
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
఻

౷
的
な
࢈
業
の
த
に
は
ফ
໓
し
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る

が
、
そ
う
し
た
த
で
、
地
域
࢈
業
は
経
済
環
境
に
ద
合
し

て「
స
換
す
る
」あ
る
い
は「
レ
ジ
Ϧ
Τ
ン
スớ
ճ
෮
Ờの
」

ඞ
ཁ
が
あ
る
。
ઌ
進
ࠃ
に
は
そ
う
し
た
స
換
に
成
ޭ
し
て

今
日
で
も
グ
ロ
ー
ό
ル
な
ڝ
૪
力
を
ҡ
持
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
そ
う
し
た
స
換
を
可
ೳ
に
し
ଅ
進
す
る
ཁ
Ҽ
は

人
ࡐ
と
シ
ス
ς
ム
で
あ
り
地
域
自
体
の
政
ࡦ
で
あ
る
。
研

究
ػ
関
の
ॏ
ཁ
性
も
ࢦ
ఠ
で
き
る
。
ઌ
΄
ど
の
ϊ
ル
ウ
ェ

ー
の
Ԋ
؛
部
に
は
ϊ
ル
ド
大
学
や
ト
ロ
ム
ι
大
学
౳
が
設

置
さ
れ
た
。
ド
イ
π
の
ル
ー
ル
地
方
で
は
、
ॏ
ް
௕
大
࢈

業
の
స
換
を
ଅ
進
す
る
た
め
に
大
学
が
設
置
さ
れ
て
き
た
。

お
わ
り
に

地
方
૑
生
の
た
め
に
は
地
域
の
ޏ
用
・
所
得
の
૿
加
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
地
域
経
済
の
生
࢈
性
を
向
上

さ
ͤ
て
地
域
࢈
業
の
ڝ
૪
力
を
向
上
さ
ͤ
る
こ
と
で
あ

る
。
地
域
࢈
業
の
ߴ
෇
加
Ձ
஋
化
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
ٕ
ज़
、
経
Ӧ
ϊ
ウ
ϋ
ウ
、
組
৫
、
仕
組
み
な
ど
を
イ

ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
し
な
く
は
な
ら
な
い
。

す
で
に
ड़
΂
た
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
ړ
ࢣ
や
ړ
業
関
܎

者
、
さ
ら
に
ࠃ
ຽ
の
ߴ
学
ྺ
化
を
進
め
て
い
る
。
私
が
਺

年
લ
に
会
っ
た
ړ
ڠ
の
ઐ
務
ཧ
事
は
ࣾ
会
学
ത
࢜
で
あ
っ

た
。
ϊ
ル
ウ
ェ
ー
は
ا
業
の
ै
業
員
に
「
イ
ン
ダ
ス
ト
Ϧ

Ξ
ルPh.D

」
の
औ
得
を
ਪ
進
し
支
援
し
て
い
る
。
ړ
業

で
も
ཆ
৩
か
ら
マ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
・
ྲྀ
通
ま
で
イ
ϊ
ベ
ー

シ
ἀ
ン
を
ଅ
進
す
る
た
め
に
、
Պ
学
的
な
知
識
や
思
ߟ
を

ॏ
ཁ
視
し
て
い
る
。

̚
̪
શ
体
で
地
域
ͮ
く
り
の
た
め
に
、
ҟ
分
໺
の
म
࢜

を
い
く
つ
か
持
つ
ઐ
門
Ո
が
ཱ
案
実
施
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
ઐ
門
Ո
の
会
ٞ
が
ස
ൟ
に
行
わ
れ
、
৘
報
共
有
と
政

ࡦ
൷
൑
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
発
ల
や
地
域
活
性
化
に
は
い
く
つ
か
の

Ω
ー
に
な
る
ス
ς
ッ
プ
が
あ
る
が
、
ผ
の
ػ
会
に
ड़
΂
た

い
。
と
も
か
く
、
࣌
間
が
か
か
っ
て
も
֬
実
な
地
域
ͮ
く

り
の
ス
ς
ッ
プ
を
า
ん
で
、
地
域
の
ࣾ
会
や
経
済
の
ߏ
଄

を
స
換
し
、
地
方
૑
生
を
実
ݱ
さ
ͤ
た
い
も
の
で
あ
る
。

ϊル΢ェーのւ֎のूམ
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ニ
セ
コ
冬
市
場
の
崩
壊

１
̕
̔
̌
年
୅
後
൒
か
ら
１
̕
̕
̌
年
୅
લ
൒
に
か
け

て
、
日
本
は
୭
も
が
ス
Ω
ー
に
行
く
࣌
୅
だ
っ
た
。
そ
の

ス
Ω
ー
ό
ϒ
ル
の
࠷
後
に
私
は
χ
セ
ί
に
や
っ
て
き
た
。

当
࣌
の
χ
セ
ί
は
Կ
ઍ
も
の
೤
৺
な
ス
Ω
ー
Ϡ
ー
た
ち
が

ྻ
を
な
し
て
Ϧ
フ
ト
に
ฒ
び
、
ス
Ω
ー
に
අ
や
す
日
々
だ

っ
た
。
大
し
た
ة
ݥ
を
๯
さ
ず
と
も
Τ
ン
ド
レ
ス
に
ύ
ウ

ダ
ー
ス
ϊ
ー
を
ଘ
分
に
ָ
し
め
た
。
ま
さ
に
χ
セ
ί
は
ス

Ω
ー
Ϡ
ー
に
と
っ
て
の
ఱ
ࠃ
だ
っ
た
。

શ
ࠃ
で
࣍
々
と
ス
Ω
ー
場
が
開
発
さ
れ
た
が
、
࢒
೦
な

こ
と
に
΄
と
ん
ど
の
ス
Ω
ー
場
は
Ϧ
κ
ー
ト
地
と
い
う
に

は
΄
ど
ԕ
く
、
ス
Ω
ー
Ҏ
外
の
ޘ
ָ
に
๡
し
い
も
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
90
年
୅
の
不
ܠ
ؾ
の
࣌
୅
に
入
り
、
日
本

の
ス
Ω
ー
市
場
は
่
れ
、
ス
Ω
ー
Ϧ
κ
ー
ト
を
ҡ
持
し
て

い
く
こ
と
は
ࠔ
೉
に
な
っ
た
。

◆◆◆

ニ
セ
コ
夏
市
場
の
拡
大

ౙ
市
場
શ
体
が
่
れ
て
き
た
と
き
、
Կ
か
Ն
シ
ー
ζ
ン

に
人
を
ݺ
び
ࠐ
Ή
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
が

っ
た
。
し
か
し
、
ス
Ω
ー
Ϧ
κ
ー
ト
を
通
年
ܕ
Ϧ
κ
ー
ト

に
も
っ
て
い
く
だ
け
の
経
ݧ
は
୭
に
も
な
か
っ
た
。

こ
の
࣌
に
私
は
、
དྷ
た
࣌
に
す
る
こ
と
が
あ
れ
͹
、
人

は
དྷ
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
、ớ
シ
ン
プ
ル
に
人
々
が

す
る
な
に
か
を
作
Ζ
う
Ờ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
私
は
๺
ւ

道
で
は
࠷
初
ớ
日
本
に
お
い
て
も
΄
΅
࠷
初
Ờ
の
ラ
フ
ς

ィ
ン
グ
会
ࣾ
を
ཱ
ち
上
͛
た
。
ॠ
く
間
に
χ
セ
ί
は
๺
ւ

道
の
み
な
ら
ず
日
本
の
Ξ
ウ
ト
ド
Ξ
の
த
৺
地
と
な
り
、

人
々
が
଍
を
ӡ
ん
で
く
る
と
こ
Ζ
に
な
っ
た
。

私
は
通
年
ܕ
Ϧ
κ
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
ॅ
Ή
場
所
と
し

て
の
χ
セ
ί
の
ະ
དྷ
を
ڧ
く
感
͡
、
こ
の
Τ
Ϧ
Ξ
の
た
め

に
ϒ
ラ
ン
ド
、
শ
߸
、
໨
ඪ
を
掲
͛
て
औ
り
組
ん
だ
。
そ

し
て
χ
セ
ί
は
日
本
や
Ξ
ジ
Ξ
の
Ξ
ウ
ト
ド
Ξ
ラ
イ
フ
ス

◆◆◆

タ
イ
ル
の
த
৺
地
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
χ
セ
ί
や
۞
知
҆
が
日
本
の
த
で
通
年
ܕ
Ϧ
κ

ー
ト
地
と
し
て
成
ޭ
し
た
経
Ң
だ
。

ニ
セ
コ
の
海
外
市
場
の
始
ま
り

̎
̌
̌
１
年
に
χ
ỿ
ー
Ϥ
ー
ク
で
の
ς
ロ
事
݅
が
あ
り

ੈ
ք
は
਒
Ꭵ
し
た
。
多
く
の
Φ
ー
ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
人
は
߃
例

の
ւ
外
ス
Ω
ー
ト
Ϧ
ッ
プ
を
औ
り
や
め
た
。
し
か
し
̎
つ

の
খ
さ
な
ス
Ω
ー
ཱྀ
行
会
ࣾ
が
χ
セ
ί
へ
の
ཱྀ
行
を
औ
り

ѻ
い
、
そ
の
年
の
ౙ
に
そ
れ
ͧ
れ
10
人
ず
つ
の
お
٬
様
を

10
ճ
、
合
ܭ
̎
̌
̌
人
を
χ
セ
ί
に
ૹ
り
ࠐ
Ή
こ
と
が
で

き
た
。

̎
̌
̌
人
の
ス
Ω
ー
Ϡ
ー
、
こ
れ
が
、
χ
セ
ί
が
Φ
ー

ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
の
ス
Ω
ー
ཱྀ
行
市
場
で
٭
光
を
ཋ
び
る
の
に

ඞ
ཁ
と
し
た
人
਺
だ
っ
た
。

χ
セ
ί
の
ઇ
࣭
は
と
て
も
よ
く
、
し
か
も
ຖ
日
߱
り
積

も
る
。
ཱྀ
行
会
ࣾ
は
΄
と
ん
ど
׬
ᘳ
な
ί
ン
デ
ィ
シ
ἀ
ン

を
อ
ূ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ύ
ウ
ダ
ー
ス
ϊ
ー
を
ׇ
๬

し
て
い
る
Φ
ー
ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
の
ス
Ω
ー
Ϡ
ー
は
、
ス
Ω
ー

◆◆◆

Ӧ͢ΔΞυϕϯνϟーηϯλーܦ͕̘̖̣

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

北
海
道
ニ
セ
コ
町

倶
知
安
町

ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｃ　

代
表

地
元
自
治
体
と
共
同
で

 

ニ
セ
コ
を
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
地
に

Ổ
町
を
、ॅ
み
、ಇ
く
の
に
๬
ま
し
い
場
所
に
す
る
た
め
の
π
ー
Ϧ
ζ
ム
Ổ
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Ϧ
フ
ト
を
߱
り
て
す
͙
に
、
ක
ま
で
ຒ
ま
る
ख
つ
か
ず
の

デ
ィ
ー
プ
ύ
ウ
ダ
ー
ス
ϊ
ー
を
ָ
し
め
た
。
χ
セ
ί
は
ス

Ω
ー
Ϡ
ー
に
と
っ
て
ఱ
ࠃ
だ
っ
た
。
χ
セ
ί
は
Φ
ー
ス
ト

ラ
Ϧ
Ξ
か
ら
み
て
、
た
だ
ं
で
૸
っ
て
ち
Ỷ
っ
と
ඈ
行
ػ

に
ඈ
び
৐
れ
͹
ཌ
日
に
は
ス
Ω
ー
が
で
き
る
場
所
で
あ

る
。
࣌
ࠩ
΅
け
も
な
い
。
さ
ら
に
は
֨
҆
だ
っ
た
。
日
本

は
お
ۚ
が
か
か
る
場
所
だ
と
思
わ
れ
て
お
り
、
ϝ
ロ
ン
の

஋
ஈ
は
݄
څ
ฒ
み
だ
と
認
識
し
て
い
た
の
に
、
χ
セ
ί
は

ੈ
ք
の
ど
こ
よ
り
も
҆
か
っ
た
。

ニ
セ
コ
の
海
外
市
場
の
拡
大

ಥ
વ
、
χ
セ
ί
ώ
ラ
フ
ス
Ω
ー
Ϧ
κ
ー
ト
と
۞
知
҆
町

に
Φ
ー
ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
の
ス
Ω
ー
Ϡ
ー
が
ࡴ
౸
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
地
域
ॅ
ຽ
は
、
Φ
ー
ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
人
は
た
く
さ

ん
の
お
ۚ
を
お
ళ
で
࢖
っ
て
く
れ
る
༑
޷
的
な
ཱྀ
行
集
ஂ

だ
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
ち
Ζ
ん
日
本
の
ス
Ω
ー
Ϧ
κ
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
શ
体

は
Φ
ー
ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
ス
Ω
ー
市
場
に
ద
し
た
॓
ധ
施
設
に

◆◆◆

変
わ
ら
Ͷ
͹
な
ら
な
か
っ
た
。
ݹ
い
ϗ
ς
ル
も
௕
く
଺
ࡏ

し
た
い
と
思
͑
る
施
設
に
変
わ
ら
Ͷ
͹
な
ら
な
い
。
൴
ら

は
Ո
଒
で
Ϧ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
わ
か
る

言
ޠ
で
ς
レ
Ϗ
や
ө
ը
を
観
た
か
っ
た
。
カ
フ
ェ
ラ
ς
を

ҿ
み
な
が
ら
༑
ୡ
と
Ϧ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
お
し
Ỵ
΂
り
を
し

た
か
っ
た
。
൴
ら
は
ҿ
Ή
場
所
が
ཉ
し
か
っ
た
。
ࢠ
ڙ
た

ち
を
一
ि
間
ス
Ω
ー
ス
ク
ー
ル
に
༬
け
た
か
っ
た
。

シ
ン
プ
ル
に
ध
ཁ
と
ڙ
څ
の
経
済
ݪ
ཧ
を
当
て
は
め
る

と
શ
て
の
問
題
は
解
決
し
た
。
た
く
さ
ん
の
৽
し
い
঎
ച

や
Ϗ
ジ
ネ
ス
Ϟ
デ
ル
が
ݱ
れ
、
ݹ
い
も
の
は
ফ
໓
し
た
り

ങ
ऩ
さ
れ
た
り
し
た
。

χ
セ
ί
は
ί
ン
ド
ϛ
χ
Ξ
ム
、
৽
し
い
ϗ
ς
ル
、
ό
ー
、

カ
フ
ェ
、さ
ら
に
は
ϛ
シ
ỿ
ラ
ン
の
੕
෇
き
レ
ス
ト
ラ
ン
、

そ
し
て
お
ञ
を
ҿ
Ή
ύ
ϒ
も
あ
る
町
へ
と
変
๴
し
、
Φ
ー

ス
ト
ラ
Ϧ
Ξ
人
が
ී
通
に
外
ࠃ
の
行
ઌ
と
し
て
感
͡
ら
れ

る
場
所
に
な
っ
た
。

こ
の
χ
セ
ί
Τ
Ϧ
Ξ
へ
の
ܶ
的
な
౤
ࢿ
は
今
も
な
お
続

い
て
お
り
、
ࠃ
ࡍ
的
な
ϗ
ς
ル
ϒ
ラ
ン
ド
が
ݢ
を
連
Ͷ
、

今
年
は
̒
̌
̌
ԯ
ԁ
ۙ
く
の
౤
ࢿ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

地
元
自
治
体
と
ニ
セ
コ

χ
セ
ί
と
共
ಉ
事
業
を
す
る
こ
と
は
地

ݩ
自
治
体
に
と
っ
て
ඞ
ਢ
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
地
域
ॅ
ຽ
に
利
ӹ
を
、
ւ
外
の
人

に
も
日
本
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
༩
͑
る
こ
と
が

で
き
る
、
ܧ
続
的
で
成
ޭ
を
ऩ
め
る
通
年

ܕ
Ϧ
κ
ー
ト
を
作
る
た
め
に
ඞ
ཁ
な
こ
と

を
す
る
日
本
人
は
࢒
೦
な
が
ら
い
な
か
っ

た
。
ࠃ
ࡍ
ス
Ω
ー
ཱྀ
行
市
場
へ
の
参
入
も
、

ւ
外
か
ら
多
く
の
౤
ࢿ
を
Ҿ
き
෇
け
た
こ

◆◆◆

と
も
શ
て
が
લ
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

通
年
ܕ
ス
Ω
ー
Ϧ
κ
ー
ト
を
ا
ը
す
る
ೳ
力
を
備
͑
た

自
治
体
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
Ζ
う
。
一
方

で
自
治
体
は
ඞ
ཁ
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
の
決
ఆ
や
、

様
々
な
ܭ
ը
に
෇
ਵ
す
る
ࣾ
会
的
な
χ
ー
ζ
や
ڭ
ҭ
的
な

χ
ー
ζ
に
Ԡ
͑
て
࠷
ऴ
決
ఆ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

１
つ
の
解
決
ࡦ
は
自
治
体
が
֗
ͮ
く
り
の
ڭ
ҭ
を
ड
け

た
者
を
ޏ
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
私
は
࣍
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
ߟ
͑
た
。

ᶃɹ

町
は
町
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
վ
ળ
す
る
た
め
の
π

ー
Ϧ
ζ
ム
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
π
ー
Ϧ
ス
ト
が
ָ

し
い
だ
け
で
あ
れ
͹
だ
れ
も
Ϧ
κ
ー
ト
地
に
ॅ
Ή
こ
と
は

な
い
。
π
ー
Ϧ
ζ
ム
は
地
域
ॅ
ຽ
を
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
と
連
ܞ
し
て
α
ϙ
ー
ト
す
る
。

ᶄɹ

町
は
π
ー
Ϧ
ζ
ム
を
地
域
経
済
に
֦
ॆ
す
΂
き
だ
。

π
ー
Ϧ
ζ
ム
で
得
た
お
ۚ
は
可
ೳ
な
ݶ
り
町
の
Ϗ
ジ
ネ
ス

に
広
が
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
そ
か
ら
དྷ
た

Φ
ー
φ
ー
が
地
域
ॅ
ຽ
を
࠷
௿
௞
ۚ
で
࢖
う
一
方
で
、
શ

て
の
お
ۚ
を
൴
の
ϙ
έ
ッ
ト
に
し
ま
っ
た
な
ら
π
ー
Ϧ
ζ

ム
は
な
し
͑
な
い
。
ಉ
様
に
શ
て
の
お
ۚ
が
一
カ
所
に
の

み
つ
͗
ࠐ
ま
れ
て
も
π
ー
Ϧ
ζ
ム
は
成
ཱ
し
な
い
。

ᶅɹ

自
分
の
町
を
、
ॅ
み
、
ಇ
く
の
に
๬
ま
し
い
場
所
に

す
る
た
め
に
π
ー
Ϧ
ζ
ム
を
࢖
う
。
そ
の
た
め
に
は
自
分

た
ち
を
ϒ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
ച
り
ࠐ
み
、
৽
し
い
ॅ
ຽ

を
Ҿ
き
よ
ͤ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ᶆɹ

ࠃ
ࡍ
的
な
行
く
ઌ
と
し
て
の
χ
セ
ί
は
ૉ
੖
ら
し

い
。
し
か
し
あ
ま
り
に
も
ࠃ
ࡍ
的
す
͗
る
。
町
と
デ
ベ
ロ

ッ
ύ
ー
は
日
本
の
࠷
も
大
き
な
ັ
力
の
一
つ
は
日
本
で
あ

る
こ
と
を
๨
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
Ԋ
っ
て
χ
セ
ί
で
の

地
域
ͮ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

χηίのౙのମޫ؍ݧのத৺ɺεΩー

ච者ͱχηίの༤େͳ෩ܠ
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国
内
初
の
覚
書
締
結

̎
̌
１
̒
年
10
݄
20
日
、
ؠ
ख
県
ז
ੴ
市
は
、
॓
ധ
施

設
ઐ
用
の
ウ
ェ
ϒ
α
イ
ト
を
ӡ
Ӧ
す
る
Ａ
̸
́
̱
̽
̱

ớ
本
ࣾ
⽅
ถ
ࠃ
・
α
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
ί
市
Ờ
と
、
観
光
ଅ

進
に
関
す
る
ࠃ
内
初
の
֮
書
を
క
݁
し
ま
し
た
。
提
ܞ
の

内
容
に
は
、
࣍
の
様
な
方
਑
が
ه
ࡌ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ຽ
ധ
ớ
ϗ
ー
ム
シ
ェ
Ξ
Ϧ
ン
グ
Ờ
の
ਪ
進
を
は
͡
め
、

ז
ੴ
市
の
ߋ
な
る
観
光
ৼ
ڵ
を
ਤ
る
た
め
、
જ
ࡏ
ཱྀ
行
者

を
ז
ੴ
市
に
༠
க
す
る
た
め
に
ڠ
ಇ
す
る
。
両
当
事
者
に

ద
し
た
࣌
期
及
び
方
๏
で
、
ז
ੴ
市
の
ಛ
৭
を
ଧ
ち
ग़
す

マ
ー
έ
ς
ィ
ン
グ
・
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
̎
̌

１
̕
年
の
ラ
グ
Ϗ
ー
ϫ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
࢝
め
と
す
る
大

ن
໛
な
イ
ベ
ン
ト
開
࠵
࣌
に
お
け
る
ז
ੴ
市
へ
の
ཱྀ
行
者

の
དྷ
訪
に
対
Ԡ
す
る
た
め
に
、
地
域
内
外
の
観
光
関
܎
者

౳
と
の
ύ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ
プ
を
通
͡
て
、
ط
ଘ
の
及
び
જ

ࡏ
的
な
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
の
提
ڙ
者
に
対
し
て
、
Ａ
̸
́
̱

̽
̱
を
ؚ
Ή
৽
た
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ

ー
ム
へ
の
ద
Ԡ
を
ଅ
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
ト
レ
ー
χ

◆◆◆

ン
グ
及
び
関
連
ࢿ
ྉ
を
提
ڙ
す
る
。
ඞ
ཁ
に
Ԡ
͡
て
、
非

常
用
॓
ധ
施
設
の
提
ڙ
に
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
の
ϗ
ス
ト
ί
ϛ

ỿ
χ
ς
ィ
を
活
用
す
る
地
域
ࡂ
֐
対
Ԡ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ࡦ

ఆ
し
、
ז
ੴ
市
の
地
域
๷
ࡂ
ܭ
ը
を
支
援
す
る
」。

Ҏ
લ
か
ら
ז
ੴ
市
は
、
ؠ
ख
県
が
ࡦ
ఆ
し
た
Ψ
イ
ド
ラ

イ
ン
ớ「
೶
ྛ
ړ
Ո
へ
の
ຽ
ധ
に
܎
る
औ
ѻ
ࢦ
਑
」Ờ
に
ଇ

っ
て
、
一
ൠ
Ո
ఉ
で
の
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
を
提
ڙ
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ݱ
ࡏ
、
Ａ
̸
́

̱
̽
̱
と
の
֮
書
క
݁
に
基
ͮ
き
、
こ
の
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ

ܕ
ຽ
ധ
の
ϗ
ス
ト
を
֦
大
す
る
と
共
に
、
ϗ
ス
ト
を
Ａ
̸

́
̱
̽
̱
が
提
ڙ
す
る
グ
ロ
ー
ό
ル
な
ຽ
ധ
༧
໿
α
イ
ト

に
ొ
࿥
し
、
ז
ੴ
市
と
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
の
ڠ
ಇ
で
プ
ロ
Ϟ

ー
シ
ἀ
ン
を
行
う
औ
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

滞
在
交
流
型
観
光
と
国
際
交
流

ז
ੴ
市
が
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
と
の
ڠ
ಇ
を
ਪ
し
進
め
た
എ

ܠ
に
は
大
き
く
̎
つ
の
ཧ
༝
が
あ
り
ま
す
。

ཧ
༝
の
１
つ
໨
は
、
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
を
࣠
と
し

て
଺
ࡏ
交
ྲྀ
ܕ
観
光
を
ڧ
化
さ
ͤ
る
た
め
で
す
。

◆◆◆

ז
ੴ
市
は
、
̎
̌
１
１
年
の
౦
日
本
大
਒
ࡂ
に
よ
り
大

き
な
ඃ
֐
を
ड
け
ま
し
た
が
、
෮
ڵ
支
援
を
通
͡
て
多
く

の
市
外
の
方
々
に
ז
ੴ
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
交
ྲྀ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
୯

に
「
支
援
す
る
ଆ
」「
支
援
さ
れ
る
ଆ
」
に
と
ど
ま
ら
な

い
交
ྲྀ
の
࢟
が
あ
り
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
が
、
地
域
に
ॅ

Ή
方
の
฻
ら
し
の
த
に
あ
る
生
活
や
文
化
、
な
り
わ
い
、

ロ
ー
カ
ル
な
ܠ
観
౳
に
৮
れ
て
感
動
し
、
そ
う
し
た
経
ݧ

が
き
っ
か
け
で
ז
ੴ
市
を
࠶
び
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
地
域
の
方
も
こ
う
し
た
経
ݧ
が
き
っ
か
け
で
、

自
分
の
฻
ら
し
や
地
域
に
ތ
り
を
持
つ
と
い
う
変
化
が
ى

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
交
ྲྀ
の
ܗ
こ
そ
が
、

今
後
の
観
光
の
໨
ࢦ
す
΂
き
࢟
と
ߟ
͑
ま
し
た
。
ま
た
、

一
ൠ
的
に
地
域
へ
の
଺
ࡏ
࣌
間
が
௕
い
΄
ど
ཱྀ
行
者
の
ফ

අ
ֹ
が
ߴ
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
交
ྲྀ
を
通
͡
て
଺
ࡏ
を

ଅ
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
෮
ڵ
を
ਤ
っ
て
い
く
ૂ

い
も
あ
り
ま
す
。

ཧ
༝
の
̎
つ
໨
は
、
ࠃ
ࡍ
交
ྲྀ
へ
の
対
Ԡ
力
を
ڧ
化
す

る
た
め
で
す
。

ז
ੴ
市
は
、
̎
̌
１
̕
年
に
日
本
で
開
࠵
さ
れ
る
ラ
グ

Ϗ
ー
ϫ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
会
場
地
と
し
て
、
ࠃ
内
の

12
౎
市
の
１
つ
に
બ
͹
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
̎
̌

１
̕
年
に
は
、
多
く
の
外
ࠃ
人
ཱྀ
行
者
が
ז
ੴ
市
を
訪
れ

る
こ
と
が
༧
૝
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
౦
๺
の
খ
౎

市
を
ੈ
ք
に
知
っ
て
い
た
だ
く
大
き
な
ػ
会
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
དྷ
る
΂
き
޷
ػ
に
向
け
て
、
外
ࠃ
人
を
ܴ
͑
入

れ
る
ػ
ӡ
を
ߴ
め
、
行
政
と
市
ຽ
が
一
ؙ
と
な
っ
て
ड
入

体
੍
を
੔
͑
る
ख
ஈ
の
一
つ
と
し
て
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ

ധ
を
活
用
す
る
ߟ
͑
で
す
。
そ
し
て
、
ラ
グ
Ϗ
ー
ϫ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
࠵
࣌
に
は
、
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
を
通
し

て
外
ࠃ
人
と
地
域
ॅ
ຽ
と
の
ྑ
࣭
な
交
ྲྀ
の
ػ
会
を
多
く

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
ถ
ࠃ
の
॓
ധ
༧
໿
α
イ
ト
と
提
ܞ
、
ࠃ
内
外
に
発
৴
Ổ

久
保
　
竜
太

釜
石
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
民
泊
で
持
続
可
能
な
観
光

岩
手
県
釜
石
市
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提
ڙ
す
る
こ
と
で
、
ラ
グ
Ϗ
ー
ϫ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ऴ
ྃ
後

も
外
ࠃ
人
ཱྀ
行
者
と
の
つ
な
が
り
を
ҡ
持
し
、
ז
ੴ
市
が

ࠃ
ࡍ
౎
市
と
し
て
発
ల
し
て
い
く
こ
と
を
໨
ࢦ
し
て
い
ま

す
。「

฻
ら
す
よ
う
に
ཱྀ
す
る
」
と
い
う
ҹ
৅
的
な
ϝ
ッ
セ

ー
ジ
と
共
に
提
案
す
る
ཱྀ
行
ス
タ
イ
ル
や
、
グ
ロ
ー
ό
ル

市
場
で
の
ߴ
い
シ
ェ
Ξ
཰
を
ތ
る
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
は
、
ז

ੴ
市
の
観
光
ઓ
ུ
に
と
っ
て
ڧ
力
な
ύ
ー
ト
φ
ー
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過

֮
書
క
݁
の
後
、
ま
ず
̎
̌
１
̒
年
12
݄
に
प
知
を
݉

◆◆◆

Ͷ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
࠵
。Ａ
̸
́
̱
̽
̱
の
担
当
者
の
他
、

࿨
Վ
ࢁ
県
と
ࡾ
ॏ
県
か
ら
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
を
活
用
し
て
い

る
೶
Ո
ຽ
॓
の
ϗ
ス
ト
̎
人
を
ή
ス
ト
に
ট
き
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ἀ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ϗ
ー

ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
の
ϗ
ス
ト
や
関
৺
を
د
ͤ
る
地
域
の
方

な
ど
໿
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

̎
̌
１
̓
年
̏
݄
か
ら
は
、
ෳ
਺
の
体
ݧ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
市
内
֤
地
で
ల
開
す
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
「
̢
̴
̴
̓
̈́

̿ 

Ｋ
̰
̼
̰
̸
͂
̷
̸
」
の
開
࠵
に
合
わ
ͤ
て
、
̏
ݢ

の
ϗ
ス
ト
フ
ァ
ϛ
Ϧ
ー
を
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
に
ొ
࿥
し
て
ト

ラ
イ
Ξ
ル
ӡ
用
を
開
࢝
し
ま
し
た
。
̑
人
の
ࡏ
日
外
ࠃ
人

が
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
を
利
用
し
て
市
内
で
１
ധ
̎
日
の
ϗ
ー

ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
を
体
ݧ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
ઌ
ۦ
け
て
、
Ａ
̸
́
̱
̽
̱
が
ז
ੴ
市
の
ӳ
ޠ
൛

Ψ
イ
ド
ϒ
ッ
ク
「
Ｋ
̰
̼
̰
̸
͂
̷
̸ 

̚
͇
̿
̻
̾
́

̴
́
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

̎
̌
１
̓
年
̔
݄
か
ら
は
、
೶
ਫ
ল
の
೶
ࢁ
ړ
村
ৼ
ڵ

交
෇
ۚ
ớ
೶
ധ
ਪ
進
事
業
Ờ
を
活
用
し
、
ઐ
門
人
ࡐ
を
૿

員
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
ڧ
化
し
ま
し
た
。
地
域

͝
と
の
ί
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ෳ
਺
地
域
で
の

ϗ
ス
ト
֦
大
と
ड
け
入
れ
α
ϙ
ー
ト
を
進
め
る
と
も
に
、

事
務
ہ
の
ӡ
Ӧ
基
൫
の
ڧ
化
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
̎
年
間
で
、
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
ϗ
ス
ト
の
Ａ

̸
́
̱
̽
̱
ొ
࿥
਺
を
ॱ
࣍
૿
や
し
て
い
き
な
が
ら
、
ί

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
α
ϙ
ー
ト
体
੍
ߏ
ங
と
報
ु

੍
度
を
ಋ
入
し
、
̎
̌
１
̕
年
か
ら
は
交
෇
ۚ
に

པ
ら
ず
自
ཱ
的
な
ӡ
用
が
開
࢝
で
き
る
よ
う
औ
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
観
光

̎
̌
１
̓
年
は
、
ࠃ
連
が
「
持
続
可
ೳ
な
観
光

ࠃ
ࡍ
年
」
と
ఆ
め
て
い
る
年
で
す
。
そ
の
औ
り
組

み
を
主
ಋ
す
る
ࠃ
連
ੈ
ք
観
光
ػ
関
は
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
の
役
ׂ
に
つ
い
て
、
文
化
の
Ձ
஋
や
૬

ޓ
ཧ
解
な
ど
を
提
এ
し
て
い
ま
す
。

ז
ੴ
市
は
、
今
年
̏
݄
に
ࡦ
ఆ
し
た
「
ז
ੴ
市

観
光
ৼ
ڵ
Ϗ
ジ
ἀ
ン
」
で
、
こ
の
持
続
可
ೳ
な
観

光
に
ॏ
఺
を
置
く
方
਑
を
示
し
ま
し
た
。
ϗ
ー
ム

ス
ς
イ
ܕ
ຽ
ധ
に
お
け
る
外
ࠃ
人
と
地
域
ॅ
ຽ
と

の
交
ྲྀ
が
、
ז
ੴ
市
の
文
化
の
Ձ
஋
を
ߴ
め
、
ま

た
ࠃ
を
ӽ
͑
た
૬
ޓ
ཧ
解
へ
と
ߩ
ݙ
で
き
る
可
ೳ

性
を
ൿ
め
て
い
る
と
ߟ
͑
て
い
ま
す
。

◆◆◆

"JSCOC Λ׆༻していΔ೶Ոຽ॓のϗεトΛήεトにটいてトークηογϣϯΛ։࠵

"JSCOC Λར༻しͨ֎ࠃਓϞχλーʢΨΠυϒοクΛखにʣ
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は
じ
め
に

ٶ
城
県
ؙ
৿
町
は
、
ฏ
成
28
年
̎
݄
に
「
ド
ロ
ー
ン
イ

ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
Ԡ
援
」
を
એ
言
し
、「
ド
ロ
ー
ン
に
༏
し

い
町
」
を
໨
ࢦ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
એ
言
は
、
ド
ロ
ー
ン
࢈
業
の
発
ల
を
本
ࢫ
と
し
つ

つ
、
当
町
で
の
ى
業
や
、
ا
業
ཱ
地
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、「
も
の
ͮ
く
り
」
で
ए
者
を
Ҿ
き
つ
け
る
こ
と
を
໨

的
と
し
た
も
の
で
す
。

当
町
は
ຽ
間
ا
業
̎
ࣾ
と
ύ
ー
ト
φ
ー
ڠ
ఆ
を
݁
ん
で

お
り
、
׭
ຽ
が
連
ܞ
す
る
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
༏
し
い

町
を
ߏ
ங
す
る
こ
と
を
໨
ࢦ
し
ڠ
力
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
産
業
の
可
能
性
と
リ
ス
ク

ド
ロ
ー
ン
と
は
、
ແ
人
ं
両
や
ແ
人
ߤ
ۭ
ػ
౳
ԕ
ִ
ૢ

ॎ
ػ
ま
た
は
൒
自
཯
的
な
ػ
ց
શ
ൠ
を
ࢦ
し
た
言
༿
で
す

が
、
ۙ
年
で
は
、
や
や
ڱ
義
に
、
ԕ
ִ
ૢ
ॎ
ま
た
は
自
ཱ

ࣜ
の
ク
ϫ
ッ
ド
ί
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ί
プ
タ
ー
を
ද
す
言

◆◆◆◆◆◆

༿
と
し
て
、
ϝ
デ
ィ
Ξ
౳
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
झ
ຯ
と
し
て
ָ
し
Ή
΄
か
、
地
上
観
ଌ
や

ۭ
த
ࣸ
ਅ
ࡱ
Ө
な
ど
広
ൣ
ғ
な
঎
業
用
్
が
広
が
り
、
৽

し
い
࢈
業
と
し
て
成
௕
す
る
可
ೳ
性
が
あ
り
、
ຽ
間
ا
業

の
関
৺
も
ߴ
い
ঢ়
گ
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ٸ
଎
に
ී
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
は
、
৽
し

い
࢈
業
と
し
て
成
௕
で
き
る
大
き
な
可
ೳ
性
を
ൿ
め
る
一

方
、
௢
མ
や
ة
ݥ
ඈ
行
に
よ
る
事
ނ
な
ど
の
Ϧ
ス
ク
໘
で

不
҆
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
ঢ়
گ
を
౿
ま
͑
、
ࠃ
で

は
ฏ
成
27
年
12
݄
の
ߤ
ۭ
๏
の
վ
ਖ਼
を
は
͡
め
、
様
々
な

๏
੔
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

応
援
宣
言
の
経
緯

ؙ
৿
町
は
、
ฏ
成
27
年
に
一
ൠ
ࣾ
ஂ
๏
人
̢
Ａ
Ｋ
Ｏ
̩

Ｏ
ớ
本
ࣾ
⽅
ઋ
୆
市
Ờ
と
連
ܞ
し
、
地
域
か
ら
ى
業
Ո
を

ҭ
て
、
ੈ
ք
に
通
用
す
る
事
業
を
૝
૾
す
る
「
ؙ
৿
̘
̪

̡
Ａ
Ｓ
̩
Ａ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ཱ
ち
上
͛
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
த
に
຾
っ
て
い
る
Ձ
஋
を
「
開
き
」「
共

◆◆◆

有
し
」「
つ
な
͙
」
こ
と
で
、
ؙ
৿
町
か
ら
、
ੈ
の
த
に

৽
し
い
Ձ
஋
を
૝
૾
し
て
い
く
こ
と
を
ί
ン
セ
プ
ト
と
し

て
い
ま
す
。

ฏ
成
27
年
10
݄
、
ؙ
৿
̘
̪
̡
Ａ
Ｓ
̩
Ａ
の
ί
ン
セ
プ

ト
、
そ
し
て
ؙ
৿
町
の
自
વ
๛
か
な
環
境
、
ฏ
ୱ
地
も
த

ࢁ
間
地
の
ど
ち
ら
も
有
す
る
地
域
ಛ
性
に
期
待
す
る
ߴ
໺

ݐ
設
ג
ࣜ
会
ࣾ
ớ
本
ࣾ
⽅
ઋ
୆
市
、
Ҏ
Լ
「
ߴ
໺
ݐ
設
」Ờ

か
ら
、
׭
ຽ
連
ܞ
の
ド
ロ
ー
ン
Ϗ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ

ー
ム
「
ؙ
৿
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」
ا
ը
に
つ
い
て
、

町
に
૬
ஊ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ا
ը
は
、
町
の
広
大
な
土
地
と
ۭ
間
を
ド
ロ
ー
ン

の
ૢ
ॎ
体
ݧ
・
ト
レ
ー
χ
ン
グ
・
実
ূ
実
ݧ
・
ί
ϛ
ỿ
χ

ς
ィ
の
場
に
Ϧ
ϊ
ベ
ー
ト
し
、
町
外
か
ら
の
དྷ
訪
者
を
૿

や
し
、
ؙ
৿
町
の
Ձ
஋
を
ߴ
め
、
Ϗ
ジ
ネ
ス
と
ޏ
用
を
૑

ग़
す
る
こ
と
を
໨
的
と
し
た
も
の
で
す
。
町
有
不
動
࢈
で

あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
ҭ
ؗ
な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

期
間
に
ド
ロ
ー
ン
ඈ
行
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ド
ロ
ー

ン
ύ
イ
ロ
ッ
ト
ཆ
成
事
業
を
行
う「
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」

や
、ド
ロ
ー
ン
の
ϝ
ン
ς
φ
ン
ス
と
開
発
を
行
う
޻
๪「
ド

ロ
ー
ン
ス
タ
ジ
Φ
」、
そ
し
て
、
町
内
の
ۭ
き
Ո
を
Ϧ
ϊ

ベ
ー
ト
し
、
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ا
ը
の
ڌ
఺
と
な
る

「
ド
ロ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
の
̏
事
業
が
৽
し
い
Ϗ
ジ
ネ
ス
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
連
ܞ
が
行
͑
る
か
を
町
と
し
て
検
討

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
ؙ
৿
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」
ا
ը
の
実

施
を
ड
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
ド
ロ
ー
ン
に
༏
し
い

町
」
を
໨
ࢦ
す
と
共
に
、ド
ロ
ー
ン
の
҆
શ
ӡ
行
の
ී
及
・

ܒ
発
に
औ
り
組
Ή
な
ど
、「
ن
੍
す
る
の
で
は
な
く
、
ड

入
体
੍
を
੔
͑
る
」
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
࢈
業
の
発
ల
と

共
に
、
࣌
୅
を
担
う
ए
者
が
「
も
の
ͮ
く
り
」
に
ເ
を
見

る
、
か
っ
こ
よ
く
・
わ
く
わ
く
で
き
る
ా
ࣷ
を
໨
ࢦ
す
こ

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
ド
ロ
ー
ン
関
連
の
ى
業
や
ا
業
ཱ
地
を
支
援
Ổ横

山
　
達

丸
森
町
商
工
観
光
課
商
工
班　

主
事

官
民
連
携
で
ド
ロ
ー
ン
に
優
し
い
町
に
！

宮
城
県
丸
森
町
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と
を
໨
的
に
、「
ド
ロ
ー
ン
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
Ԡ
援
」
を

એ
言
し
、
ߴ
໺
ݐ
設
と
「
ド
ロ
ー
ン
Ԡ
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ύ
ー
ト
φ
ー
ڠ
ఆ
」
を
క
݁
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
成
果

ฏ
成
28
年
̔
݄
、
町
の
த
৺
部
の
ۭ
き
ళ
ฮ
を
Ϧ
ϊ
ベ

ー
ト
し
た
「
ド
ロ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
が
Φ
ー
プ
ン
、
ಉ
年
̕

݄
に
は
、「
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」
が
開
ߍ
し
、
ฏ
成
28

年
だ
け
で
、
80
人
Ҏ
上
の
方
に
実
ࡍ
の
ド
ロ
ー
ン
ӡ
用
を

૝
ఆ
し
た
実
ફ
的
カ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
を
提
ڙ
す
る
ド
ロ
ー
ン

ύ
イ
ロ
ッ
ト
ҭ
成
ߨ
࠲
を
ड
ߨ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
外
か
ら
の
དྷ
町
者
が
૿
͑
る
だ
け
で

な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
ҭ
ؗ
౳
の
ެ
共
施
設
の
利
用
ྉ

ۚ
ऩ
入
が
૿
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
఺
検
な
ど
の
課
題

◆◆◆

解
決
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ι
Ϧ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
を
提
ڙ

す
る
ג
ࣜ
会
ࣾ
ϒ
イ
Ω
ỿ
ー
ϒ
ロ
Ϙ
ς
ィ
ク
ス
・
ジ
Ỿ
ύ

ン
ớ
本
ࣾ
⽅
౦
ژ
౎
Ờ
に
「
ド
ロ
ー
ン
Ԡ
援
એ
言
」
の
内

容
に
共
感
い
た
だ
き
、
ฏ
成
28
年
̔
݄
に
「
ド
ロ
ー
ン
Ԡ

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ύ
ー
ト
φ
ー
ڠ
ఆ
」を
క
݁
し
ま
し
た
。

ฏ
成
29
年
̎
݄
に
は
、
ಉ
ࣾ
と
共
ಉ
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
ࡂ
֐
対
ࡦ
実
ূ
実
ݧ
を
実
施
し
、
ফ
๷
ॺ
や
ܯ
察

ॺ
と
共
に
、
ਫ
֐
発
生
࣌
や
Ր
ࡂ
発
生
࣌
に
人
が
ཱ
ち
入

れ
な
い
場
所
で
の
初
期
対
Ԡ
や
人
໋
ٹ
ॿ
の
൑
அ
へ
の
α

ϙ
ー
ト
な
ど
、
行
政
課
題
の
解
決
や
、
৽
し
い
Ϗ
ジ
ネ
ス

の
૑
ग़
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
可
ೳ
性
が
示
さ
れ

る
実
ݧ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
行
政
課
題
や
地
域
課
題
を
ド
ロ
ー
ン
で
解
決

す
る
可
ೳ
性
を
୳
る
た
め
、「
ド
ロ
ー
ン
ϋ
ッ
カ
ι
ン
」
を

開
࠵
し
、
行
政
や
ド
ロ
ー
ン
ϝ
ー
カ
ー
・
Ϣ
ー
β
ー
間
に

よ
る
Ϗ
ジ
ネ
ス
の
ड
発
஫
ػ
会
の
提
ڙ
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
ߏ
ங
を
໨
ࢦ
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
࠵
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
展
望

「
ド
ロ
ー
ン
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
Ԡ
援
」
を
એ
言
後
、
ド

ロ
ー
ン
関
܎
者
か
ら
の
ؙ
৿
町
の
認
知
度
は
ඈ
༂
的
に
ߴ

ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
「
ؙ
৿
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」

や
「
ࡂ
֐
対
ࡦ
実
ূ
実
ݧ
」
に
続
く
औ
り
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
で
、「
ド
ロ
ー
ン
に
༏
し
い
町
」、「
ド
ロ
ー
ン
な

ら
ؙ
৿
」
と
い
う
ϙ
ジ
シ
ἀ
ン
の
ߏ
ங
を
໨
ࢦ
し
ま
す
。

׭
ຽ
の
連
ܞ
に
よ
り
、
両
者
が
お
ޓ
い
に
進
Ή
΂
き
方

向
が
一
க
し
た
ࡍ
の
ス
ϐ
ー
ド
、
ύ
ϫ
ー
は
今
後
も
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

例
を
ڍ
͛
る
と
、「
ؙ
৿
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」
ا

ը
の
持
ち
ࠐ
み
か
ら
４
カ
݄
ఔ
度
で
「
ド
ロ
ー
ン
Ԡ
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ύ
ー
ト
φ
ー
ڠ
ఆ
」の
క
݁
に
ࢸ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
ド
ロ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
の

ڌ
఺
੔
備
࣌
は
、
事
業
者
と
ۭ
き

ళ
ฮ
所
有
者
と
の
間
に
町
が
入
る

こ
と
で
、
௞
ି
आ
の
交
ব
ख
続
き

が
ス
ム
ー
ζ
に
進
ん
だ
΄
か
、
町

職
員
が
積
極
的
に
Ϧ
ϊ
ベ
ー
シ
ἀ

ン
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、

৽
た
な
࢈
業
の
૑
ग़
に
向
け
、
׭

ຽ
が
連
ܞ
す
る
こ
と
の
ޮ
果
が
ݱ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
行
政
୯
ಠ
事
業
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ޮ
果
に
つ

な
が
る
よ
う
、
ま
ち
ͮ
く
り
の
一

環
と
し
て
׭
ຽ
連
ܞ
を
ਪ
進
し
て

い
き
ま
す
。

◆◆◆

町のグϥ΢ϯυΛυローϯඈߦのϑΟールυに׆༻

υローϯεクールͰ࠲ߨֶ࠲Λ։࠵

ۭきళฮΛ༗ࢤͰϦϊϕーγϣϯɹӈ্͸ච者
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「
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
」

今
や
、
શ
ࠃ
֤
地
で
自
ཱ
的
に
開
࠵
さ
れ
て
い
る
「
地

域
ク
ラ
ウ
ド
交
ྲྀ
会
」ớ
Ѫ
শ
⽅
ち
い
ク
ラ
Ờ
に
つ
い
て

͝
説
明
し
ま
す
。
ς
ー
マ
は
「
つ
な
が
る
。
広
が
る
。
う

ま
れ
る
。
ى
業
Ո
の
Ԡ
援
を
通
͡
て
地
域
を
活
性
化
」
で

す
。そ

も
そ
も
は
「
こ
ん
な
交
ྲྀ
会
が
地
域
で
܁
り
返
し
開

࠵
さ
れ
て
い
た
ら
、
地
域
で
地
域
の
人
を
Ԡ
援
し
合
͑
る

と
っ
て
も
ྑ
い
֗
に
な
る
͡
Ỵ
な
い
か
」
と
い
う
自
ら
の

発
૝
に
ಥ
き
動
か
さ
れ
、
行
動
し
、
様
々
な
น
に
Ϳ
ち
当

た
っ
て
は
方
向
స
換
を
し
な
が
ら
、
作
り
上
͛
て
དྷ
た
の

が
、
今
や
「
ち
い
ク
ラ
」
と
い
う
Ѫ
শ
で
਌
し
ま
れ
、
શ

ࠃ
で
60
ճ
Ҏ
上
開
࠵
さ
れ
、
Ԇ
΂
の
参
加
者
は
34
市
۠
町

で
̔
ઍ
人
を
௒
͑
る
「
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
ྲྀ
会
」
と
い
う

◆◆◆

地
域
で
行
う
Ϗ
ジ
ネ
ス
交
ྲྀ
会
と
な
り
ま
し
た
。

ݪ
఺
と
な
る
ୈ
１
ճ
開
࠵
は
、̎
̌
１
̑
年
１
݄
15
日
。

私
自
਎
が
主
࠵
者
と
し
て
開
࠵
す
る
も
の
で
し
た
の
で
、

生
ま
れ
ҭ
っ
た
֗
、
ઍ
༿
県
ઍ
༿
市
で
ス
タ
ー
ト
さ
ͤ
ま

し
た
。

試
行
ࡨ
ޡ
の
上
で
用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
ち

い
ク
ラ
」
の
ಛ
௃
的
な
仕
組
み
「
交
ྲྀ
会
ܕ
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」ớ
ఴ
෇
の
ਤ
Ờ
と
、
繋
が
る
̓
つ
の

仕
ֻ
け
が
あ
り
、
ى
業
Ո
支
援
と
地
域
活
性
化
を
一
ؾ
に

実
ݱ
さ
ͤ
る
交
ྲྀ
会
と
し
て
、
参
加
者
や
関
܎
者
か
ら
多

く
の
ߴ
ධ
Ձ
を
ड
け
ま
し
た
。
ୈ
１
ճ
か
ら
、
ઍ
༿
県
ி

の
職
員
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
後
、
̎
̌
１
̑
年
と
̎
̌
１
̒
年
の
̎
年
間
に

౉
り
、
ઍ
༿
県
の
事
業
と
し
て
、
ઍ
༿
県
内
で
ܭ
20
ճ
が

開
࠵
さ
れ
ま
し
た
。

も
ち
Ζ
ん
、
私
と
し
て
は
ઍ
༿
県
だ
け
で
は
な
く
、
શ

ࠃ
ど
こ
で
も
開
࠵
が
実
ݱ
可
ೳ
な
仕
組
み
で
あ
る
と
ߟ
͑

て
い
ま
し
た
し
、
ى
業
Ո
支
援
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に

୔
ࢁ
の
地
域
で
開
࠵
し
て
΄
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ઍ
༿
県
内
で
し
か
実
੷
の
な
い
「
地
域
ク
ラ
ウ

ド
交
ྲྀ
会
」
の
開
࠵
に
ڠ
力
し
て
Լ
さ
る
と
こ
Ζ
は
な
か

な
か
あ
り
ま
ͤ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
த
、
ඈ
ଭ
ߴ
ࢁ
の
օ
さ
ん
が
、
地
域
ク
ラ
ウ
ド

交
ྲྀ
会
の
可
ೳ
性
に
ౌ
け
、
開
࠵
を
決
அ
し
て
Լ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
ݺ
び
ਫ
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
は
、
ධ
൑
を

聞
き
つ
け
た
方
や
、
実
ࡍ
に
視
察
参
加
さ
れ
た
方
の
த
か

ら
、
自
分
の
֗
で
も
開
࠵
し
た
い
と
、
様
々
な
地
域
か
ら

ख
が
ڍ
が
る
よ
う
に
な
り
、
๺
ւ
道
の
۴
࿏
市
、
౦
ژ
౎

で
は
ߐ
౦
۠
、
౦
大
࿨
市
を
ൽ
੾
り
に
、
１
年
൒
で
๺
は

๺
ւ
道
か
ら
ೆ
は
۝
भ
ま
で
15
౎
道
府
県
へ
開
࠵
が
広
が

ަྲྀ会ܕのクϥ΢υϑΝϯσΟϯグ

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
ى
業
Ո
支
援
と
地
域
活
性
化
を
実
ݱ
さ
ͤ
る

 

地
域
の
チ
ー
ム
ͮ
く
り
Ổ

地
域
で
地
域
を
応
援
す
る
仕
組
み

 

「
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
」

千
葉
県永

岡
　
恵
美
子

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

地
域
ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
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る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
が
主
体
的
に
参
加

શ
員
が
参
加
者
で
あ
り
、
よ
く
あ
る
よ
う
に
主
࠵
者
ଆ

と
参
加
者
ଆ
に
分
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ฏ
場
で
交
ྲྀ
し

て
行
き
ま
す
。
ى
業
Ո
、
事
業
Ո
、
֗
の
方
、
行
政
、
ۚ

༥
ػ
関
、
支
援
ػ
関
、
࢜
業
の
方
な
ど
、
そ
れ
ͧ
れ
が
໫

は
໫
԰
で
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
ෛ
担
に
な
ら
な
い
ఔ

度
に
、ち
Ỷ
っ
と
だ
け
交
ྲྀ
会
の
場
に
提
ڙ
し
て
௖
き
ま
す
。

み
ん
な
役
ׂ
を
持
っ
て
交
ྲྀ
会
に
参
加
し
ま
す
の
で
、

๣
観
者
で
は
な
く
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
で
ָ
し
さ
が
૿

し
ま
す
。
自
分
が
役
ׂ
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
り
他
の
参

加
者
か
ら
感
ँ
も
さ
れ
ま
す
し
、
役
に
ཱ
っ
て
い
る
実
感

と
ୡ
成
感
を
ຯ
わ
͑
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
ى
業

◆◆◆

Ո
は
会
場
で
事
業
の
プ
レ
θ
ン
ς
ー
シ
ἀ
ン
を
行
い
参
加

者
か
ら
Ԡ
援
౤
ථ
を
集
め
ま
す
。
ύ
ι
ί
ン
の
得
意
な
参

加
者
は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
ς
ム
で
行
う
そ
の
౤
ථ
を
ख
఻

い
、
参
加
者
શ
員
が
、
そ
れ
ͧ
れ
一
൪
Ԡ
援
し
た
い
と
思

っ
た
ى
業
Ո
に
１
ථớ
̑
̌
̌
ԁ
の
Ձ
஋
の
あ
る
౤
ථ
ݖ
Ờ

を
౤
͡
る
Ԡ
援
と
い
う
役
ׂ
も
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

様
々
な
プ
レ
イ
Ϡ
ー
で
ߏ
成
さ
れ
て
い
る
参
加
者
に
よ

り
会
場
内
で
܁
り
返
さ
れ
る
交
ྲྀ
は
ى、
業
Ո
に
と
っ
て
、

地
域
の
ى
業
Ո
஥
間
を
発
見
す
る
場
で
あ
り
、
ઌ
ഐ
ى
業

Ո
か
ら
の
Ξ
ド
ό
イ
ス
を
ड
け
る
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

行
政
の
方
か
ら
࢖
͑
そ
う
な
支
援
ࡦ
を
ڭ
͑
て
も
ら
͑
る

場
と
も
な
り
ま
す
。
൓
対
に
、
行
政
の
方
は
実
ࡍ
に
ى
業

Ո
が
Կ
を
ٻ
め
て
い
る
の
か
生
の
声
を
そ
の
場
で
聞
く
こ

と
が
ग़
དྷ
ま
す
。
ຖ
ճ
１
̌
̌
人
ۙ
い
参
加
者
で
೐
わ
う

交
ྲྀ
会
な
の
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
た
く
さ
ん
の
֗

の
方
に
ग़
会
͑
る
チ
Ỿ

ン
ス
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
Ϗ
ジ
ネ
ス
で
大
੾
な

見
ࠐ
み
٬
の
֫
得
へ
と

繋
が
り
、や
が
て
は「
ち

い
ク
ラ
」
を
き
っ
か
け

に
し
て
地
域
に
৽
し
い

チ
ー
ム
が
う
ま
れ
て
行

く
の
で
す
。

ど
ん
な
地
域
で
開
࠵

し
て
も
、
参
加
者
の
์

つ
೤
ؾ
と
ָ
し
さ
が
٧

ま
っ
た
ૉ
੖
ら
し
い
場

に
な
る
の
で
す
が
、
ө

૾
で
఻
͑
て
も
、
文
ষ

で
఻
͑
て
も
、
そ
の
೤

ྔ
を
感
͡
で
௖
く
こ
と
は
೉
し
く
、
と
に
か
く
お
ۙ
く
の

開
࠵
地
に
଍
を
お
ӡ
び
い
た
だ
く
こ
と
が
一
൪
で
す
。
会
場

で
ੋ
非
͝
体
感
く
だ
さ
い
。
や
は
り
視
察
に
དྷ
て
௖
き
ま

す
と
ྑ
さ
を
分
か
っ
て
௖
け
る
の
か
、
ઍ
༿
県
の
΄
か
、
࣎

լ
県
ۙ
ߐ
ീ
഼
市
、ۙ
ـ
経
済
࢈
業
ہ
、த
ࠃ
経
済
࢈
業
ہ
、

۝
भ
経
済
࢈
業
ہ
の
事
業
と
し
て
も
開
࠵
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。47

都
道
府
県
で
の
開
催
を
目
指
し
て

ͻ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
「
ち
い
ク
ラ
」
を
自
ཱ
開
࠵

し
て
΄
し
い
ʂ
そ
う
ߟ
͑
、
̎
̌
１
̓
年
̔
݄
か
ら
は
、

̎
日
間
集
合
研
म
に
よ
り
「
ち
い
ク
ラ
」
開
࠵
の
す
΂
て

の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
お
ڭ
͑
す
る
研
म
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
࢝
し

ま
し
た
。

研
म
の
த
で
は
、
ᶃ
地
域
の
人
を
チ
ー
ム
に
し
て
い
く

ר
き
こ
み
力
ᶄ
開
࠵
準
備
か
ら
開
࠵
後
の
ॲ
ཧ
ま
で
を
ԁ

׈
に
行
う
タ
ス
ク
਱
行
ೳ
力
ᶅ
実
ࡍ
に
１
̌
̌
人
Ҏ
上
の

参
加
者
を
ま
と
め
て
行
く
ݱ
場
౷
཰
力
Ổ
Ҏ
上
の
̏
つ
の

ス
Ω
ル
を
備
͑
た
開
࠵
Φ
ー
Ψ
φ
イ
β
ー
が
֤
地
で
開
࠵

を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、
ま
だ
15
౎
道
府
県
で

の
開
࠵
で
す
が
、
̎
年
後
ま
で
に
は
47
౎
道
府
県
す
΂
て

で
開
࠵
さ
れ
る
こ
と
を
໨
ࢦ
し
て
い
ま
す
。

本
ߘ
を
お
ಡ
み
く
だ
さ
っ
た
方
の
த
か
ら
、
ͥ
ͻ
自
分

の
֗
で
も
開
࠵
し
た
い
と
研
म
に
参
加
し
て
Լ
さ
る
方
が

多
く
あ
ら
わ
れ
、
実
ࡍ
に
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
ྲྀ
会
開
࠵
が

実
ݱ
す
る
こ
と
を
੾
に
ئ
っ
て
い
ま
す
。

஫
・
写
真
出
典
：
ち
ば
起
業
家
応
援
事
業
実
行
委
員
会

・「
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
」
は
サ
イ
ボ
ウ
ズ
㈱
の
登
録
商
標
で
す
。

◆◆◆

地域クϥ΢υަྲྀ会ͰのΞΠεϒϨΠクʮϥジΦମૢʯ

地域クϥ΢υަྲྀ会の様子ɻશһসإͰू߹
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̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
、
Ԙ
৲
市
職
員
と
、
チ
ェ
ン

ジ
ウ
ェ
ー
ϒ
、
ι
フ
ト
ό
ン
ク
、
Ϧ
ク
ル
ー
ト
ϗ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
が
チ
ー
ム
を
組
み
、ಉ
市
の
「
生
の
地
方
課
題
」

に
対
す
る
行
政
施
ࡦ
提
案
を
、
ಉ
市
担
当
職
員
も
入
っ
た

「
׭
ຽ
ڠ
ಇ
チ
ー
ム
」
で
自
治
体
ト
ッ
プ
に
௚
઀
ཱ
案
・

提
言
す
る
仕
組
み
で
す
。
̎
̌
１
̒
年
̎
݄
に
発
଍
し
ま

し
た
。

୯
な
る
「
提
言
」
に
ऴ
わ
ら
ず
、
実

ࡍ
の
༧
ࢉ
ฤ
成
に
औ
り
ࠐ
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
極
め
て
୹
期
間
で

औ
り
組
Ή
こ
と
で
参
加
者
の
ٸ
成
௕
を

ଅ
す
仕
ֻ
け
も
あ
り
、
̎
̌
１
̒
年
̒

݄
ổ
̓
݄
に
ୈ
̎
期
が
、
̎
̌
１
̓
年

̑
݄
ổ
̒
݄
に
ୈ
̏
期
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ݱ
ࡏ
は
、
日
本
た
͹
こ
࢈
業
、

日
本
༣
ศ
、
Φ
Ϧ
Τ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
が

参
ը
。
ट
౎
ݍ
と
地
方
の
Ϙ
ー
ダ
ー
を

ӽ
͑
、
あ
ら
Ώ
る
ス
ς
ー
ク
ϗ
ル
ダ
ー

が
ڠ
ಇ
す
る
こ
と
で
৽
た
な
Ձ
஋
を
૑
଄
す
る
こ
と
に
大

き
く
د
༩
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

「
コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
始
ま
っ
た

̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
き
っ
か
け
は
、
ί
ク
Ϧ
ʂ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
で
し
た
。
̎
̌
１
̑
年
̕
݄
、
͡
Ỵ
ら

ん
Ϧ
α
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
ࡾ
ా
Ѫ
さ
ん
か
ら
の
お

༠
い
で
、
様
々
な
分
໺
の
方
が
集
ま
っ
て
対
࿩
す
る
「
ί

ク
Ϧ
ʂ
プ
チ
Ω
Ỿ
ン
プ
」
に
参
加
、意
ؾ
౤
合
し
た
の
が
、

Ԙ
৲
市
職
員
の
ࢁ
ా
ਸ
、
਺
々
の
ا
業
で
変
ֵ
実
ݱ
の
α

ϙ
ー
ト
や
変
ֵ
Ϧ
ー
ダ
ー
ҭ
成
な
ど
ݸ
人
や
組
৫
、
ࣾ
会

変
ֵ
を
担
っ
て
き
た
「
変
ֵ
԰
」
の
ࠤ
々
木
༟
ࢠ
さ
ん
、

Ϧ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
人
事
部
の
൧
ా
ཽ
一
さ
ん

の
̏
人
で
し
た
。
他
の
場
で
は
ઈ
対
に
ग़
会
わ
な
い
は
ず

の
̏
人
が
、
ί
ク
Ϧ
ʂ
の
場
で
ग़
会
い
、
対
࿩
を
通
し
て

深
く
つ
な
が
り
、
ޓ
い
に
境
ք
を
ӽ
͑
、
一
า
を
౿
み
ग़

◆◆◆

し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
地
方
૑
生
ڠ
ಇ
Ϧ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
で
す
。

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
と
民
間
活
力
導
入
事
業
の 

連
動
に
よ
る
実
現
性
の
担
保

ຽ
間
活
力
の
ಋ
入
を
Ԙ
৲
市
行
政
経
Ӧ
シ
ス
ς
ム
の
基

本
߲
໨
と
し
て
設
ఆ
。
市
職
員
の
参
加
者
に
、
意
思
決
ఆ

ݖ
ݶ
を
有
す
る
担
当
者
、
ا
ը
課
職
員
が
参
ը
す
る
こ
と

に
よ
り
、
࣍
年
度
へ
の
༧
ࢉ
化
・
事
業
化
を
担
อ
し
て
い
ま

す
。
̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
実
施
に
よ
り
、
行
政
課
題
に

つ
い
て
の
提
案
が
実
ࡍ
に
動
き
は
͡
め
、
ま
た
、
࣍
年
度
の

事
業
と
し
て
設
ܭ
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
が
ݱ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
、
今
年
̒
݄
に
実
施
さ
れ
た
ୈ
̏
期
̢
̞
̘

̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
、
ա
ڈ
に
実
施
し
た
̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ａ
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
ৄ
ࡉ
は
ผ
ද
の
通
り
で
す
。

課
題
解
決
策
が
次
々
に
実
行
さ
れ
る

ୈ
１
期
の
ς
ー
マ
「
ۭ
き
Ո
対
ࡦ
」
で
は
、
খ
学
ߍ
の

૯
合
学
श
त
業
の
一
環
と
し
て
「
ۭ
き
Ո
お
そ
う
͡
フ
ェ

ス
ς
ィ
ό
ル
」
が
開
࠵
さ
れ
、「
ࢠ
ҭ
て
ੈ
୅
の
෮
職
・

両
ཱ
支
援
」
で
は
、
ࢠ
ҭ
て
ঁ
性
の
ब
業
支
援
事
業
「
Ｓ

̴
̴
̳
」
が
࢝
ま
り
ま
し
た
。

ୈ
̎
期
の
「
Ԙ
৲
ܕ
৽
ن
木
ࡐ
ध
ཁ
૑
଄
ઓ
ུ
」
の
ς

ー
マ
で
は
、
課
題
解
決
Ξ
イ
デ
Ξ
は
৿
ྛ
ެ
ࣾ
設
ཱ
に
つ

な
が
り
、「
し
お
͡
り
̞
̘
̩
࢈
業
集
積
ઓ
ུ
の
ߏ
ங
」「
ະ

དྷ
ܕ
อ
ҭ
Ԃ
ӡ
Ӧ
ߏ
૝
の
デ
β
イ
ン
」
に
も
そ
れ
ͧ
れ
༧

ࢉ
ܭ
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ԙ
৲
市
で
は
̎
̌
１
̓
年

度
か
ら「
地
方
૑
生
共
૑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」と「
地

方
૑
生
ਪ
進
課
」
が
ཱ
ち
上
が
り
、
そ
の
組
৫
վ
ֵ
自
体

も
、
̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
࢈
෺
と
言
͑
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

長
野
県
塩
尻
市

Ổ
地
方
૑
生
ڠ
ಇ
Ϧ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ổ

山
田
　
崇

塩
尻
市
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

官
民
協
働
で
施
策
を
自
治
体
ト
ッ
プ
に
直
接
提
言
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課
題
の
構
造
化
「
仕
様
書
」

̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
実
施
の
̏
カ
݄
લ
か
ら
、
׭
ຽ

ڠ
ಇ
で
解
く
΂
き
٤
ۓ
の
ς
ー
マ
を
બ
ఆ
し
、
参
加
職
員

の
ެ
募·
બ
ఆ
後
、
課
題
設
ܭ
研
म
ớ
ク
Ϧ
ς
ィ
カ
ル
シ

ン
Ω
ン
グ
研
म
Ờ
を
実
施
。
ி
内
で
の
課
題
仕
様
書
作
成

ա
ఔ
で
、
ୡ
成
し
た
い
໨
ඪ
の
設
ఆ
と
、
ݱ
ঢ়
や
こ
れ
ま

◆◆◆

で
の
施
ࡦ
成
果
や
課
題
の
੔
ཧ
が
進
み
ま
し
た
。
本
市
職

員
が
作
成
し
た
課
題
仕
様
書
は
、
ա
ڈ
４
ճ
実
施
し
た
̢

̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ン
も
ؚ
め
る
と
34
と
な

り
、
そ
の
ਫ਼
度
・
具
体
性
は
、
初
ճ
に
ൺ
΂
て
֨
ஈ
に
向

上
し
て
い
る
と
参
加
ຽ
間
ا
業
の
事
務
ہ
か
ら
も
৆
ࢍ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
チ
ー
ム
͝
と
に
事
લ
に
「
仕
様
書
」
が
配

ら
れ
、「
ς
ー
マ
બ
ఆ
の
എ
ܠ
」「
今
ճ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
提
案
࣌
に

צ
案
い
た
だ
き
た
い
৚
݅
」「
今
ճ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
施
ࡦ
を
ߟ
͑
て
い
た
だ
く
上
で
の
参
ߟ

ࢿ
ྉ
」
が
共
有
さ
れ
ま
す
。
実
ࡍ
の
生
で
Ϧ
Ξ

ル
な
課
題
、
そ
の
എ
ܠ
や
見
͑
て
い
る
੍
໿
な

ど
、
施
ࡦ
提
言
に
向
け
て
ඞ
ཁ
な
৘
報
の
ৄ
ࡉ

が
Ａ
４
で
̎
ຕ
の
仕
様
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
୹
期
間
で
の
施
ࡦ
ཱ
案
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
４
つ
の
成
果

１  
．﹁
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
﹂
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

̎
̌
１
̒
年
̕
݄
に
は
、
大
学
生
が
Ԙ
৲
市

の
課
題
解
決
ࡦ
を
ߟ
͑
る
ι
フ
ト
ό
ン
ク
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
̩
̪
Ｒ
̚ 

̩
̚
̘
̝
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
学
生

は
地
方
૑
生
の
学
び
の
ػ
会
と
し
て
、
ا
業
は

৽
た
な
࠾
用
ઓ
ུ
の
一
環
と
し
て
、
行
政
は
৽

た
な
視
఺
の
施
ࡦ
ཱ
案
と
し
て
、
͆
̸
̽
ổ
͆

̸
̽
の
औ
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ୈ
̎
期

̩
̪
Ｒ
̚ 

̩
̚
̘
̝
か
ら
は
、
ฌ
ݿ
県
୮
೾

◆◆◆

市
で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の 

包
括
連
携
協
定
の
締
結 

̎
̌
１
̒
年
10
݄
、
Ԙ
৲
市
と
Ϧ
ク
ル
ー
ト
ϗ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
が
地
方
૑
生
を
ς
ー
マ
に
と
し
た
แ
ׅ
連
ܞ

ڠ
ఆ
を
క
݁
し
ま
し
た
。
Ϧ
ク
ル
ー
ト
ϗ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
で
は
、
今
年
̒
݄
に
、
Φ
ン
ラ
イ
ン
ༀ
ہ
に
෰
ༀ
・
݈

߁
૬
ஊ
が
で
き
る
α
ー
Ϗ
ス
「
す
こ
や
く
ト
ー
ク
」
の
開

発
・
提
ڙ
を
発
ද
。
Ԙ
৲
市
は
実
ূ
実
ݧ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

の
提
ڙ
な
ど
、
さ
ま
͟
ま
な
ܗ
で
連
ܞ
を
進
め
、
今
年
̓

݄
に
は
、
Ϧ
ク
ル
ー
ト
ϗ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
৴
भ
大
学

と
の
แ
ׅ
連
ܞ
ڠ
ఆ
も
క
݁
さ
れ
、
地
域
で
の
৽
た
な
共

૑
を
生
み
ग़
す
௅
ઓ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

３
．
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
官
民
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

̎
̌
１
̒
年
10
݄
、
શ
ࠃ
の
地
方
自
治
体
職
員
１
̌
̌

人
と
ट
౎
ݍ
ا
業
人
ࡐ
１
̌
̌
人
が
集
݁
し
て
、
本
ؾ
で

ڠ
ಇ
し
、
୹
期
集
த
で
地
方
ઌ
進
課
題
に
対
す
る
行
政
施

ࡦ
ཱ
案
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
「
̢
̞
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ａ
׭
ຽ
ڠ
ಇ
フ
Ỽ
ー
ラ
ム
」
を
౦
ژ
大
学
ۨ
場
Ω
Ỿ
ン
ύ
ス

で
開
࠵
し
ま
し
た
。
今
年
11
݄
に
は
ୈ
̎
ճ
の
フ
Ỽ
ー
ラ

ム
を
日
本
ࡒ
ஂ
Ϗ
ル
で
実
施
し
、
地
方
自
治
体
と
ຽ
間
ا

業
と
の
共
૑
の
場
、
৘
報
発
৴
の
場
と
発
ల
し
て
い
ま
す
。

４
．
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
６

受
賞

ݱ
ࡏ
は
、
શ
ࠃ
の
地
方
自
治
体
か
ら
の
行
政
視
察
も
૿

͑
、
ま
た
શ
ࠃ
֤
地
か
ら
ݺ
͹
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
Ԙ
৲
市
の
地
方
૑
生
の
औ
り
組
み
に
͝

஫
໨
く
だ
さ
い
。

.*$)*,"3"úû ςーϚҰཡ
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ベ
ビ
＊
ス
テ
誕
生
秘
話

「
ベ
Ϗ
ー
カ
ー
の
ま
ま
入
る
と
໎
࿭
か
な
」「
Φ
ム
π
を

ച
っ
て
い
る
か
な
」。
ࢠ
ど
も
連
れ
で
の
ί
ン
Ϗ
χ
で
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
ͤ
ん
か
ʁ
こ
の
ؾ

持
ち
を
ड
け
と
め
て
く
れ
る
の
が
、「
;
͡
の
み
や
ベ
Ϗ

ー
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
ớ
ベ
Ϗ
ˎ
ス
ς
Ờ」
で
す
。

き
っ
か
け
は
、「
ا
業
ˍ
̣
Ｐ
Ｏ
ڠ
ಇ
Ξ
イ
デ
Ξ
ί
ン
ς

ス
ト
ớ
主
࠵
⽅
̣
Ｐ
Ｏ
๏
人
ύ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ
プ
α
ϙ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
Ờ
の
募
集
を
み
た
こ
と
」
と
࿩
す
の
は
、
̣

Ｐ
Ｏ
๏
人
฼
力
向
上
ҕ
員
会
ớ
Ҏ
Լ
、
฼
力
向
上
ҕ
員
会
Ờ

の
த
村
ླ
ࣛ
さ
ん
。
த
村
さ
ん
は
̏
ࣇ
の
฼
で
、
当
࣌
は

̏
人
໨
が
生
ま
れ
た
͹
か
り
で
し
た
。「
ࢠ
ど
も
̏
人
を

連
れ
て
ग़
か
け
る
の
が
ԯ
߷
で
し
た
。
そ
の
ཧ
༝
の
１
つ

が
ՙ
෺
の
多
さ
で
あ
る
こ
と
に
ؾ
が
෇
い
た
の
で
す
」。

そ
こ
で
、
਎
ۙ
な
ί
ン
Ϗ
χ
で
Φ
ム
π
や
ϛ
ル
ク
の
お
౬

が
ิ
ॆ
ग़
དྷ
た
ら
ど
ん
な
に
ָ
だ
Ζ
う
と
ߟ
͑
ま
し
た
。

◆◆◆

ૣ
଎
、
฼
力
向
上
ҕ
員
会
で
࿩
し
て
み
る
と
「
い
い
Ͷ
」

の
声
。
と
ಉ
࣌
に
「
Ϟ
ϊ
だ
け
で
は
଍
り
な
い
ん
͡
Ỵ
な

い
ʁ
」と
い
う
ࢦ
ఠ
が
。「
प
り
に
໎
࿭
を
か
け
る
か
も
」「
໨

を
཭
し
た
ܺ
に
ة
ݥ
な
こ
と
を
す
る
か
も
」
と
い
う
৺
配

も
外
ग़
を
た
め
ら
う
ཁ
Ҽ
で
あ
る
こ
と
に
ؾ
ͮ
き
ま
す
。

ॏ
い
ՙ
෺
と
੺
ち
Ỵ
ん
を
๊
͑
て
会
ܭ
に
も
た
つ
く
お

฼
さ
ん
に
、
;
い
に
૸
り
ग़
し
た
ࢠ
ど
も
に
、
ί
ン
Ϗ
χ

の
ళ
員
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
、
そ
っ
と
見
क
り

ख
を
ࠩ
し
৳
΂
て
く
れ
た
ら
、
҆
৺
し
て
ࢠ
ҭ
て
が
で
き

る
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
࿩
し
合
い
の

末
に
લ
ड़
の
ί
ン
ς
ス
ト
に
Ԡ
募
し
、「
マ
マ
た
ち
の
声

か
ら
生
み
ग़
す
ʂ
ί
ン
Ϗ
χ
発
の
ࢠ
ҭ
て
支
援
事
業
」は
、

見
事
࠷
༏
ल
৆
を
ड
৆
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
の
壁

࠷
༏
ल
৆
を
ड
৆
し
、
Ξ
イ
デ
Ξ
は
ධ
Ձ
さ
れ
た
も
の

の
、
ί
ン
ς
ス
ト
関
܎
者
か
ら
ί
ン
Ϗ
χ
と
の
連
ܞ
は
೉

◆◆◆

し
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、
ί
ン
Ϗ
χ
関
܎
者
か
ら

も
「
ೕ
༮
ࣇ
向
け
の
੡
品
は
一
࣌
的
な
ध
ཁ
し
か
な
く
、

ސ
٬
と
し
て
意
識
し
ͮ
ら
い
」と
い
う
࿩
を
き
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
த
村
さ
ん
は
、
生
活
に
਎
ۙ
で
、
24
࣌
間
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
ί
ン
Ϗ
χ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
業
に

意
ຯ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ಉ
࣌
期
、
෋
࢜
ٶ
市
は
地
方
૑
生
の
ਪ
進
に
औ
り
組
Ή

த
で
、
฼
力
向
上
ҕ
員
会
の
ड
৆
を
知
り
ま
し
た
。
当
࣌

の
市
の
ا
ը
担
当
܎
௕
は
「
当
事
者
໨
ઢ
の
Ξ
イ
デ
Ξ
は

共
感
で
き
、
実
ݱ
す
れ
͹
෋
࢜
ٶ
な
ら
で
は
の
औ
り
組
み

に
な
る
と
֬
৴
し
た
」
と
ৼ
り
返
り
ま
す
。
一
方
で
、「
行

政
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
ί
ン
Ϗ
χ
が
࿩
し
合
い

の
ς
ー
ϒ
ル
に
つ
い
て
く
れ
た
と
思
う
」
と
࿩
す
த
村
さ

ん
。
ま
ず
は
市
内
の
ί
ン
Ϗ
χ
શ
ళ
に
対
し
、
ࢠ
ҭ
て
関

連
の
঎
品
ௐ
ࠪ
や
ళ
員
へ
の
聞
き
औ
り
か
ら
࢝
ま
り
、
さ

ら
に
市
職
員
と
共
に
ళ
ฮ
や
Τ
Ϧ
Ξ
本
部
に
௚
઀
ग़
向

き
、
事
業
内
容
の
説
明
や
ڠ
力
を
ґ
པ
す
る
な
ど
、
市
と

฼
力
向
上
ҕ
員
会
の
連
ܞ
プ
レ
ー
に
よ
り
、
ί
ン
Ϗ
χ
֤

ࣾ
と
多
く
の
対
࿩
を
ॏ
Ͷ
ま
し
た
。
そ
の
݁
果
、
市
と
ί

ン
Ϗ
χ
本
部
が
「
;
͡
の
み
や
ベ
Ϗ
ー
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
事

業
ڠ
力
に
関
す
る
ڠ
ఆ
書
」
を
క
݁
し
、
෋
࢜
ٶ
市
は
฼

力
向
上
ҕ
員
会
と
と
も
に
「
ڠ
ಇ
事
業
」
と
し
て
、
औ
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ϕϏˎες໨ҹのの΅りɿϕϏˎες
ొ࿥ళฮにお഑り͢Δの΅りɻళฮग़
ೖりޱͰ෋࢜ࢁにෛ͚ͳいଘײࡏͰ͢

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

静
岡
県
富
士
宮
市

Ổ
市
と
地
ݩ
̣
Ｐ
Ｏ
ஂ
体
、
ί
ン
Ϗ
χ
が
連
ܞ

 

「
;
͡
の
み
や
ベ
Ϗ
ー
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
」
Ổ

臼
井
　
史

富
士
宮
市
市
民
交
流
課
女
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
を
子
育
て
に
や
さ
し
い
施
設
に
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生
き
た
事
業
に
し
た
い

ベ
Ϗ
ˎ
ス
ς
ొ
࿥
に
は
、
ᶃ
ࢴ
Φ
ム
π
の
ൢ
ചɹ

ᶄ
ค

ϛ
ル
ク
用
の
お
౬
の
提
ɹڙ

ᶅ
ߨ
श
会
へ
の
参
加
Ổ
の
̏

つ
を
৚
݅
と
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
で
あ
る
ߨ
श
会
は
、

ί
ン
Ϗ
χ
Φ
ー
φ
ー
や
ళ
員
を
対
৅
に
、
೛
්
体
ݧ
ジ
Ỿ

έ
ッ
ト
を
ண
用
し
て
の
ങ
い
෺
体
ݧ
ớ
当
事
者
໨
ઢ
Ờ、

ళ
内
で
の
Ԡ
対
の
実
ԋ
ớ
ళ
員
໨
ઢ
Ờ
を
通
し
て
、
ࢠ
ҭ

て
へ
の
共
感
や
事
業
へ
の
ཧ
解
を
ଅ
す
も
の
で
す
。
฼
力

向
上
ҕ
員
会
の
Ԙ
川
༞
ࢠ
୅
ද
は
、「
ߨ
श
会
で
の
体
ݧ

に
よ
っ
て
、
一
方
通
行
で
は
な
く
、
お
ޓ
い
の
ཧ
解
を
深

め
て
い
き
た
い
」
と
࿩
し
ま
す
。
ί
ン
Ϗ
χ
ଆ
の
参
加
者

は
、「
す
で
に
ϙ
ッ
ト
の
お
౬
は
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
ϝ
ン
Ҏ

外
に
࢖
っ
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
ͤ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ

Ҏ
外
の
利
用
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
ͤ
ん
で
し
た
」
と
、

ද
示
や
声
か
け
の
大
੾
さ
を
感
͡
て
い
ま
し
た
。

ݱ
ࡏ
、൒
年
に
１
ճ
「
ラ
ウ
ン
ド
ớ
認
ఆ
ళ
ฮ
の
訪
問
Ờ」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ϛ
ル
ク
の
お
౬
な

ど
の
利
用
ঢ়
گ
や
ࢠ
ҭ
て
支
援
に
޻
෉
し
て
い
る
こ
と

や
、
ࢠ
ど
も
の
対
Ԡ
で
ࠔ
っ
た
こ
と
な
ど
も
聞
き
、
利
用

◆◆◆

者
ଆ
の
意
識
向
上
に
も
औ
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ί

ン
Ϗ
χ
本
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開
࠵
し
、
常
に
こ
の
事

業
を
意
識
し
て
ڠ
力
し
て
も
ら
͑
る
よ
う
ີ
な
関
܎
を
ߏ

ங
し
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

事
業
ਪ
進
の
基
൫
と
も
言
͑
る
の
が
、
ຖ
݄
行
わ
れ
る

ఆ
例
会
。
฼
力
向
上
ҕ
員
会
ϝ
ン
ό
ー
と
、
市
の
担
当
部

ॺ
の
΄
か
、関
܎
す
る
職
員
が
部
課
を
ま
た
い
で
参
加
し
、

ຖ
ճ
今
後
の
ల
開
に
つ
い
て
೤
い
意
見
が
ඈ
び
交
い
ま

◆◆◆

す
。ま

た
、
市
内
に
޻
場
を
も
ち
、
ϊ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
ҿ
ྉ

な
ど
も
ख
が
け
る
Ξ
α
ώ
ҿ
ྉ
ớ
ג
Ờ
か
ら
、
ί
ン
セ
プ

ト
に
共
感
を
い
た
だ
き
、
ฏ
成
29
年
̒
݄
に
ا
業
൛
;
る

さ
と
ೲ
੫
に
よ
る
د
ෟ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
ख
ا
業

か
ら
の
ཧ
解
と
ڠ
力
は
、
市
と
฼
力
向
上
ҕ
員
会
૒
方
に

と
っ
て
、と
て
も
大
き
な
ྭ
み
に
な
り
ま
し
た
。
ݱ
ࡏ
も
、

ຽ
間
ا
業
の
໨
ઢ
か
ら
、
ྑ
い
Ξ
ド
ό
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
活
躍
の
場
に

ݱ
ࡏ
、
市
内
ί
ン
Ϗ
χ
の
൒
਺
Ҏ
上
に
あ
た
る
34
ళ
ฮ

が
ベ
Ϗ
ˎ
ス
ς
に
ొ
࿥
さ
れ
、
গ
し
ず
つ
認
知
度
が
ߴ
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
お
฼
さ
ん
の
不
҆
な
ؾ
持
ち

の
ड
け
ࡼ
と
な
る
事
業
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
事
業
は
と
も
に
औ
り
組
Ή
฼
力
向
上
ҕ
員
会
ϝ
ン
ό
ー

ớ
お
฼
さ
ん
た
ち
Ờ
の
活
༂
の
場
と
し
て
の
役
ׂ
も
担
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
ベ
Ϗ
ˎ
ス
ς
の
ྠ
が
広
が

る
と
ಉ
࣌
に
、
ࢠ
ҭ
て
に
લ
向
き
な
ؾ
持
ち
を
持
っ
て
৳

び
৳
び
と
活
༂
で
き
る
ঁ
性
の
ྠ
を
広
͛
た
い
と
ߟ
͑
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ࢠ
ҭ
て
ੈ
୅
に
や
さ
し
い
ま
ち
は
、
そ
こ
に
฻

ら
す
શ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
事
業

に
関
わ
る
す
΂
て
の
人
、
す
΂
て
の
市
ຽ
、
訪
れ
る
す
΂

て
の
人
に
と
っ
て
୭
も
が
޾
ͤ
を
感
͡
ら
れ
る
事
業
に
な

る
よ
う
、
常
に
よ
り
ྑ
い
も
の
を
ٻ
め
、
ό
ー
ジ
ἀ
ン
Ξ

ッ
プ
を
܁
り
返
し
な
が
ら
׭
ຽ
ڠ
ಇ
で
共
に
૑
り
あ
͛
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

օ
さ
ん
、
෋
࢜
ٶ
市
に
お
د
り
の
ࡍ
は
、
ͥ
ͻ
ベ
Ϗ
ˎ

ス
ς
の
ί
ン
Ϗ
χ
へ
お
ཱ
ち
د
り
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

Ճ者ࢀश会の様子ɿίϯϏχ֤֤ࣾళからのߨ
にɺ子ҭてମݧΛして΋らい·͢

೤いఆྫ会ɿຖ月ɺۀࣄਪਐのͨΊ೤いҙߦ͕׵ަݟΘΕ·͢ɻ࣌にɺお฼͞Μ͕੺ͪΌΜ΍子Ͳ
΋Λ࿈Εてきてɺに͗΍かにͳΔこͱ΋ � 
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日
本
一
人
口
の
少
な
い
鳥
取
県
に 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

த
ࠃ
地
方
࠷
ߴ
ๆ
「
大
ࢁ
」
の
࿢
に
広
が
る
ௗ
औ
県
大

ࢁ
町
。
人
ޱ
ݮ
গ
、
ߴ
ྸ
化
、
後
ܧ
者
不
଍
、
観
光
業
の

௿
໎
な
ど
多
く
の
課
題
を
๊
͑
て
い
ま
す
。
̎
̌
̌
̓
年

に
໿
30
ԯ
ԁ
を
࢖
っ
て
੔
備
し
た
町
Ӧ
έ
ー
ϒ
ル
ς
レ
Ϗ

も
そ
の
一
つ
。
行
政
の
؅
׋
で
、
役
場
職
員
が
த
৺
に
な

っ
て
行
政
৘
報
や
町
ٞ
会
த
ܧ
な
ど
を
์
ૹ
し
て
い
ま
し

た
が
、
൪
組
の
ク
Φ
Ϧ
ς
ィ
ー
は
௿
く
、
視
ௌ
者
は
一
部

の
人
に
ݶ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｓ
̣
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

環
境
の
向
上
に
よ
り
、
広
報
ػ
ೳ
と
し
て
の
ଘ
ࡏ
Ձ
஋
も

年
々
௿
Լ
し
、
֤
所
か
ら
事
業
の
見
௚
し
や
์
ૹ
内
容
の

վ
ળ
を
ٻ
め
る
声
が
૬
࣍
͙
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ຽ
間
へ
の
業
務
ҕ
ୗ
に
活
࿏
を
見
ग़
そ
う
と
大
ࢁ
町
が

༠
க
し
た
の
が
、
ฐ
ࣾ
Ξ
マ
κ
ン
ラ
ς
ル
φ
で
し
た
。
౦

ژ
に
本
ࣾ
を
置
く
ө
૾
੍
作
会
ࣾ
で
、
̣
̝
Ｋ
や
ຽ
์
の

ς
レ
Ϗ
൪
組
の
੍
作
を
ख
が
け
て
い
ま
す
。
私
が
地
方
૑

◆◆◆

生
関
連
の
औ
ࡐ
で
大
ࢁ
町
を
訪
れ
た
ࡍ
に
、
役
場
職
員
か

ら
έ
ー
ϒ
ル
ς
レ
Ϗ
に
つ
い
て
૬
ஊ
を
ड
け
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ݩ
々
、
ロ
ー
カ
ル
ϝ
デ
ィ
Ξ
に
可
ೳ
性

を
感
͡
て
い
た
こ
と
か
ら
࿩
し
合
い
を
ॏ
Ͷ
る
よ
う
に
な

り
、
݁
果
、
大
ࢁ
町
に
Ҡ
ॅ
し
、
ཱ
て
௚
し
に
ڠ
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

̎
̌
１
̑
年
、
町
Ӧ
έ
ー
ϒ
ル
ς
レ

Ϗ
「
大
ࢁ
チ
Ỿ
ン
ネ
ル
」
の
੍
作
業
務

を
શ
໘
ड
ୗ
し
、
町
内
の
ด
࠯
し
た
อ

ҭ
所
に
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
を
設

ཱ
。
他
に
̎
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
ࢁ
町

に
Ҡ
ॅ
し
、
地
ݩ
࠾
用
の
ス
タ
ッ
フ
と

４
人
で
、
ま
ち
の
ς
レ
Ϗ
を
変
͑
る

日
々
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

視
聴
者
か
ら
共
創
者
へ

大
ࢁ
町
で
は
、
̓
ׂ
の
ੈ
ଳ
が
έ
ー

◆◆◆

ϒ
ル
ς
レ
Ϗ
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
行

っ
た
の
は
、
ॅ
ຽ
へ
の
ώ
Ξ
Ϧ
ン
グ
。
ѱ
໊
は
ແ
໊
に
উ

る
と
も
言
い
ま
す
が
、
൪
組
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
大

൒
で
、
ଘ
ࡏ
す
ら
知
ら
な
い
ॅ
ຽ
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
ς
レ
Ϗ
自
体
を
見
な
い
と
い
う
ए
者
も
গ
な
く
あ

り
ま
ͤ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
ߟ
͑
た
の
が
一
人
で
も
多
く
の
ॅ
ຽ
を
൪
組

ͮ
く
り
に
ר
き
ࠐ
Ή
こ
と
。
ど
ん
な
に
ς
レ
Ϗ
を
見
な
い

人
で
も
、
自
分
の
ࢠ
ڙ
が
ग़
ԋ
し
た
り
、
༑
人
が
関
わ
っ

て
い
れ
͹
、
࿥
ը
し
て
で
も
見
た
く
な
り
ま
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
知
り
合
い
が
関
わ
っ
て
い
れ
͹
行
っ
て
み

よ
う
と
な
り
ま
す
。
あ
の
৺
ཧ
で
す
。
ॅ
ຽ
と
ς
レ
Ϗ
の

間
に
઀
఺
を
ྔ
࢈
し
、
視
ௌ
者
が
見
た
く
な
る
「
動
ػ
」

を
૿
や
し
て
い
こ
う
と
ߟ
͑
た
の
で
す
。

日
本
一
の
超
住
民
参
加
型
テ
レ
ビ
を 

目
指
し
て

৽
ί
ン
セ
プ
ト
は
「
ॅ
ຽ
の
ॅ
ຽ
に
よ
る
ॅ
ຽ
の
た
め

◆◆◆

ॅຽφϨーλー͸খֶੜからྸߴ者·Ͱަ୅Ͱ担当

子Ͳ΋Ϧϙーλー

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

鳥
取
県
大
山
町

Ổ
ا
ը
か
ら
੍
作
、
ԋ
ग़
ま
で

 

શ
て
ॅ
ຽ
が
行
う
൪
組
ͮ
く
り
Ổ

貝
本
　
正
紀

�

映
像
制
作
会
社
ア
マ
ゾ
ン
ラ
テ
ル
ナ
鳥
取
大
山
オ
フ
ィ
ス　

代
表
・
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

町
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
域
を
動
か
す
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の
ॅ
ຽ
参
加
ܕ
ς
レ
Ϗ
」。
ग़
ԋ
者
、
Ϧ
ϙ
ー
タ
ー
、
φ

レ
ー
タ
ー
、
デ
β
イ
ン
ま
で
、
す
΂
て
ॅ
ຽ
た
ち
が
行
う

自
څ
཰
１
̌
̌
ˋ
の
൪
組
ͮ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

࢘
会
を
務
め
る
の
は
、ए
ख
೶
Ո
と
食
ಊ
の
ঁ
性
ళ
員
。

地
域
の
৘
報
を
఻
͑
る
Ϧ
ϙ
ー
タ
ー
は
、
খ
学
生
か
ら
Ψ

ι
Ϧ
ン
ス
タ
ン
ド
の
ళ
員
ま
で
૯
੎
10
人
。
φ
レ
ー
タ
ー

は
、
อ
ҭ
Ԃ
の
ઌ
生
や
70
୅
の
お
͹
あ
ち
Ỵ
ん
な
ど
20
人

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

ॅ
ຽ
が
地
域
の
ັ
力
や
課
題
を
ޠ
り
合
う
「
ॅ
ຽ
ト
ー

ク
ό
ラ
Τ
ς
ィ
・
だ
い
ͤ
ん
１
̌
̌
ˋ
̩
̫
」
で
は
、
日

༵
大
޻
が
झ
ຯ
の
ए
者
が
੍
作
し
た
ス
タ
ジ
Φ
セ
ッ
ト

に
、
ړ
ࢣ
、
ཱྀ
ؗ
の
ए
୴
ಹ
、
主
්
、
ॅ
職
、
த
学
生
な

ど
ຖ
ճ
ҟ
な
る
ॅ
ຽ
が
ొ
場
。
௒
ロ
ー
カ
ル
な
ト
ー
ク
を

܁
り
広
͛
て
い
ま
す
。

൪
組
੍
作
の
ཪ
ଆ
に
も
多
く
の
ॅ
ຽ
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
౦
ژ
࣌
୅
は
、
プ
ロ
の
業
者
に
お
ئ
い
し
て
い
た
ۭ

ࡱ
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
झ
ຯ
の
೶
Ո
の
お
͡
さ
ん
。
̘
̜
੍

作
も
、
そ
れ
を
झ
ຯ
と
す
る
ॅ
ຽ
に
ґ
པ
し
、
ࡱ
Ө
や
ฤ

集
を
আ
く
、
あ
ら
Ώ
る
ς
レ
Ϗ
の
仕
事
を
地
域
の
人
た
ち

と
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
̏
年
で
൪
組
に
ग़
ԋ
し
て
く
れ
た
ॅ
ຽ
は
໿
̓
̌

̌
人
。
地
域
に
は
、
お
し
Ỵ
΂
り
が
޷
き
、
ֆ
を
ඳ
く
の

が
上
ख
、
声
が
き
れ
い
な
ど
、
自
分
の
「
得
意
」
や
「
޷

き
」
を
生
か
し
て
、
地
域
に
ߩ
ݙ
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
に
声
を
ֻ
け
、
൪
組
ͮ
く
り
に
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
活
༂
の
場
ͮ
く
り
」
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

見
た
い
番
組
を
み
ん
な
で
つ
く
る

൪
組
の
ا
ը
内
容
も
、
ॅ
ຽ
と
ا
ը
会
ٞ
を
開
い
て
決

め
て
い
ま
す
。
会
ٞ
の
࣌
間
に
や
っ
て
く
れ
͹
୭
で
も
参

加
で
き
る
仕
組
み
で
、
த
学
生
、
ߴ
ߍ
生
、
ス
ー
ύ
ー
ళ

員
、
主
්
、
ٞ
員
、
経
Ӧ
者
な
ど
、
職
छ
も
ੈ
୅
も
様
々

な
人
が
集
ま
り
ا
ը
を
ߟ
͑
て
い
き
ま
す
。ル
ー
ル
は「
自

分
が
見
た
い
と
思
͑
る
൪
組
で
あ
る
」「
自
分
が
ϫ
ク
ϫ

ク
す
る
ا
ը
で
あ
る
」
で
す
。
こ

の
৚
݅
を
ຬ
た
し
て
い
れ
͹
、
΄

΅
࠾
用
し
ま
す
。
ॅ
ຽ
が
ا
ը
し

た
൪
組
の
一
つ
に
「
ॅ
ຽ
対
߅
ʂ

大
ࢁ
町
ク
イ
ζ
Ԧ
બ
ख
ݖ
」
が
あ

り
ま
す
。
໺
ٿ
場
に
ॅ
ຽ
を
集
め

て
、
大
ࢁ
町
の
ྺ
࢙
文
化
・
ࡶ
学

に
つ
い
て
୭
が
一
൪
ৄ
し
い
か
を

決
め
る
と
い
う
も
の
。「
大
ࢁ
町

に
฻
ら
し
て
い
て
も
、
知
ら
な
い

こ
と
が
い
っ
ͺ
い
あ
る
よ
Ͷ
」「
だ

か
ら
と
言
っ
て
お
ݎ
い
൪
組
は
見

た
く
な
い
ộ
」
と
い
う
参
加
者
の

◆◆◆

つ
Ϳ
や
き
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
町
௕
と
ॅ
ຽ
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
ٞ
࿦
す

る
討
࿦
൪
組
、
ग़
Ք
͗
に
དྷ
て
い
る
外
ࠃ
人
࿑
ಇ
者
の
ૉ

إ
に
ഭ
る
ີ
ண
൪
組
な
ど
、
30
本
Ҏ
上
の
ا
ը
が
ॅ
ຽ
の

Ξ
イ
デ
Ξ
か
ら
実
ݱ
し
ま
し
た
。

ا
ը
か
ら
੍
作
ま
で
ॅ
ຽ
参
加
で
作
り
上
͛
る
「
お
ら

が
ま
ち
の
ς
レ
Ϗ
」。
行
政
が
行
っ
た
Ξ
ン
έ
ー
ト
ớ
１

̌
̌
̌
人
対
৅
Ờ
で
は
、「
൪
組
の
内
容
に
大
変
ຬ
଍
し

て
い
る
」
と
౴
͑
た
人
が
60
ˋ
に
ୡ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
様
な
ॅ
ຽ
が
集
ま
り
一
つ
の
൪
組
を
作
り
上

͛
て
い
く
ա
ఔ
は
、
ੈ
୅
や
職
छ
を
ӽ
͑
た
交
ྲྀ
の
場
に

も
な
っ
て
お
り
、৽
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
か
ら
住
民
主
導
へ

̎
̌
１
̓
年
に
は
、
日
本
ࡒ
ஂ
の
支
援
を
ड
け
「
大
ࢁ

ς
レ
Ϗ
部
」
を
発
଍
。
ॅ
ຽ
が
ө
૾
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
学
ん
で

大
ࢁ
町
の
ັ
力
を
શ
ࠃ
に
発
৴
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
খ
学
生
、
த
ߴ
生
な
ど
、
ए
い
ੈ
୅
を
த
৺
に
40

人
の
ॅ
ຽ
が
ࡏ
੶
。
٭
本
、
ࡱ
Ө
、
ฤ
集
な
ど
、
プ
ロ
の

ٕ
ज़
を
ษ
ڧ
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
動
ը

や
、͝
当
地
「
ώ
ー
ロ
ー
ド
ラ
マ
」
を
੍
作
し
て
い
ま
す
。

大
ࢁ
町
に
は
ߴ
ߍ
が
あ
り
ま
ͤ
ん
。
த
学
を
ଔ
業
す
る
と

౎
市
部
の
ߴ
ߍ
に
進
学
す
る
た
め
、
地
域
と
の
઀
఺
が
ݮ

り
౎
会
ࢤ
向
を
ڧ
く
す
る
一
Ҽ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
ࢁ

ς
レ
Ϗ
部
は
、そ
ん
な
த
ߴ
生
が
ө
૾
ͮ
く
り
を
通
し
て
、

ま
ち
の
人
と
৮
れ
合
い
、
;
る
さ
と
へ
の
Ѫ
ண
を
ߴ
め
て

い
く
、そ
ん
な
場
に
し
た
い
と
ߟ
͑
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ক
དྷ
は
大
ࢁ
町
の
έ
ー
ϒ
ル
ς
レ
Ϗ
を
担
う
人
ࡐ
と
し

て
、
൪
組
を
さ
ら
に
໘
ന
く
し
て
く
れ
た
ら
と
ئ
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

ॅຽࢀՃの൪૊اը会議

ॅຽトークόϥΤςΟʮܹ࿦ʂͲ͏͢Δେࢁ町ʯ
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津
和
野
町
に
お
け
る
地
域
課
題

人
ޱ
ݮ
গ
と
ߴ
ྸ
化
が
進
行
す
る
த
で
、
町
に
こ
れ
か

ら
も
҆
৺
し
て
๛
か
な
ؾ
持
ち
で
ॅ
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
人
ޱ
ݮ
গ
に
対
Ԡ
し
た
ま
ち
ͮ
く
り
が
ౡ
ࠜ
県
௡
࿨

໺
町
の
࠷
ॏ
ཁ
課
題
で
す
。

௡
࿨
໺
町
で
は
、
ฏ
成
24
年
に
ॅ
ຽ
と
行
政
の
ڠ
ಇ
ࢦ

਑
を
ࡦ
ఆ
し
、
ڠ
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く
り
を
ਪ
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
औ
り
組
み
と
し
て
、
町
内
１
̌
̎
の

自
治
会
や
町
内
会
、
঎
ళ
会
を
த
৺
に
、
12
の
ެ
ຽ
ؗ
౳

Τ
Ϧ
Ξ
に
そ
れ
ͧ
れ
ま
ち
ͮ
く
り
ҕ
員
会
を
設
置
し
、
地

域
ॅ
ຽ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
౒
め
て
い
る
と
こ
Ζ

で
す
。
ߴ
ྸ
者
の
み
の
ੈ
ଳ
が
̑
ׂ
Ҏ
上
઎
め
て
い
る
自

治
会
が
̏
ׂ
と
い
う
ঢ়
گ
の
த
、
地
域
ॅ
ຽ
の
主
体
的
な

活
動
と
し
て
、
૲
מ
り
な
ど
の
環
境
ඒ
化
や
ॅ
ຽ
の
਌
ກ

活
動
、
๷
ࡂ
な
ど
に
औ
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

ߴ
ྸ
者
ಠ
ډ
ੈ
ଳ
の
૿
加
や
、
食
ྉ
品
や
日
常
生
活
用
品

◆◆◆

を
ൢ
ച
し
て
い
る
ళ
ฮ
の
ด
࠯
な
ど
を
എ
ܠ
に
ߴ
ྸ
者
の

見
क
り
・
ങ
い
෺
支
援
な
ど
に
、
町
શ
体
と
し
て
औ
り
組

Ή
こ
と
が
ඞ
ཁ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
と
し

て
合
ཧ
的
か
つ
ޮ
果
的
な
施
ࡦ
を
実
施
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

総
務
省 

地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

௡
࿨
໺
町
は
、
ฏ
成
24
年
よ
り
ࡂ
֐
࣌
ڠ
力
活
動
を
த

৺
と
す
る
શ
ࠃ
50
自
治
体
と
関
連
ا
業
40
ࣾ
で
ߏ
成
さ
れ

る
「
さ
さ
つ
な
自
治
体
ڠ
ٞ
会
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ڠ
ٞ
会
に
̞
̩
を
活
用
し
た
ߴ
ྸ
者
支
援
事
業
の
ཱ

ち
上
͛
を
検
討
し
て
い
た
シ
Ỿ
ー
プ
ג
ࣜ
会
ࣾ
が
参
加
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ߴ
ྸ
者
の
見
क
り
や
ങ
い
෺
不
ศ
者

対
ࡦ
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
औ
り
組
み
を
実
施

す
る
໨
的
で
、
૯
務
ল
の
「
地
域
お
こ
し
ا
業
人
交
ྲྀ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
て
、
ฏ
成
27
年
11
݄
よ
り
ಉ
ࣾ
の

ࣾ
員
̎
人
の
೿
ݣ
を
ड
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
総
活
躍
事
業
の
企
画

ฏ
成
27
年
度
に
ࡦ
ఆ
し
た
「
ま
ち
・
ͻ
と
・
し
͝
と
૑

生
௡
࿨
໺
町
૯
合
ઓ
ུ
」
で
は
、
地
域
と
連
ܞ
し
ॅ
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
໨
ඪ
の
一
つ
と
し
て
掲

͛
、
ま
ち
ͮ
く
り
ҕ
員
会
や
関
܎
ػ
関
な
ど
と
連
ܞ
し
な

が
ら
、
ॅ
み
׳
れ
た
地
域
で
の
生
活
α
ー
Ϗ
ス
ػ
ೳ
౳
を

ҡ
持
し
҆
৺
し
て
ॅ
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
ͮ
く
り
を
ਪ
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
基
本
に
、
地
域
お
こ

し
ا
業
人
交
ྲྀ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
シ
Ỿ
ー
プ
ג
ࣜ
会

◆◆◆

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

高
齢
者
支
援
の
実
証
実
験
で

 

官
民
一
体
の
取
り
組
み

内
藤
　
雅
義

津
和
野
町
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課　

課
長

Ổ
̞
̩
を
活
用
し
た
見
क
り
・
ങ
い
෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス
Ổ

·ͪͮ͘りҕһ会ͱのҙ׵ަݟ会

島
根
県
津
和
野
町
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ࣾ
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
ς
レ
Ϗ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
࢖

っ
た
見
क
り
α
ー
Ϗ
ス
、
ങ
い
෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス
の
実
ূ

実
ݧ
に
つ
い
て
ຽ
間
ا
業
の
知
見
を
活
か
し
た
Ξ
ク
ς
ィ

ϒ
シ
χ
Ξ
૯
活
༂
事
業
と
し
て
૯
務
ল
の
地
方
૑
生
加
଎

化
交
෇
ۚ
の
࠾
୒
を
ड
け
ฏ
成
28
年
度
に
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

実
証
実
験
の
取
り
組
み

実
ূ
実
ݧ
は
ߴ
ྸ
者
ੈ
ଳ
౳
50
ੈ
ଳ
を
対
৅
と
し
て
ฏ

成
28
年
12
݄
よ
り
̏
カ
݄
間
実
施
し
ま
し
た
が
、
準
備
・

ӡ
用
は
初
め
て
経
ݧ
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
ࠔ
೉
が

あ
り
ま
し
た
。
見
क
り
α
ー
Ϗ
ス
ớ
ς
レ
Ϗ
の
ి
ݯ
Ｏ
̣

ʗ
Ｏ
̛
̛
の
৘
報
を
਌
଒
な
ど
に
ϝ
ー
ル
で
お
知
ら
ͤ
Ờ

に
つ
い
て
は
、
関
܎
者
と
の
ル
ー
ル
の
ௐ
੔
や
実
ূ
実
ݧ

参
加
ੈ
ଳ
及
び
਌
଒
ੈ
ଳ
へ
の
説
明
・
ঝ
୚
、
ങ
い
෺
支

援
α
ー
Ϗ
ス
ớ
ς
レ
Ϗ
を
通
し
て
঎
品
を
ը
໘
で
બ
୒
し

ί
ン
シ
ェ
ル
ジ
ỿ
と
対
࿩
す
る
方
๏
な
ど
で
食
ྉ
品
な
ど

を
஫
文
し
自
୐
に
配
ୡ
Ờ
に
つ
い
て
は
঎
品
を
ڙ
څ
す
る

地
ݩ
঎
ళ
と
の
交
ব
・
ௐ
੔
、
参
加
者
に
҆
৺
し
て
利
用

し
て
も
ら
͑
る
よ
う
な
঎
品
બ
ఆ
や
配
ૹ
体
੍
を
ߏ
ங
し

◆◆◆

ӡ
用
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ઌ
進
事
例
と
し
て
食
ྉ
品
な
ど
の
୐
配
事
業

を
行
っ
て
い
る
ス
ー
ύ
ー
マ
ー
έ
ッ
ト
に
ڠ
力
を
ཁ
੥
し

ӡ
用
し
て
い
る
シ
ス
ς
ム
に
つ
い
て
検
討
を
ॏ
Ͷ
ま
し

た
。実

ূ
実
ݧ
の
݁
果
と
し
て
は
、
ς
レ
Ϗ
見
क
り
α
ー
Ϗ

ス
に
つ
い
て
は
、
α
ー
Ϗ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
҆
৺
感

を
得
ら
れ
た
と
の
ճ
౴
や
今
後
も
利
用
し
た
い
と
の
ճ
౴

が
多
く
あ
っ
た
の
に
ൺ
΂
て
、
ങ
い
෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス
に

つ
い
て
は
、
஫
文
方
๏
や
経
අ
໘
な
ど
に
関
し
て
課
題
が

࢒
る
も
の
で
あ
っ
た
と
ߟ
͑
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
を
検
討

ฏ
成
28
年
度
に
実
施
し
た
Ξ
ク
ς
ィ
ϒ
シ
χ
Ξ
૯
活
༂

事
業
の
݁
果
を
౿
ま
͑
、
ฏ
成
29
年
度
も
シ
Ỿ
ー
プ
ג
ࣜ

会
ࣾ
と
連
ܞ
し
て
૯
務
ল
の
地
域
の
฻
ら
し
α
ϙ
ー
ト
実

ূ
事
業
を
活
用
し
た
実
ূ
実
ݧ
に
औ
り
組
Ή
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ฏ
成
29
年
度
は
、
実
ূ
実
ݧ
ੈ
ଳ
を
̑
̌
̌
ੈ
ଳ
ま
で

૿
や
し
て
、
町
内
શ
ੈ
ଳ
の
う
ち
ر
๬
す
る
ੈ
ଳ
を
対
৅

と
し
て
、
11
݄
த
०
か
ら
ฏ
成
30
年
１
݄
末
ま
で
行
う
༧

ఆ
で
す
。

実
ূ
実
ݧ
の
内
容
と
し
て
は
、
ങ
い
෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス

に
変
ߋ
を
加
͑
、
ܞ
ଳ
ి
࿩
Ξ
プ
Ϧ
に
よ
る
஫
文
方
๏
の

௥
加
や
༠
க
ا
業
で
あ
る
ί
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
ങ
い

෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス
の
ڌ
఺
施
設
の
੔
備
、
今
後
担
い
ख
と

な
る
ୈ
ࡾ
セ
ク
タ
ー
と
の
連
ܞ
、
Ի
声
Ξ
シ
ス
タ
ン
ト
୺
末

ớ
人
޻
知
ೳ
Ờ
を
活
用
し
た
Ի
声
対
࿩
に
よ
る
฻
ら
し
Ϧ
ζ

ム
φ
Ϗ
の
実
ݧ
な
ど
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ฏ
成
30
年
度
か
ら
ಉ
α
ー
Ϗ
ス
の
本
Ք
ಇ
を
༧
ఆ
し
て

お
り
ま
す
が
、
ಛ
に
ങ
い
෺
支
援
α
ー
Ϗ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
શ
体
経
අ
か
ら
の
ड
ӹ
者
ෛ
担
を
課
題
と
し
て
ଊ

͑
て
お
り
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
活
用
な
ど
ࡒ
ݯ
֬
อ
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
で
す
が
、
シ
Ỿ
ー
プ
ג
ࣜ
会
ࣾ

と
の
連
ܞ
が
あ
れ
͹
こ
そ
た
ど
り
ண
い
た
औ
り
組
み
と
ߟ

͑
て
お
り
、
今
後
は
、
঎
޻
会
や
ୈ
ࡾ
セ
ク
タ
ー
、
༠
க

ا
業
、
ま
ち
ͮ
く
り
ҕ
員
会
と
連
ܞ
し
、
ॅ
み
׳
れ
た
地

域
で
の
生
活
α
ー
Ϗ
ス
ػ
ೳ
౳
を
ҡ
持
し
҆
৺
し
て
ॅ
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
ͮ
く
り
を
ਪ
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
ߟ

͑
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆

ԉαーϏεࢧの様子ɻങい෺ݧ࣮ূ࣮

ςϨϏΛ௨して঎඼の஫จΛड͚Δ
ίϯγェルジϡ
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特 集
始
ま
り
は
一
件
の
古
民
家
改
修
か
ら

「
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
集
積
は
意
ਤ
し
て
で
き
た

ん
͡
Ỵ
な
い
。
神
ࢁ
に
集
ま
る
人
の
思
い
や
Ξ
イ
デ
Ξ
が

݁
果
的
に
つ
な
が
っ
て
生
ま
れ
た
ώ
ト
ϊ
ϛ
ク
ス
な
ん
で

す
」。
当
๏
人
の
大
ೆ
৴
໵
ཧ
事
௕
は
常
々
そ
う
言
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、「
思
い
返
ͤ
͹
、
あ
の
ݹ
ຽ
Ո
վ
म
޻

事
に
よ
っ
て
、
今
の
ྲྀ
れ
が
࢝
ま
っ
た
ん
よ
な
あ
」
と
い

う
の
が
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
ॿ
成
ۚ
を
活
用
し
た

ݹ
ຽ
Ո
վ
म
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ୈ
１
߸
案
݅
「
ϒ
ル
ー
ベ
Ξ

Φ
フ
ィ
ス
」
で
す
。

私
た
ち
̣
Ｐ
Ｏ
๏
人
グ
Ϧ
ー
ン
ό
レ
ー
は
、
๏
人
ొ
ه

は
̎
̌
̌
４
年
で
す
が
、
活
動
自
体
は
࢛
൒
ੈ
ل
を
௒
͑

る
ྺ
࢙
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
த
で
も
、
ւ
外
か
ら
Ξ
ー
ς

ィ
ス
ト
を
ট
ᡈ
し
て
町
に
଺
ࡏ
し
な
が
ら
૑
作
活
動
に
औ

◆◆◆

り
組
ん
で
௖
く
、
Ξ
ー
ς
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
の
事

業
を
20
年
ۙ
く
続
け
て
い
ま
す
。
町
に
訪
問
す
る
Ξ
ー
ς

ィ
ス
ト
の
଺
ࡏ
ຬ
଍
度
を
上
͛
る
こ
と
に
஫
力
し
た
݁

果
、
や
が
て
Ϧ
ϐ
ー
ト
訪
問
が
ى
こ
り
、
ޱ
ί
ϛ
を
生
み
、

実
ࡍ
に
Ҡ
り
ॅ
Ή
人
ま
で
ݱ
れ
る
औ
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
実
੷
を
町
か
ら
認
め
ら
れ
、
Ҡ
ॅ
交
ྲྀ
支
援

の
૭
ޱ
業
務
を
町
よ
り
ҕ
ୗ
௖
い
た
の
が
、
̎
̌
̌
̓
年

の
こ
と
で
し
た
。

ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
へ

Ξ
ー
ς
ィ
ス
ト
の
Ҡ
ॅ
を
ड
け
入
れ
て
い
る
う
ち
に
見

͑
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
Ξ
ー
ς
ィ
ス
ト
と
い
う

の
は
職
業
で
あ
り
、
神
ࢁ
に
ॅ
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と
だ

と
す
れ
͹
、
こ
れ
を
一
ൠ
的
な
仕
事
に
も
あ
て
は
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ా
ࣷ
か
ら
౎
会
に
仕
事
を

◆◆◆

し
に
い
く
の
で
は
な
く
、
神
ࢁ
に
仕
事
を
し
に
く
る
と
い

う
ٯ
స
の
発
૝
で
す
。
し
か
も
、
Ҡ
ॅ
の
૭
ޱ
は
自
分
た

ち
で
੥
け
ෛ
っ
て
い
る
の
で
、
ਃ
し
ࠐ
み
の
த
か
ら
神
ࢁ

に
ඞ
ཁ
な
業
छ
や
ى
業
Ո
を
、
ۭ
き
෺
݅
と
র
ら
し
合
わ

ͤ
な
が
ら
、
こ
ち
ら
で
બ
ผ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
、
Ҡ
ॅ
者
と
ۭ
き
Ո
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
ͤ
る
৽
し
い
औ

り
組
み
が
、「
ϫ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」
で
す
。
こ
の

ま
ま
์
置
す
れ
͹
֗
か
ら
঎
ళ
が
ফ
͑
て
し
ま
う
と
の
ة

ػ
感
か
ら
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
思
い
の

外
う
ま
く
ػ
ೳ
し
、
実
੷
が
一
つ
ೋ
つ
と
積
み
上
が
り
、

࠶
生
の
ஹ
し
の
よ
う
な
も
の
が
ݱ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
࣍
の
一
ख
と
し
て
৽
た
に
ख
ֻ
け
た
の
が
、

ݹ
ຽ
Ո
վ
म
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
໊
෇
け
て
「
ۭ
Ո
町
԰
」。

Ҡ
ॅ
者
を
ड
け
入
れ
る
ۭ
き
Ո
が
ग़
て
く
る
の
を
待
つ
の ຽՈվमプロジェクトୈ̍号ʮϒルーϕΞΦϑΟεʯݹ

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
ݹ
ຽ
Ո
վ
म
か
ら
生
ま
れ
た

 

「
ϫ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」
Ổ

竹
内
　
和
啓

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー　

事
務
局
長

日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る

 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

徳
島
県
神
山
町
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特 集

で
な
く
て
、
΅
Ζ
΅
Ζ
に
な
っ
た
ۭ
き
Ո
に
、
グ
Ϧ
ー
ン

ό
レ
ー
と
し
て
౤
ࢿ
し
、
৽
し
い
場
所
を
作
る
。
Ξ
ト
Ϧ

Τ
޻、
๪
݉
ॅ
ډ
み
た
い
な
も
の
を
作
り
、॥
環
的
に
人
々

が
訪
れ
、
೐
わ
い
を
も
た
ら
す
よ
う
な
場
所
を
つ
く
Ζ
う

と
い
う
の
が
、こ
の
ୈ
１
߸
案
݅
の
ί
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

̬
̴
̱
α
イ
ト
「
イ
ン
神
ࢁ
」
の
ө
૾
ࡱ
Ө
や
ฤ
集
な
ど

を
担
当
し
、
神
ࢁ
に
ڵ
ຯ
を
持
っ
て
い
た
౦
ژ
ࡏ
ॅ
の
ト

ム
・
ϰ
ィ
ン
セ
ン
ト
ࢯ
の
ا
ը
提
案
で
す
。

こ
の
෺
݅
は
、
൴
自
਎
が
年
に
Կ
度
か
訪
れ
る
ࡍ
の
ڌ

఺
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
Ҏ
外
の
期
間
は
౎
市
部
や

ւ
外
か
ら
の
ク
Ϧ
Τ
イ
タ
ー
に
、
こ
の
場
所
を
ି
し
ग़
し

ま
す
。
आ
り
る
ا
業
や
ݸ
人
が
利
用
ྉ
を
支
෷
う
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ク
Ϧ
Τ
イ
ς
ィ
Ϗ
ς
ィ
を
活
か
し
た

地
域
ߩ
ݙ
や
交
ྲྀ
を
ਤ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
৽
た
な
仕

事
を
૑
ग़
す
る
な
ど
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
͛
て
い
き
ま

す
。
例
͑
͹
、଄
ܗ
に
関
わ
る
ク
Ϧ
Τ
イ
タ
ー
で
あ
れ
͹
、

Ξ
ー
ト
作
品
を
ల
示
し
た
り
ڭ、
ࣨ
を
開
い
た
り
し
ま
す
。

౎
市
と
自
વ
๛
か
な
神
ࢁ
町
と
い
う
対
র
的
な
;
た
つ
の

地
域
を
行
き
དྷ
す
る
Φ
フ
ィ
ス
ϫ
ー
ク
の
あ
り
方
は
、
当

࣌
と
し
て
は
非
常
に
ઌ
進
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
や

が
て
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
と
い
う
ܗ
で
町
内
に
࣍
々
と

Ֆ
開
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
ノ
ミ
ク
ス
が

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
も
た
ら
す

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
ώ
ト
ϊ
ϛ
ク
ス
が
࢝
ま
り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ۭ
き
Ո
の
վ
म
を
お
ئ
い
し
た
の

は
、
ಙ
ౡ
ग़
਎
の
ए
ख
ݐ
ங
Ո
の
ࡔ
౦
޾
ี
さ
ん
。
χ
ỿ

ー
Ϥ
ー
ク
で
ݐ
ங
Ո
と
し
て
の
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
を
ス
タ
ー
ト
さ

ͤ
て
い
た
ࡔ
౦
さ
ん
が
̎
̌
１
̌
年
に
฼
ߍ
で
あ
る
౦
ژ

ܳ
大
の
ݐ
ங
Ո
の
ॿ
ख
と
し
て
帰
ࠃ
す
る
ં
、
ԑ
あ
っ
て

◆◆◆

お
ئ
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
ࡔ

౦
さ
ん
の
༑
人
で
ಉ
͡
く
ݐ
ங
Ո
の
ਢ
ຏ
一
ਗ਼
さ
ん
も
合

ྲྀ
、
̎
人
の
ݐ
ங
Ո
と
共
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
ώ
ト
ϊ
ϛ
ク
ス
は
続
き
ま
す
。
ਢ
ຏ
さ
ん
と
大

学
ಉ
期
と
い
う
͝
ԑ
で
、
神
ࢁ
に
༡
び
に
དྷ
た
と
こ
Ζ
、

そ
の
場
所
に
ັ
ͤ
ら
れ
、
す
͙
さ
ま
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ

ス
を
置
く
こ
と
を
決
அ
さ
れ
た
の
が
、
Ｓ
̰
̽
͂
̰
̽
ג

ࣜ
会
ࣾ
の
ࣉ
ా
਌
߂
ࣾ
௕
。
໊
刺
؅
ཧ
Ξ
プ
Ϧ
α
ー
Ϗ
ス

を
提
ڙ
す
る
̞
̩
ベ
ン
チ
Ỿ
ー
ا
業
で
す
。

ࣉ
ా
さ
ん
は
঎
ࣾ
員
࣌
୅
、
シ
Ϧ
ί
ン
ό
レ
ー
で
の
ற

ࡏ
を
経
ݧ
し
て
い
ま
す
。
シ
Ϧ
ί
ン
ό
レ
ー
と
い
͑
͹
、

α
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
ί
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
は
ं
で
１
࣌

間
΄
ど
の
߫
外
に
あ
る
一
見
の
ど
か
な
ా
ࣷ
町
。
そ
れ
で

あ
り
な
が
ら
、
Ξ
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
、
̞
̘
̩
関

連
の
࠷
৽
ઌ
୺
ا
業
が
本
ڌ
地
に
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
ຖ
年
ڊ
ֹ
の
౤
ࢿ
マ
ネ
ー
が
ྲྀ
れ
ࠐ
Ή
、
不
思
ٞ
な

Τ
Ϧ
Ξ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
集
ま
る
人
々
は
、
お
お

ら
か
で
、
ॊ
ೈ
で
、
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
ਫ਼
神
に
あ
;
れ
、
常
に

Կ
か
৽
し
い
こ
と
が
ى
こ
る
こ
と
を
༧
感
さ
ͤ
る
、
ϫ
ク

ϫ
ク
を
感
͡
ら
れ
る
場
所
。
ಉ
͡
よ
う
な
ۭ
ؾ
感
を
神
ࢁ

に
感
͡
औ
っ
た
ࣉ
ా
さ
ん
は
、
自
ࣾ
の
ࣾ
員
に
も
、
そ
の

よ
う
な
環
境
で
仕
事
を
さ
ͤ
た
い
と
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ

ィ
ス
開
設
を
ଈ
決
さ
れ
た
の
で
し
た
。
県
内
શ
域
に
光
フ

ァ
イ
ό
ー
໢
が
ෑ
か
れ
る
と
い
う
「
地
の
利
」
も
、
神
ࢁ

に
௥
い
෩
と
な
り
ま
し
た
。

神
山
バ
レ
ー
誕
生

そ
し
て
、
そ
ん
な
一
連
の
ྲྀ
れ
を
、
当
࣌
औ
ࡐ
に
དྷ
て

い
た
̣
̝
Ｋ
が
と
ら
͑
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
த
の
一
ຕ

◆◆◆

の
ࣸ
ਅ
が
൓
ڹ
を
ݺ
び
、
町
の
ӡ
໋
を
変
͑
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
Ҏ
߱
、
神
ࢁ
は
一
༂
஫
໨
の
的
な
り
、
α
ς
ラ
イ

ト
Φ
フ
ィ
ス
開
設
ر
๬
者
が
た
く
さ
ん
訪
Ͷ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ا
業
の
進
ग़
や
Ҡ
ॅ
は
や
が
て
प
ล
α

ー
Ϗ
ス
も
ݺ
び
ࠐ
Ή
こ
と
に
な
り
、
今
、
町
に
は
い
く
つ

か
৽
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
業
し
て
い
ま
す
。

ݱ
ࡏ
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
ຫ
性
的
な
ۭ
き
Ո
෺

݅
の
ڙ
څ
不
଍
で
す
。
お
か
͛
さ
ま
で
、
進
ग़
ا
業
も
Ҡ

ॅ
ر
๬
者
も
૿
͑
、
こ
れ
ま
で
の
Ξ
プ
ロ
ー
チ
で
は
ڙ
څ

が
௥
い
෇
か
な
い
ঢ়
ଶ
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
集

合
ॅ
୐
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
࢝
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ஸ

ೡ
に
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
࣌
間
と
の
ઓ
い
で
す
。

̣̝̠χϡーε̕ͰྲྀΕͨ̍ຕのࣸਅ
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特 集
都
城
市
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う 

「
つ
か
み
」
は
何
か
？

ٶ
࡚
県
౎
城
市
で
は
、
̎
̌
１
４
年
４
݄
か
ら
「
೑
と

ম
ய
の
;
る
さ
と
・
౎
城
」
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
方
਑

を
ఆ
め
た
。
̎
̌
１
̎
年
11
݄
に
ब
೚
し
た
஑
ా
ٓ
Ӭ
市

௕
に
よ
り
ଧ
ち
ग़
さ
れ
た
こ
の「
೑
と
ম
ய
に
ಛ
化
し
た
」

ઓ
ུ
は
当
࣌
、
他
の
࢈
業
と
ό
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
と
思

わ
れ
た
。

౎
城
市
の
知
໊
度
は
決
し
て
ߴ
い
も
の
で
は
な
い
。
市

௕
も
実
ࡍ
に
体
ݧ
し
て
き
た
こ
と
だ
が
、
ະ
だ
に
「
ٶ
城

県
౎
城
市
」
と
間
ҧ
͑
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、「
と
͡

Ỷ
う
し
」
と
ಡ
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ঢ়
گ

で
、市
௕
の
「
౎
城
に
関
৺
を
持
っ
て
も
ら
う
ứ
つ
か
み
Ừ

を
ứ
日
本
一
の
೑
と
ম
ய
Ừ
に
ಛ
化
す
る
」
と
い
う
ߟ
͑

方
は
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
֓
೦
を
ଧ
ち
ഁ
る
も
の
で
あ
っ

た
。あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
౎
城
市
は
、
ڇ
、
ಲ
、

ܲ
を
合
わ
ͤ
た
ச
࢈
ࢉ
ग़
ֹ
が
શ
ࠃ
１
Ґ
で
あ
る
。ま
た
、

ম
ய
ϝ
ー
カ
ー
と
し
て
、
こ
こ
਺
年
ト
ッ
プ
の
࠲
を
ৡ
る

◆◆◆

こ
と
の
な
い
、「
ࠇ
ໄ
ౡ
」
で
有
໊
な
「
ໄ
ౡ
ञ
଄
」
が

あ
る
。
こ
の
分
か
り
や
す
く
な
͡
み
や
す
い
̎
つ
の
日
本

一
を
Ｐ
Ｒ
の
؃
板
と
し
た
の
で
あ
る
。

霧
島
酒
造
と
の
包
括
連
携
協
定

一
方
で
、
ಛ
ఆ
の
ຽ
間
ا
業
と
行
政
の
ڑ
཭
が
ۙ
す
͗

る
の
は
問
題
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
໨

的
を
果
た
す
た
め
に
は
ໄ
ౡ
ञ
଄
と
連
ܞ
す
る
の
が
一
つ

の
ϙ
イ
ン
ト
。
ಛ
ఆ
の
ا
業
と
い
う
の
は
ԣ
に
置
い
て
、

日
本
一
の
会
ࣾ
が
地
域
に
あ
る
の
で
、そ
の
力
を
आ
り
る
」

と
い
う
市
௕
の
ߟ
͑
の
も
と
、
今
ま
で
に
な
い
、
行
政
が

ຽ
間
ا
業
に
৐
っ
て
い
く
৽
た
な
औ
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。「

໨
的
」
と
は
ແ
࿦
、
地
方
૑
生
で
あ
る
。
地
方
૑
生

の
औ
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
が

ԣ
ฒ
び
主
義
か
ら
୤
٫
し
、
地
ݩ
の
ࢿ
ݯ
や
ࢿ
࢈
を
生
か

し
て
成
௕
し
て
い
か
な
け
れ
͹
な
ら
な
い
。
̎
̌
１
̑
年

11
݄
10
日
、
本
市
は
、
૒
方
の
ࢿ
ݯ
を
有
ޮ
に
活
用
し
た

ڠ
ಇ
に
よ
る
活
動
を
ਪ
進
し
、
地
域
経
済
の
一
૚
の
活
性

◆◆◆

化
と
市
ຽ
α
ー
Ϗ
ス
の
向
上
に
ࢿ
す
る
こ
と
を
໨
的
と
し

て
、
本
市
に
本
ࣾ
が
あ
る
ໄ
ౡ
ञ
଄
と
แ
ׅ
連
ܞ
ڠ
ఆ
を

క
݁
し
た
。

ڠ
ఆ
క
݁
後
は
、
౦
ژ
Ϟ
ϊ
レ
ー
ル
඿
দ
町
Ӻ
の
ख
લ

෇
ۙ
に
設
置
し
た
「
ࠇ
ໄ
ౡ 

̢
Ａ
̙
̚ 

̞
̣ 

౎
城
」
の

؃
板
を
は
͡
め
、
ϙ
ス
タ
ー
や
グ
ッ
ζ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

ट
౎
ݍ
を
த
৺
に
対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
π
ー
ル
と
し
て
フ
ル
活

用
し
て
き
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
地
方
૑
生
ਪ
進
に
か
か
る
地
域
の

ಛ
৭
を
࠶
ఆ
義
す
る
う
͑
で
、
ໄ
ౡ
ञ
଄
の
ଘ
ࡏ
が
欠
か

ͤ
な
い
。
そ
れ
は
「
;
る
さ
と
ೲ
੫
」
で
も
実
ূ
さ
れ
て

い
る
。本

市
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

;
る
さ
と
ೲ
੫
に
関
し
て
は
、
̎
̌
１
４
年
10
݄
か
ら

「
౎
城
市
を
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
໨
的
に
対
外
的
Ｐ

Ｒ
の
π
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
よ
り
明
֬
に
ଧ
ち

ग़
し
、「
೑
と
ম
ய
に
返
礼
品
を
ಛ
化
し
た
;
る
さ
と
ೲ

੫
」
の
ਪ
進
に
औ
り
組
ん
で
き
た
。

݁
果
は
す
͙
に
਺
ࣈ
と
な
っ
て
ݱ
れ
た
。「
日
本
一
の

೑
と
ম
ய
に
ಛ
化
し
た
返
礼
品
」
は
د
ෟ
者
の
χ
ー
ζ
を

し
っ
か
り
と
ଊ
͑
、
Ϧ
χ
ỿ
ー
Ξ
ル
後
、
൒
年
で
̑
ԯ
ԁ

の
د
ෟ
が
集
ま
り
、
̎
̌
１
̑
年
度
、
̎
̌
１
̒
年
度
の

د
ෟ
ֹ
は
そ
れ
ͧ
れ
42
ԯ
ԁ
、
73
ԯ
ԁ
と
、
̎
年
連
続
日

本
一
と
な
っ
た
。

日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
ϝ
デ
ィ
Ξ

に
औ
り
上
͛
ら
れ
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
を
通
͡
て
初
め
て
౎

城
市
を
知
っ
た
と
い
う
方
も
た
く
さ
ん
ݱ
れ
た
。今
で
は
、

౎
城
市
と
聞
い
て
、「
೑
と
ম
ய
の
ま
ち
」
あ
る
い
は
「
;

る
さ
と
ೲ
੫
日
本
一
の
ま
ち
」
を
イ
ϝ
ー
ジ
す
る
方
も
૿

◆◆◆

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
行
政
が
ຽ
間
ا
業
に
৐
っ
て
い
く
৽
た
な
औ
り
組
み
Ổ

野
見
山
　
修
一

都
城
市
総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
主
幹

地
元
酒
造
会
社
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
戦
略
を
展
開

宮
崎
県
都
城
市
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͑
て
き
て
お
り
、
市
が
໨
的
と
し
て
掲
͛
て
い
る
対
外
的

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、大
き
な
ޮ
果
が
あ
っ
た
と
ߟ
͑
て
い
る
。

地
元
事
業
者
の
参
加
と

官
民
一
体
の
取
り
組
み

Ϧ
χ
ỿ
ー
Ξ
ル
当
初
は
、
೑
と
ম
ய
に
ಛ
化
す
る
Ｐ
Ｒ

ઓ
ུ
に
ཧ
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
返
礼
品
の
ௐ

ୡ
に
ۤ
࿑
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
１
ࣾ

だ
け
だ
っ
た
返
礼
品
提
ڙ
事
業
者
も
ঃ
々
に
૿
加
し
今
で

は
80
ࣾ
を
௒
͑
て
い
る
。

̎
̌
１
̒
年
４
݄
、
事
業
者
自
ら
が
ࢿ
ۚ
を
ग़
し
合
っ

て
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
さ
ら
な
る
ৼ
ڵ
や
地
場
࢈
業
の
さ

ら
な
る
成
௕
へ
の
औ
り
組
み
を
行
う
「
౎
城
市
;
る
さ
と

◆◆◆

ೲ
੫
ৼ
ڵ
ڠ
ٞ
会
」
を
ཱ
ち
上
͛
た
。
ڠ
ٞ
会
に
は
市
か

ら
の
ิ
ॿ
ۚ
は
一
੾
な
い
。

ڠ
ٞ
会
の
大
き
な
औ
り
組
み
は
̏
つ
。
１
つ
は
ൢ
ച
ઓ

ུ
。
本
市
と
と
も
に
、
広
告
୅
ཧ
ళ
や
食
レ
ϙ
の
プ
ロ
と

組
ん
で
、
ネ
ッ
ト
ઓ
ུ
や
ࡶ
ࢽ
・
৽
聞
広
告
、
通
ൢ
と
の

タ
イ
Ξ
ッ
プ
ا
ը
、
౎
市
ݍ
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
あ
ら

Ώ
る
π
ー
ル
を
活
用
し
て
ൢ
ച
ઓ
ུ
を
ల
開
し
て
い
る
。

そ
の
݁
果
を
分
ੳ
し
な
が
ら
࣍
の
ઓ
ུ
を
࿅
る
と
い
う
޷

॥
環
を
ܗ
成
し
つ
つ
あ
る
。

̎
つ
め
は
、
৽
঎
品
開
発
や
ސ
٬
ຬ
଍
度
の
向
上
に
向

け
た
৽
た
な
事
業
の
ల
開
。
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
ઌ
行
き
に

は
不
҆
感
も
あ
り
、
常
に
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
だ
け
に
པ
り

ա
͗
な
い
औ
り
組
み
の
ඞ
ཁ
性
も
共
有
し
、
行
政
と
事
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
χ
ー
ζ
に
Ԡ
͑
る
঎
品
ͮ
く
り
を

本
ؾ
で
ߟ
͑
て
き
た
。

̏
つ
め
は
ࣾ
会
ߩ
ݙ
。利
ӹ
௥
ٻ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ඃ
ࡂ
地
へ
の
支
援
ớ
د
ෟ
Ờ
や
、
̣
Ｐ
Ｏ
౳
に
よ
る
ま
ち

ͮ
く
り
活
動
支
援
な
ど
も
ల
開
し
て
お
り
、
ࣾ
会
ߩ
ݙ
の

意
識
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
活
動
が
ҡ
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
ಛ
௃
的
で
あ
る
。

߃
例
と
な
っ
た
݄
に
１
度
の
集
ま
り
は
、
本
市
の
担
当

者
や
事
業
者
ಉ
࢜
の
৘
報
交
換
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

他
の
事
業
者
の
औ
り
組
み
を
常
に
意
識
し
て
お
り
、
ྑ
い

意
ຯ
で
の
ڝ
૪
が
生
͡
、
事
業
者
の
ス
Ω
ル
Ξ
ッ
プ
に
も

繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
戦
略
の
方
向
性

本
市
で
は
Ｐ
Ｒ
ઓ
ུ
を
ஈ
֊
的
に
ల
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。ୈ
一
ஈ
֊
の「
౎

城
を
知
っ
て
も
ら
う
」
か
ら
、
ୈ
ೋ
ஈ
֊

の
「
౎
城
に
関
৺
を
持
っ
て
も
ら
う
」
を

経
て
、
࠷
ऴ
的
に
は
「
౎
城
を
બ
ん
で
も

ら
う
ớ
ख
に
と
っ
て
も
ら
う
Ờ」
ஈ
֊
へ

と
ࢸ
る
こ
と
だ
。

ま
ず
は
、
׭
ຽ
一
体
と
な
っ
た
ڠ
ಇ
で

の
औ
り
組
み
を
通
͡
て
、
し
っ
か
り
と
౎

城
市
の
知
໊
度
を
向
上
さ
ͤ
、
イ
ン
ό
ウ

ン
ド
を
ؚ
Ή
観
光
や
ス
ϙ
ー
π
・
文
化
合

॓
の
༠
க
、Ҡ
ॅ
̪
̞
̟
タ
ー
ン
の
ଅ
進
、

ا
業
ཱ
地
の
ଅ
進
な
ど
、
様
々
な
分
໺
で

ઓ
ུ
的
な
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
経
済
に
大
き
な
೾
及
ޮ
果

が
૑
ग़
さ
れ
る
と
ߟ
͑
て
い
る
。

◆◆◆

ϞϊϨール඿দ町Ӻ؃൘ژしͨ౦༺׆ໄౡΛࠇ

ʮࠇໄౡ."%&�*/ ౎城ϙελーʯͱʮমயʯ
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官
民
連
携
に
至
る
経
緯

地
方
૑
生
が
ੈ
間
で
૽
が
れ
࢝
め
た
ฏ
成
26
年
、
行
政

ӡ
Ӧ
に
ຽ
間
視
఺
を
औ
り
入
れ
る
΂
く
、
地
域
課
題
に
共

に
औ
り
組
Ή
事
業
ύ
ー
ト
φ
ー
を
୳
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
த
、
ג
ࣜ
会
ࣾ
Ａ
̣
Ａ
૯
合
研
究
所
ớ
Ҏ
Լ
、

Ａ
̣
Ａ
૯
研
Ờ
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
の
ه
事
を

໨
に
し
、
̟
Ａ
̭
Ａ
内
೭
Ӝ
Ӊ
஦
ۭ
間
観
ଌ
所
ớ
ロ
έ
ッ

ト
発
ࣹ
場
Ờ
が
ཱ
地
す
る
「
Ӊ
஦
に
一
൪
ۙ
い
町
・
؊
෇

町
」
と
「
ࠃ
内
࠷
大
ن
໛
の
ߤ
ۭ
会
ࣾ
・
શ
日
本
ۭ
༌
ג

ࣜ
会
ࣾ
ớ
Ҏ
Լ
、
Ａ
̣
Ａ
Ờ」
の
事
業
連
ܞ
の
可
ೳ
性
を

௚
感
し
、૬
ஊ
し
た
の
が
࢝
ま
り
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

地
域
ࢿ
ݯ
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
た
め
、
Ａ
̣
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
持
つ
知
識
・
経
ݧ
を
活
か
す
と
い
う
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
Ａ
̣
Ａ
૯
研
を
事
業
ύ
ー
ト
φ
ー
と
し
て

׭
ຽ
連
ܞ
ิ
ॿ
事
業
の
Ԡ
募
に
ࢸ
り
ま
し
た
が
、
不
࠾
୒

と
い
う
݁
果
で
し
た
。
ฏ
成
27
年
度
の
Ａ
̣
Ａ
૯
研
と
の

◆◆◆

事
業
連
ܞ
を
அ
೦
し
か
け
た
໼
ઌ
、
Ａ
̣
Ａ
૯
研
か
ら
ಥ

વ
の
ి
࿩
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
ͤ
っ
か
く
の

͝
ԑ
、ứ
Ӊ
஦
Ừ
と
ứ
ۭ
Ừ
の
つ
な
が
り
、
一
ॹ
に
お
も

し
Ζ
い
こ
と
を
や
り
ま
ͤ
ん
か
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
׭
ຽ
連
ܞ
に
よ
る
औ
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
̏
年
໨
を
ܴ
͑
て
い
ま
す
。

協
働
事
業
の
内
容

○
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業

ฏ
成
27
年
度
、
࠷
初
に
औ
り
組
ん
だ
の
が
、
౦
ژ
౎
த

ԝ
۠
で
開
࠵
の
「
ଠ
ཅ
の
マ
ル
シ
ェ
」
に
Ａ
̣
Ａ
૯
研
と

؊
෇
町
、
そ
し
て
̟
Ａ
̭
Ａ
内
೭
Ӝ
Ӊ
஦
ۭ
間
観
ଌ
所
の

ࡾ
者
で
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。؊
෇
町
の
知
໊
度
向
上
・

フ
ァ
ン
֫
得
を
໨
的
と
し
、
ロ
έ
ッ
ト
な
ど
の
ϖ
ー
ύ
ー

ク
ラ
フ
ト
ϫ
ー
ク
シ
ἀ
ッ
プ
、
ύ
イ
ロ
ッ
ト
・
Ӊ
஦
ඈ
行

࢜
な
ど
の
੍
෰
試
ண
、
Ӊ
஦
関
連
グ
ッ
ζ
・
؊
෇
町
ಛ
࢈

◆◆◆

品
ൢ
ച
、
Ӊ
஦
・
ߤ
ۭ
ク
イ
ζ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
ク
ラ
ϒ
会
員
ূ
」
交
෇
な
ど
、
Ӊ
஦

に
一
൪
ۙ
い
町
・
؊
෇
町
の
Ｐ
Ｒ
は
大
੝
گ
で
し
た
。

ฏ
成
28
年
度
は
マ
ル
シ
ェ
参
加
に
加
͑
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
ิ
ॿ
事
業
と
し
て
ス
ϖ
ー
ス
α
マ
ー
Ω
Ỿ
ン
プ

を
実
施
し
、
౎
内
よ
り
̔
組
19
人
の
͝
Ո
଒
、
町
ຽ
ؚ
め

た
૯
੎
30
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ޒ
感
で
感
͡

る
体
ݧ
π
Ξ
ー
」
を
ί
ン
セ
プ
ト
に
、
͝
当
地
食
ࡐ
に
よ

る
イ
プ
シ
ロ
ン
の
里
ห
当
、
地
域
ॅ
ຽ
が
ڭ
͑
る
஛
ࡉ
޻

ớ
஛
と
ん
΅
・
஛
സ
Ờ、
ྫྷ
た
い
୩
川
で
の
ਫ
༡
び
、
̟
Ａ

̭
Ａ
職
員
が
ڭ
͑
る
ਫ
ロ
έ
ッ
ト
੡
作
、
ҏ
੎
ւ
࿝
・
ڇ

೑
な
ど
の
地
域
食
ࡐ
̗
̗
̦
、
地
域
グ
ル
ϝ
が
当
た
る
͝

当
地
Ϗ
ン
ΰ
、̟
Ａ
̭
Ａ
内
೭
Ӝ
Ӊ
஦
ۭ
間
観
ଌ
所
見
学
、

͑
っ
が
Ͷ
ớ
ҏ
੎
ւ
࿝
Ờ
ఆ
食
な
ど
１
ധ
̎
日
の
ス
έ
ジ

ỿ
ー
ル
に
؊
෇
の
ັ
力
を
٧
め
ࠐ
み
ま
し
た
。

౦ژ౎தԝ۠Ͱ։࠵のʮଠཅϚルγェʯに؊෇町ɺ̖̣̖૯研ɺ
̟̖̭̖のࡾ者ͰࢀՃ

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

鹿
児
島
県
肝
付
町

Ổ
地
域
ࢿ
ݯ
の
「
ロ
έ
ッ
ト
発
ࣹ
場
」
を

 

生
か
し
た
地
域
お
こ
し
Ổ

木
佐
貫
英
哉

肝
付
町
企
画
調
整
課　

企
画
調
整
第
一
係
長

Ａ
Ｎ
Ａ
と
連
携
し
て「
宇
宙
に
一
番
近
い
町
」を
発
信
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○
人
材
派
遣
事
業
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
専
門
研
究
員
）

よ
り
ޮ
果
的
・
ス
ム
ー
ζ
な
連
ܞ
事
業
の
ల
開
を
ਤ
る

た
め
、
ฏ
成
28
年
度
か
ら
は
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
ܞ

ڠ
ఆ
を
క
݁
し
、
Ａ
̣
Ａ
૯
研
か
ら
ற
ࡏ
員
ớ
地
域
お
こ

し
ڠ
力
ୂ
Ờ
１
人
を
೿
ݣ
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
連

ܞ
事
業
業
務
の
他
、
Ａ
̣
Ａ
Ω
Ỿ
Ϗ
ン
Ξ
ς
ン
ダ
ン
ト
と

い
う
職
ྺ
を
活
か
し
、
খ
த
学
生
を
対
৅
と
し
た
Ω
Ỿ
Ϧ

Ξ
ڭ
ҭ
、
֤
छ
ஂ
体
を
対
৅
と
し
た
マ
φ
ー
ớ
お
も
て
な

し
Ờ
ߨ
࠲
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ฏ
成
29
年
度
に
実
施
し
た
初
の
試
み
で
あ
る
町
内
த
学

生
を
対
৅
と
し
た
Ξ
ϝ
Ϧ
カ
ϗ
ー
ム
ス
ς
イ
事
業
も
、
事

લ
研
म
か
ら
ݱ
地
ಉ
行
ま
で
ڠ
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ઐ
門
研
究
員
を
ট
い
て
地
域
ࢿ
ݯ
ௐ
ࠪ
を
実
施
し
、

意
見
交
換
౳
を
行
い
ま
し
た
。

○
情
報
発
信
事
業

ฏ
成
28
年
度
か
ら
は
৘
報
発
৴
事
業
と
し
て
、
Ａ
̣
Ａ

૯
研
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
・
Ａ
̣
Ａ
ػ
内
ࢽ
・
ۭ
ߓ
イ
ベ
ン
ト
・

Ａ
̣
Ａ
;
る
さ
と
ೲ
੫
α
イ
ト
な
ど
で
地
域
৘
報
の
発
৴

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ฏ
成
29
年
度
は
、
連
ܞ
開
࢝
か
ら
の
೦
ئ
で
あ
り
ま
し

た
「
؊
෇
町
͝
当
地
プ
レ
ー
ン
」
が
ब
ߤ
し
ま
し
た
。
Ａ

̣
Ａ
ػ
に
「
町
໊
・
町
Ֆ
」
を
ラ
ッ
ϐ
ン
グ
、
࠲
੮
ϙ
έ

ッ
ト
に
؊
෇
町
঺
հ
Ϧ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
日
本
ࠃ

த
で
؊
෇
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

ฏ
成
27
・
28
年
の
き
も
つ
き
フ
ァ
ン
ͮ
く
り
事
業
に
お

い
て
は
、
マ
ル
シ
ェ
で
の

多
਺
の
དྷ
場
者
・
体
ݧ
π

Ξ
ー
参
加
者
の
ຬ
໘
の
স

み
か
ら
、
؊
෇
町
の
持
つ

ϙ
ς
ン
シ
Ỿ
ル
の
ߴ
さ
、

今
後
の
可
ೳ
性
を
実
感
し

ま
し
た
。
׭
ຽ
連
ܞ
の
成

果
と
し
て
、
地
域
ࢿ
ݯ
を

ϒ
ラ
ッ
シ
ỿ
Ξ
ッ
プ
し
た

「
本
෺
」
を
提
ڙ
で
き
た

こ
と
を
ڍ
͛
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ฏ
成
28
・
29
年
の
人
ࡐ

೿
ݣ
事
業
に
お
い
て
は
、

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
は
ক
དྷ
を

担
う
ࢠ
ど
も
た
ち
の
ເ
の

◆◆◆

実
ݱ
に
向
け
た
道
し
る
΂
と
な
り
、
マ
φ
ー
ߨ
࠲
は
ϗ
ス

ϐ
タ
Ϧ
ς
ィ
を
学
Ϳ
ػ
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
੨
গ

年
ւ
外
೿
ݣ
事
業
の
ૣ
期
実
ݱ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ฏ
成
28
・
29
年
の
৘
報
発
৴
事
業
に
お
い
て
は
、
Ａ
̣

Ａ
の
持
つ
ߴ
い
৘
報
発
৴
ೳ
力
に
よ
り
、
地
域
৘
報
の
発

৴
・
؊
෇
町
の
知
໊
度
向
上
に
一
ఆ
の
成
果
を
あ
͛
た
と

感
͡
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ロ
έ
ッ
ト
ଧ
ち
上
͛
࣌
の
多

਺
の
見
学
者
དྷ
町
、
ண
実
に
૿
加
す
る
;
る
さ
と
ೲ
੫
ֹ

か
ら
見
て
औ
れ
る
と
こ
Ζ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
・
展
望

ݱ
ࡏ
も
「
؊
෇
町
」
は
、
日
本
の
୺
っ
こ
に
あ
る
ա
ૄ

化
が
進
Ή
町
で
あ
り
、
人
ޱ
ݮ
গ
཈
੍
・
࢈
業
ৼ
ڵ
な
ど

の
問
題
を
๊
͑
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
ͤ
ん
。

し
か
し
、
Ａ
̣
Ａ
૯
研
と
の
׭
ຽ
連
ܞ
事
業
で
地
域
の

ๅ
୳
し
は
̏
年
໨
を
ܴ
͑
、
地
域
が
刺
激
を
ड
け
た
こ
と

は
間
ҧ
い
あ
り
ま
ͤ
ん
。
今
ま
で
、
な
か
な
か
લ
に
進
ま
な

か
っ
た
こ
と
が
、
動
き
࢝
め
ま
し
た
。
࿨
ڇ
日
本
一
の
県
と

し
て
活
ؾ
ͮ
く
ச
࢈
業
ք
、
ਫ
࢈
業
の
ϒ
ラ
ン
ド
化
、
地

域
ಛ
࢈
果
थ
の
̜
̞
ớ
地
ཧ
的
ද
示
อ
ޢ
੍
度
Ờ
ಋ
入
に

向
け
た
動
き
、
ಛ
࢈
品
開
発
な
ど
、
࢈
業
ৼ
ڵ
は
ண
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
ࢿ
ݯ
を
活
か
し
た
地
域

お
こ
し
を
໨
ࢦ
す
̣
Ｐ
Ｏ
組
৫
が
৽
た
に
஀
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
׭
ຽ
連
ܞ
し
た
地
域
の
ๅ
୳
し
に
よ
り
、
地

域
ॅ
ຽ
が
地
域
ࢿ
ݯ
の
Ձ
஋
を
認
識
し
た
݁
果
で
す
。
今

後
、
地
域
ͮ
く
り
の
ς
ー
マ
で
あ
る
「
人
そ
し
て
地
域
活

力
の
૑
ग़
に
よ
る
地
域
力
あ
;
れ
る
町
」
を
໨
ࢦ
し
、
こ

れ
ら
の
動
き
を
ڠ
ಇ
・
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
役

ׂ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
؊
෇
町
の
ϒ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
る
と
֬
৴
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

̖̣̖૯研から೿͞ݣΕͨΩϟϏϯΞςϯμϯトにΑΔΩϟϦΞڭҭ

に町໊・町ՖΛϥοϐϯグしͨʮ؊෇町͝当地プϨーϯʯػ̖̣̖
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特 集

官
民
で
取
り
組
む
地
方
創
生

Ổ
׭
ຽ
連
ܞ
に
よ
る
地
域
ޏ
用
の
૑
ग़
や
༡
ٳ
ࢿ
࢈
の
活
用
Ổ

梶
原
　
清

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
課
長
補
佐

地
域
経
済
の
好
循
環
と

 
地
方
圏
へ
の
人
・
仕
事
の
流
れ
の
創
出

は
じ
め
に

本
֨
的
な
人
ޱ
ݮ
গ
ࣾ
会
の
த
、
地
方
૑
生
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
を
࠶
生
さ
ͤ
る
と
と
も
に
、

地
方
へ
の
人
や
仕
事
の
ྲྀ
れ
を
ଅ
進
し
、
さ
ら
な
る
地
域

経
済
の
޷
॥
環
を
生
み
ग़
し
て
く
こ
と
が
ॏ
ཁ
で
あ
る
。

૯
務
ল
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
の
޷
॥
環
や
地
方

ݍ
へ
の
人
や
仕
事
の
ྲྀ
れ
を
૑
ग़
す
る
た
め
の
様
々
な
औ

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
Ζ
で
あ
る
が
、
本
ߘ
で
は
׭

ຽ
連
ܞ
し
た
औ
り
組
み
で
あ
る
「
ロ
ー
カ
ル
１
̌
⁌̌
̌
̌

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
地
域
お
こ
し
ا
業
人
」「
お
試
し
α
ς

ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
」
に
つ
い
て
঺
հ
す
る
。

な
お
、
文
த
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

「
ロ
ー
カ
ル
１
0
，0
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
ロ
ー
カ
ル
１
̌
⁌̌
̌
̌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
ࢽ

̎
̌
１
̓
年
̎
݄
߸
「
地
域
ࢿ
ݯ
を
活
用
し
た
地
域
経
済

޷
॥
環
ਪ
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
த
で
も
औ
り
上
͛
て
い

る
の
で
、ৄ
ࡉ
は
ল
ུ
す
る
が
、࢈
学
ۚ
׭
の
連
ܞ
に
よ
っ

て
、
地
域
の
ࢿ
ݯ
と
ࢿ
ۚ
を
活
用
し
て
、
ޏ
用
ٵ
ऩ
力
の

大
き
い
地
域
ີ
ண
ܕ
ا
業
ớ
事
業
Ờ
の
ཱ
ち
上
͛
を
支
援

す
る
औ
り
組
み
で
あ
る
。

例
͑
͹
、
一
୴
事
業
が
ཱ
ち
上
が
れ
͹
、
地
域
で
ޏ
用

を
૑
ग़
し
、
地
域
か
ら
ݪ
ࡐ
ྉ
を
ߪ
入
す
る
こ
と
で
、
地

ݩ
に
も
ࢿ
ۚ
ؐ
ݩ
が
な
さ
れ
た
上
で
、
ຖ
年
の
Ӧ
業
利
ӹ

が
ࠇ
ࣈ
に
な
る
こ
と
が
े
分
期
待
で
き
る
も
の
の
、
初
期

の
設
備
౤
ࢿ
の
ࢿ
ۚ
を
ۚ
༥
ػ
関
か
ら
の
आ
り
入
れ
で
࿫

う
に
は
े
分
で
な
い
Ϗ
ジ
ネ
ス
Ϟ
デ
ル
が
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
そ
の
事
業

の
ཱ
ち
上
͛
に
ඞ
ཁ
な
初
期
౤
ࢿ
ֹ
と
ۚ
༥
ػ
関
の
༥
ࢿ

可
ೳ
ݶ
度
ֹ
と
の
ࠩ
ֹ
を
ิ
ॿ
し
て
支
援
を
行
う
ࡍ
に
地

域
経
済
॥
環
૑
଄
事
業
交
෇
ۚ
を
交
෇
す
る
も
の
で
あ

る
。ฏ

成
28
年
度
ま
で
に
、
̏
１
１
の
事
業
に
対
し
支
援
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
岐
ෞ
県
多

治
見
市
の
ө
૾
ί
ン
ς
ン
π
を
活
用
し
た
Τ
ン
タ
ー
ς
イ

ン
ϝ
ン
ト
ܕ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ӡ
Ӧ
に
よ
る
に
͗
わ
い
ͮ
く

り
事
業
を
঺
հ
す
る
。

○
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
型
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

（
岐
阜
県
多
治
見
市
）

岐
ෞ
県
多
治
見
市
は
、
ݹ
く
か
ら
の
や
き
も
の
の
文
化

が
ӫ
͑
、
શ
ࠃ
で
も
有
਺
の
や
き
も
の
ớ
ඒ
ೱ
ম
Ờ
の
࢈

地
と
し
て
関
連
࢈
業
も
ؚ
め
て
発
ୡ
し
て
き
た
。し
か
し
、

ফ
අ
者
の
ᅂ
޷
の
変
化
と
୅
ସ
品
の
୆
಄
౳
に
よ
り
、
や

き
も
の
文
化
は
ۙ
年
௿
໎
ؾ
ຯ
で
あ
り
、
や
き
も
の
໨
当

て
に
શ
ࠃ
か
ら
訪
れ
て
い
た
観
光
٬
の
大
෯
な
ݮ
গ
と
঎

ళ
֗
を
த
৺
と
し
た
町
の
に
͗
わ
い
の
௿
Լ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
ݩ
ا
業
̑
ࣾ
が
有
ݶ
੹
೚
事
業
組
合
を
設

ཱ
し
、Ӻ
લ
の
一
౳
地
を
市
か
ら
आ
り
ड
け
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
॥
環
૑
଄
事
業
交
෇
ۚ
と
地
域
ۚ
༥
ػ
関
の
༥

ࢿ
を
ड
け
、
࠷
ઌ
୺
の
ٕ
ज़
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

【
施
策
概
要
】

・
࢈
学
ۚ
׭
の
連
ܞ
に
よ
り
、
地
域
の
ࢿ
ݯ
と
ࢿ
ۚ

を
活
用
し
て
、
ޏ
用
ٵ
ऩ
力
の
大
き
い
地
域
ີ
ண

ܕ
ا
業
ớ
事
業
Ờ
の
ཱ
ち
上
͛
を
支
援

・
具
体
的
に
は
、
地
域
ۚ
༥
ػ
関
か
ら
༥
ࢿ
を
ड
け

て
事
業
化
に
औ
り
組
Ή
ຽ
間
事
業
者
が
事
業
化
ஈ

֊
で
ඞ
ཁ
と
な
る
初
期
౤
ࢿ
අ
用
に
つ
い
て
、
地

方
ެ
共
ஂ
体
が
ॿ
成
す
る
場
合
に
、
地
域
経
済
॥

環
૑
଄
事
業
交
෇
ۚ
に
よ
り
支
援
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シ
ἀ
ン
マ
ッ
ϐ
ン
グ
に
よ
る
ݬ
૝
的
な
ۭ
間
ԋ
ग़
と
ҿ
食

α
ー
Ϗ
ス
を
提
ڙ
す
る
Τ
ン
タ
ー
ς
イ
ン
ϝ
ン
ト
ܕ
レ
ス

ト
ラ
ン
を
੔
備
、
よ
り
෯
広
い
ੈ
୅
の
入
ࠐ
٬
の
૿
加
に

つ
な
͛
、に
͗
わ
い
の
૑
ग़
を
ਤ
る
こ
と
を
໨
的
と
し
た
、

に
͗
わ
い
ͮ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

食
ث
ྨ
や
ళ
内
ॄ
ث
に
は
、
఻
౷
あ
る
地
域
ࢿ
ݯ
で
あ

る
ಃ
࣓
ث
や
タ
イ
ル
を
࢖
用
し
、
そ
れ
ら
に
も
౤
Ө
を
行

う
な
ど
、
ҟ
な
る
活
用
方
๏
に
て
ফ
අ
者
に
見
ͤ
る
こ
と

で
、
ັ
力
の
࠶
発
見
を
ଅ
進
す
る
。
ถ
の
΄
か
、
ト
マ
ト

や
イ
チ
ΰ
、
ϒ
ル
ー
ベ
Ϧ
ー
、
ܲ
ཛ
な
ど
地
域
の
೶
ச
࢈

෺
を
ؾ
ܰ
か
つ
ス
タ
イ
Ϧ
ッ
シ
ỿ
な
ྉ
ཧ
と
し
て
提
ڙ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
食
ࢿ
ݯ
の
ັ
力
を
認
識
い
た
だ

く
こ
と
で
、
地
域
に
ࠜ
෇
く
地
場
࢈
業
や
関
連
࢈
業
の
ৼ

ڵ
に
も
د
༩
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
た
食
ʷ
Ξ
ー
ト
体
ݧ
ܕ
レ

ス
ト
ラ
ン
は
10
݄
11
日
に
グ
ラ
ン
ド
Φ
ー
プ
ン
し
た
と
こ

Ζ
で
あ
る
が
、
多
治
見
市
の
に
͗
わ
い
ͮ
く
り
に
大
き
く

د
༩
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

【
施
策
概
要
】

・
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
ࡾ
大
౎
市
ݍ
に
所
ࡏ
す
る
ຽ
間

ا
業
の
ࣾ
員
を
一
ఆ
期
間
ớ
6
カ
݄
Ỗ
̏
年
Ờ
ड
け

入
れ
、
そ
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
地
域
ಠ
自

の
ັ
力
や
Ձ
஋
の
向
上
に
つ
な
が
る
業
務
に
ै
事

・
ا
業
人
の
募
集
や
ड
け
入
れ
、
ا
業
人
が
発
案
・

提
案
し
た
事
業
に
ཁ
す
る
経
අ
に
つ
い
て
は
、
ಛ

ผ
交
෇
੫
ા
置

૯
務
ল
で
は
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
ࡾ
大
౎
市
ݍ
に
ۈ
務

す
る
ຽ
間
ا
業
の
ࣾ
員
を
一
ఆ
期
間
ड
け
入
れ
、
そ
の
ϊ

ウ
ϋ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
て
地
域
ಠ
自
の
ັ
力
や
Ձ
஋
の

向
上
、
҆
৺
・
҆
શ
に
つ
な
が
る
業
務
に
ै
事
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
地
方
ݍ
へ
の
ώ
ト
の
ྲྀ
れ
を
૑
ग़
す
る
こ
と

を
໨
ࢦ
す
「
地
域
お
こ
し
ا
業
人
交
ྲྀ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

ਪ
進
し
て
い
る
。

ợ
ड
け
入
れ
ஂ
体
、
೿
ݣ
ݩ
ا
業
૒
方
に
ϝ
Ϧ
ッ
ト
Ụ

地
域
お
こ
し
ا
業
人
の
ड
け
入
れ
ஂ
体
に
と
っ
て
は
、

೿
ݣ
ݩ
ا
業
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
や
人
຺
౳
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
・
課
題
解
決
の
औ
り
組
み
を
ల
開
し
、
ຽ
間
の
経
Ӧ

感
֮
や
ス
ϐ
ー
ド
感
֮
を
औ
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
方
૑

生
の
૯
合
ઓ
ུ
に
掲
͛
る
໨
ඪ
を
ૣ
期
に
ୡ
成
す
る
た
め

の
ઓ
ུ
的
な
ύ
ー
ト
φ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

組
৫
の
意
識
վ
ֵ
౳
に
も
ࢿ
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
ಛ
に
一
ൠ
的
な
ҕ
ୗ
事
業
と
は
ҟ
な
り
、
ݱ

場
に
マ
ン
ύ
ϫ
ー
と
し
て
ا
業
人
が
౤
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
໨
ඪ
ୡ
成
に
向
け
た
࢜
ؾ
が
ߴ
ま
る
こ
と
も
期
待
で

き
る
。

೿
ݣ
ݩ
ا
業
に
と
っ
て
は
、
ࣾ
員
の
人
ࡐ
ҭ
成
や
地
方

ݍ
と
の
人
的
交
ྲྀ
・
人
຺
ߏ
ங
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
の
જ
ࡏ
的
ࢿ
ݯ
を
活
か
し
た
৽
た
な
事
業
ల
開
を
見
ਾ

͑
た
行
政
౳
と
の
連
ܞ
、
課
題
࠷
ઌ
୺
地
域
の
ॅ
ຽ
と
ڠ

力
す
る
こ
と
に
よ
り
৽
た
な
Ϗ
ジ
ネ
ス
Ϟ
デ
ル
を
ߏ
ங
す

る
な
ど
、
経
Ӧ
ઓ
ུ
の
π
ー
ル
と
し
て
の
活
用
が
ߟ
͑
ら

れ
る
。
地
方
૑
生
に
ߩ
ݙ
す
る
こ
と
で
ا
業
Ձ
஋
を
ߴ
め

る
こ
と
や
、
ࣾ
会
的
੹
೚
を
৽
し
い
ܗ
で
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
こ
の
΄
か
、
ઐ
門
ス
Ω

特 集
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ル
や
෯
広
い
人
຺
を
持
っ
た
シ
χ
Ξ
人
ࡐ
と
、
そ
の
よ
う

な
人
ࡐ
を
ٻ
め
る
地
域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
シ

χ
Ξ
人
ࡐ
の
৽
た
な
ラ
イ
フ
ス
ς
ー
ジ
の
発
見
に
つ
な
͛

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

֤
地
で
活
༂
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
お
こ
し
ا
業
人
の

事
例
は
ࢿ
ྉ
の
通
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
ا
業
人

が
地
方
ެ
共
ஂ
体
で
活
༂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
׭
ຽ
ڠ

ಇ
の
地
域
ͮ
く
り
が
ਪ
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

【
施
策
概
要
】

・
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
౎
市
部
の
ベ
ン
チ
Ỿ
ー
ا
業
౳

に
と
っ
て
ਅ
に
ັ
力
的
な
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス

を
提
ڙ
す
る
た
め
に
は
、
ᶃ
౎
市
部
の
ا
業
の
具

体
的
χ
ー
ζ
が
೺
Ѳ
で
き
な
い
ᶄ
༠
க
に
向
け
た

ઓ
ུ
や
ϊ
ウ
ϋ
ウ
が
な
い
、
と
い
っ
た
課
題
の
解

決
が
ඞ
ཁ

・
こ
の
た
め
、
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
「
お
試
し
ۈ
務
」

の
ड
け
入
れ
౳
を
通
͡
て
、
ຽ
間
ا
業
の
χ
ー
ζ

೺
Ѳ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ಛ
性
を
活
か
し

た
༠
க
ઓ
ུ
を
ࡦ
ఆ
す
る
こ
と
を
支
援

౦
ژ
一
極
集
த
を
ੋ
ਖ਼
し
、
地
方
へ
の
ώ
ト
・
৘
報
の

ྲྀ
れ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
方
に
お
け
る
ޏ
用
ػ
会
を

૑
ग़
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ࡢ
今
、
一
部
地
域
に

お
い
て
は
、
ຽ
間
ا
業
౳
が
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
を
活

用
し
、
本
ࣾ
ػ
ೳ
の
一
部
Ҡ
స
や
ೋ
地
域
ډ
ॅ
の
ϫ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
の
実
ફ
౳
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
Ζ
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
ຽ
間
ا
業
の
動
向
を
೺
Ѳ
し
た
上
で
、
多

く
の
地
方
ެ
共
ஂ
体
が
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
༠
க
を

ల
開
す
る
こ
と
が
、
課
題
解
決
の
た
め
の
有
ޮ
な
ख
ஈ
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
「
お
試
し
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
」
は
、
ฏ
成
28

年
度
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
、
ฏ
成
29
年
度
༧
ࢉ
で
ા
置
さ
れ
た
Ϟ
デ

ル
事
業
で
あ
る
が
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
に
関
৺
は
あ

る
も
の
の
、い
き
な
り
地
方
に
「
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
」

を
設
置
す
る
の
は
ϋ
ー
ド
ル
が
ߴ
い
と
感
͡
て
い
る
ࡾ
大

౎
市
ݍ
の
ຽ
間
ا
業
を
事
業
実
施
地
方
ެ
共
ஂ
体
ớ
Ҏ
Լ

「
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
」Ờ
に
ট
へ
い
し
、「
お
試
し
ۈ
務
」
の
体

ݧ
を
通
͡
て
、
地
方
へ
の
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
༠
க

を
໨
ࢦ
す
と
と
も
に
、
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
に
お
い
て
は
、「
お

試
し
ۈ
務
」
の
ड
け
入
れ
を
通
͡
て
、
ຽ
間
ا
業
の
χ
ー

ζ
を
実
ફ
的
に
検
ূ
・
分
ੳ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ຽ
間
ا

業
に
と
っ
て
ਅ
に
ັ
力
的
な
ड
け
入
れ
環
境
౳
を
੔
備
し

た
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
を
提
ڙ
す
る
た
め
の
༠
க
ઓ
ུ

を
ࡦ
ఆ
す
る
こ
と
を
໨
的
と
し
て
い
る
。

૯
務
ল
で
は
、
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
に
お
け
る
औ
り
組
み
を
ޮ

果
的
に
進
め
る
た
め
、
ࡾ
大
౎
市
ݍ
内
の
ຽ
間
ا
業
౳

̒
ສ
ࣾ
を
対
৅
に
「
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
」
設
置
に
܎

る
基
本
χ
ー
ζ
ௐ
ࠪ
を
行
う
と
と
も
に
、
当
֘
ௐ
ࠪ
に
お

い
て
「
お
試
し
ۈ
務
」
に
関
৺
が
あ
る
と
ճ
౴
い
た
だ
い

た
ا
業
౳
に
対
し
、
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
の
औ
り
組
み
を
示
し
、

ݸ
々
の
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
で
の
お
試
し
ۈ
務
に
関
৺
の
あ
る
ا

業
৘
報
を
ऩ
集
し
、
当
֘
৘
報
を
Ϟ
デ
ル
ஂ
体
に
提
ڙ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援
を
行
っ
た
と
こ
Ζ

で
あ
る
。

な
お
、「
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
」
設
置
に
܎
る
ຽ
間

ا
業
౳
の
χ
ー
ζ
ௐ
ࠪ
に
つ
い
て
は
、
１
̌
⁌̕
̑
̑
ࣾ

か
ら
ճ
౴
を
い
た
だ
い
た
と
こ
Ζ
で
あ
る
が
、
α
ς
ラ
イ

ト
Φ
フ
ィ
ス
を
ط
に
ಋ
入
し
て
い
る
ا
業
が
̔
̑
̌
ࣾ

ớ
̓
・
̔
ˋ
Ờ、
ಋ
入
検
討
த
が
４
̑
̕
ࣾ
ớ
４
・
̎
ˋ
Ờ、

ಋ
入
し
て
い
な
い
が
ڵ
ຯ
は
あ
る
ا
業
が
１
⁌̓
̎
１
ࣾ

ớ
15
・̓
ˋ
Ờ
で
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
に
લ
向
き
な
ا

業
は
̏
⁌̌
̌
̔
ࣾ
ớ
27
・̑
ˋ
Ờ
と
、
ै
業
員
の
ಇ
き
方

の
多
様
化
や
業
務
ޮ
཰
の
向
上
౳
の
た
め
、
多
く
の
ا
業

が
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
に
関
৺
を
示
し
て
い
る
。

○
モ
デ
ル
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み

ฏ
成
28
年
度
は
、
40
݅
の
提
案
の
த
か
ら
、
外
部
有
識
者

に
よ
る
ධ
Ձ
を
౿
ま
͑
10
݅
を
、
ฏ
成
29
年
度
は
、
21
݅
の

提
案
の
த
か
ら
8
݅
の
࠾
୒
を
行
っ
た
と
こ
Ζ
で
あ
る
。

ۭ
き
Ո
活
用
や
๛
か
な
自
વ
環
境
Լ
で
の
ۈ
務
体
ݧ
、

地
ݩ
大
学
と
の
連
ܞ
౳
、
֤
々
、
地
域
の
ັ
力
や
ಛ
৭
を

活
か
し
た
「
お
試
し
ۈ
務
」
の
औ
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
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に
し
Ѩ
೾
に
お
け
る
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
ϝ
Ϧ
ッ

ト
を
地
域
内
の
関
܎
֤
૚
で
広
く
共
有
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
݁
び
つ
け
る
こ
と
を
໨
的
と
し
、「
౎
市
部
と

地
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
ς
ー
マ
に
、
౎
市
部
と
に
し

Ѩ
೾
の
ا
業
間
交
ྲྀ
・
連
ܞ
ớ
Ϗ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
Ờ

の
૑
ग़
と
、
そ
れ
を
ܖ
ػ
と
し
た
౎
市
部
ا
業
の
α
ς
ラ

イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
༠
க
の
ଅ
進
を
ਤ
る
事
業
ớ「
౎
市
部
と

地
方
の
連
ܞ
Ϗ
ジ
ネ
ス
૑
ग़
」
ௐ
ࠪ
研
究
Ờ
を
ల
開
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ᶃ
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
意
義
や
活

動
に
つ
い
て
の
ཧ
解
を
深
め
る
セ
ϛ
φ
ー
の
開
࠵
ớ
૒
方

の
事
業
者
向
け
Ờ
ᶄ
৽
঎
品
開
発
や
ൢ
࿏
開
୓
な
ど
૒
方

の
経
Ӧ
課
題
の
解
決
を
ਤ
る
঎
ஊ
ܗ
ࣜ
の
ϫ
ー
ク
シ
ἀ
ッ

プ
、
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
に
し
Ѩ
೾
に
お
け
る
Ϗ
ジ

ネ
ス
関
連
の
૬
ஊ
૭
ޱ
ớ
ί
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
Ờ
の
開
設
に

よ
る
き
め
ࡉ
や
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ਤ
る
औ
り
組
み
を
実

施
し
た
。

こ
の
「
౎
市
部
と
地
方
の
連
ܞ
Ϗ
ジ
ネ
ス
૑
ग़
」
ௐ
ࠪ

研
究
は
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
༠
க
を
௚
઀
的
な
໨
的

と
す
る
Ξ
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
「
地
方
と
の
関
܎
性
の
ߏ

ங
」、
す
な
わ
ち
౎
市
部
ا
業
౳
と
地
ݩ
事
業
者
と
の
Ϗ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
環
境
ͮ
く
り
に
ॏ
き
を
お
い

た
औ
り
組
み
で
あ
る
。

こ
の
݁
果
、「
に
し
Ѩ
೾
の
事
を
શ
વ
知
ら
な
か
っ
た
」

౎
市
部
の
ا
業
に
と
っ
て
、
地
ݩ
事
業
者
と
Ϗ
ジ
ネ
ス
໘

だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
໘
で
も
交
ྲྀ
が
ਤ
ら
れ
て
い

る
ঢ়
ଶ
で
、
Ϗ
ジ
ネ
ス
Ϟ
デ
ル
の
具
体
的
検
討
と
α
ς
ラ

イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
開
設
の
ੋ
非
の
൑
அ
が
ग़
དྷ
た
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
औ
り
組
み
は
、
今
後
当
֘
ا
業
の
α
ς
ラ
イ
ト
Φ

フ
ィ
ス
進
ग़
後
の
地
ݩ
ఆ
ண
཰
ớ
認
知
度
Ờ
の
向
上
に
も

د
༩
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

る
が
、
本
ߘ
で
は
そ
の
த
か
ら
ಙ
ౡ
県
に
お
け
る
औ
り
組

み
を
঺
հ
さ
ͤ
て
い
た
だ
く
。

な
お
、
本
Ϟ
デ
ル
事
業
は
今
年
度
で
ऴ
ྃ
༧
ఆ
で
あ
る

が
、૯
務
ল
৘
報
ྲྀ
通
行
政
ہ
で
は
、α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ

ス
౳
の
ς
レ
ϫ
ー
ク
環
境
を
੔
備
す
る
た
め
の
අ
用
の
一

部
を
ॿ
成
す
る
「
;
る
さ
と
ς
レ
ϫ
ー
ク
ਪ
進
事
業
」
を

Ҿ
き
続
き
実
施
༧
ఆ
で
あ
る
΄
か
、
地
域
力
૑
଄
グ
ル
ー

プ
で
は
、
多
く
の
地
方
ެ
共
ஂ
体
に
お
い
て
、「
お
試
し

ۈ
務
」
౳
を
通
͡
た
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
༠
க
の
औ
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
౿
ま
͑
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ

フ
ィ
ス
に
関
৺
の
あ
る
ا
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ػ
会
の
૑

ग़
౳
、
Ҿ
き
続
き
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
༠
க
に
औ
り

組
Ή
地
方
ެ
共
ஂ
体
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
ߟ
͑
て
い
る
。

○
徳
島
県
に
し
阿
波
エ
リ
ア
に
お
け
る
地
元
事
業
者
と
連

携
し
た
取
り
組
み

ಙ
ౡ
県
に
お
い
て
、
県
、
ඒ
അ
市
、
ࡾ
޷
市
、
つ
る
͗

町
、౦
み
よ
し
町
が
連
ܞ
ڠ
力
し
て
本
事
業
に
औ
り
組
み
、

お
も
て
な
し
ઐ
門
人
ࡐ
の
配
置
、
̬
̴
̱
α
イ
ト
や
̛
̰

̲
̴
̱
̾
̾
̺
な
ど
Ｓ
̣
Ｓ
を
ซ
用
し
た
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ

ン
活
動
の
ల
開
、
༠
க
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
౳
に
よ
り
౎
市

部
ا
業
の
༠
Ҿ
を
行
い
、̏
݄
Ỗ
̕
݄
の
間
に
65
ࣾ
の「
お

試
し
ۈ
務
」
を
ड
け
入
れ
、
̑
ࣾ
の
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ

ス
開
設
に
つ
な
͛
た
と
こ
Ζ
で
あ
る
が
、
そ
の
த
で
、
地

ݩ
事
業
者
と
も
連
ܞ
し
た
औ
り
組
み
が
ల
開
さ
れ
た
と
こ

Ζ
で
あ
る
。

平成28年度採択団体
弘前市（青森県）
大館市（秋田県）
銚子市（千葉県）
南魚沼市（新潟県）
鯖江市（福井県）
京丹後市（京都府）
松江市（島根県）
山口県
徳島県
錦江町（鹿児島県）

平成29年度採択団体
下川町（北海道）
みなかみ町（群馬県）
南房総市（千葉県）
高山市（岐阜県）
南伊豆町（静岡県）
岡崎市（愛知県）
奈良県
伊仙町（鹿児島県）

地
ݩ
事
業
者
で
も
、
一
見
、
౎
市
部
か
ら
ԑ
も
Ώ
か
り

も
な
い
ا
業
が
進
ग़
し
て
く
る
こ
と
に
対
し
、「
自
ら
の

マ
ー
έ
ッ
ト
・
ސ
٬
の
औ
り
合
い
に
な
る
の
で
は
ʁ
」
と

ة
ዧ
す
る
声
や
不
҆
感
を
෷
১
し
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ

ス
が
自
分
ୡ
の
Ϗ
ジ
ネ
ス
の
チ
Ỿ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
の
期

待
感
の
ৢ
成
や
、「
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
そ
の
も
の
の

Ձ
஋
」
へ
の
ཧ
解
ଅ
進
に
繋
が
っ
た
。

ௐ
ࠪ
研
究
の
実
ಇ
期
間
は
４
カ
݄
ఔ
度
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
期
間
内
に
̏
ࣾ
の
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
進
ग़
が

実
ݱ
し
た
。
今
ճ
の
ا
業
間
の
連
ܞ
Ϗ
ジ
ネ
ス
૑
ग़
の
औ

り
組
み
が
、
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
進
ग़
の
有
ޮ
な
施
ࡦ

の
一
つ
と
な
り
得
る
こ
と
、
ま
た
Ϗ
ジ
ネ
ス
活
性
化
を
通

͡
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
݁
果
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

「
ロ
ー
カ
ル
１
̌
⁌̌
̌
̌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
行
政
が

地
域
ີ
ண
ܕ
ا
業
ớ
事
業
Ờ
の
ཱ
ち
上
͛
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
ޏ
用
の
૑
ग़
、地
域
ࢿ
ݯ
の
活
用
を
ਤ
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
、「
地
域
お
こ
し
ا
業
人
」
は
౎
市

部
の
ا
業
人
の
持
つ
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
行
政
に
औ
り
ࠐ
Ή
こ
と

に
よ
り
地
域
の
課
題
解
決
を
ਤ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
フ
ィ
ス
の
༠
க
は
༡
ٳ
ࢿ
࢈
の
活
用

や
交
ྲྀ
人
ޱ
の
֦
大
に
加
͑
、
地
域
ޏ
用
の
૑
ग़
、
地
ݩ

ا
業
౳
と
の
連
ܞ
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
ޮ

果
が
期
待
で
き
る
。

׭
ຽ
共
ಉ
の
あ
り
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
本
ߘ
で
঺
հ

し
た
「
ロ
ー
カ
ル
１
̌
⁌̌
̌
̌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
地

域
お
こ
し
ا
業
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
౳
の
活
用
も
検
討
い
た

だ
け
れ
͹
޾
い
で
あ
る
。
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地域
TOPICS
トピックス

大阪府

Ϋ
ϥ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ỹ
ϯ
ά
Λ

ֶ
Ϳ
͖
ỳ
͔
͚

「
ݶ
ら
れ
た
༧
ࢉ
の
த
で
、
ど
の
よ
う

に
地
域
活
性
化
を
仕
ֻ
け
て
い
こ
う
か
」。

私
が
所
属
し
て
い
る
࢈
業
文
化
政
ࡦ
課

は
、
観
光
ৼ
ڵ
に
܎
る
施
ࡦ
ا
ը
な
ど
の

ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
を
担
う
΂
く
、
ฏ
成
29
年
４

݄
に
৽
設
さ
れ
ま
し
た
。

ຕ
方
市
は
大
ࡕ
と
ژ
౎
の
΄
΅
த
間
に

Ґ
置
し
、
ݹ
く
か
ら
交
通
の
ཁ
所
と
し
て

ӫ
͑
て
き
ま
し
た
。
ݱ
ࡏ
は
人
ޱ
40
ສ
人

を
௒
͑
る
த
֩
市
で
あ
り
、
市
内
に
は
、

ͻ
ら
か
た
ύ
ー
ク
や
く
ず
は
Ϟ
ー
ル
な
ど

の
集
٬
施
設
、
ཎ
川
や
生
ۨ
ࢁ
ܥ
の
ࢁ
々

な
ど
の
๛
か
な
自
વ
が
あ
り
ま
す
。
私
の

部
ॺ
で
は
、
そ
ん
な
本
市
の
ޮ
果
的
な
Ｐ

Ｒ
ख
๏
に
つ
い
て
ߟ
察
し
な
が
ら
、
本
市

の
ັ
力
向
上
、
交
ྲྀ
人
ޱ
の
૿
加
、
地
域

の
経
済
活
性
化
を
໨
ࢦ
し
た
観
光
施
ࡦ
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
ݫ
し
い
ࡒ
政
ঢ়
گ

Լ
で
は
様
々
な
੍
໿
に
೰
ま
さ
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
ࡢ
今
は
ど
の
自
治
体

も
੫
ऩ
ݮ
に
೰
ま
さ
れ
て
お
り
、
;
る
さ

と
ೲ
੫
や
Ｓ
̞
̗
ớ
ι
ー
シ
Ỿ
ル
・
イ
ン

ύ
ク
ト
・
Ϙ
ン
ド
Ờ
な
ど
の
ड
ӹ
と
ෛ
担

の
関
܎
を
明
֬
に
し
た
੫
外
ऩ
入
が
欠
か

ͤ
な
い
࣌
୅
に
ಥ
入
し
て
い
ま
す
。ಛ
に
、

広
く
支
援
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
今
後
の
行
政
に
と
っ
て
有
ޮ
な
ࢿ

ۚ
ௐ
ୡ
๏
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
施
ࡦ
の
બ

୒
ࢶ
の
෯
が
広
が
る
と
ߟ
͑
、
マ
ッ
セ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
主
࠵
の
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
研
究
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

ủ
Ϋ
ϥ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ỹ
ϯ
ά
ʹ

Α
Δ
地
Ҭ
׆
ੑ
Խ
研
究
会
Ứ
ͱ
͸

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
は
、
大
ࡕ
府
内
の

市
町
村
職
員
ớ
政
ྩ
市
আ
く
Ờ
の
広
域
的

な
研
म
研
究
ػ
関
で
あ
り
、
市
町
村
職
員

の
ࢿ
࣭
向
上
を
໨
ࢦ
し
て
、
行
政
を
औ
り

ר
く
ࣾ
会
経
済
৘
੎
の
変
化
に
対
Ԡ
で
き

る
人
ࡐ
ҭ
成
の
た
め
の
研
म
研
究
事
業
を

ల
開
し
て
い
ま
す
。
年
間
１
̎
̌
ί
ー
ス

ఔ
度
の
研
म
事
業
や
、
本
研
究
会
を
ؚ
め

た
研
究
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
事

業
は
、
市
町
村
の
広
域
的
か
つ
ক
དྷ
的
な

課
題
や
政
ࡦ
に
つ
い
て
提
言
౳
を
行
う
の

が
໨
的
で
あ
り
、
本
ߘ
で
঺
հ
す
る
「
研

究
会
」
に
お
い
て
は
、
学
識
経
ݧ
者
の
ॿ

言
・
ࢦ
ಋ
を
ٻ
め
な
が
ら
、
市
町
村
職
員

や
関
܎
者
と
共
ಉ
し
て
ௐ
ࠪ
・
研
究
を
行

い
ま
す
。

本
研
究
会
は
、
本
年
̑
݄
に
マ
ッ
セ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
に
て
設
置
さ
れ
、
神
ށ
大
学
大

学
Ӄ
経
Ӧ
学
研
究
Պ
の
อ
ా
ོ
明
।
ڭ
त

の
ࢦ
ಋ
の
も
と
、
大
ࡕ
府
内
市
町
村
職
員

16
人
が
集
い
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
仕
組
み
や
活
用
事
例
な
ど
を
ਫ਼
ࠪ

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ޮ
果
的
な

活
用
方
๏
に
য
఺
を
当
て
て
ௐ
ࠪ
・
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
ฏ
成
30
年
̎
݄
に
は

１
年
間
の
研
究
を
通
し
て
政
ࡦ
提
言
を
໨

ࢦ
し
成
果
を
報
告
す
る
研
究
成
果
報
告
会

が
開
࠵
さ
れ
る
༧
ఆ
で
す
。

Ϋ
ϥ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ϯ
σ
ỹ
ϯ
ά
の
՝
୊

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
͡
て
広
く
ࢿ
ۚ
を
集
め

る
仕
組
み
で
す
。
৽
事
業
を
ల
開
す
る
ࡍ

の
ࢿ
ۚ
ௐ
ୡ
๏
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
の
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
を
ਤ
る
き
っ
か
け
ͮ

く
り
に
な
る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
繋
が

る
仕
組
み
と
し
て
も
஫
໨
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
は
研
究
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ϫ
ー
ク
が
ϝ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
ܗ
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
ߨ
ԋ
を
聞
く
ػ

会
が
あ
り
、
そ
の
த
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
Կ
か
と
い
う
基
本
的
な

知
識
か
ら
、
事
業
を
成
ޭ
さ
ͤ
る
た
め
の

ൿ
݃
な
ど
ٕ
ज़
的
な
Ξ
ド
ό
イ
ス
を
ड
け

ま
し
た
。
ま
た
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
や
、
ຽ

間
ࢿ
ۚ
を
活
用
し
て
׭
ຽ
連
ܞ
に
よ
り
ࣾ

会
問
題
を
解
決
す
る
Ｓ
̞
̗
に
つ
い
て
の

ߨ
ԋ
も
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
広
い
知
識

を
਎
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
が
課
題
と
し
て
い
る
の
が
、
ެ
募

प
知
方
๏
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
ど
の
よ
う

に
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
͛
て
い
く
の

か
の
̎
఺
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ϫ
ー
ク
と
し
て
は
、
そ
れ
ͧ

れ
ௐ
ࠪ
・
研
究
を
行
い
た
い
ς
ー
マ
͝
と

―
マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
地
域
活
性
化
研
究
会
」
―

೉
೾
ɹ
ӳ
ଠ
࿠

枚
方
市
産
業
文
化
政
策
課

行
政
と
し
て
の
新
た
な
資
金
調
達
の
調
査・研
究
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MICHIKARAのチームメンバー

● 長野県塩尻市（p14-15）

地域起業家による事業プレゼンテーションの様子

● 千葉県（p12-13）

高野建設とドローン応援プロジェクトパートナー
協定を締結
● 宮城県丸森町（p10-11）

ニセコの夏の体験観光の中心、ラフティング

● 北海道ニセコ町、倶知安町（p６- ７）

釜石市と宿泊施設専用のウェブサイトを運営する
米国のＡｉｒｂｎｂが観光促進に関する覚書を締結
● 岩手県釜石市（p８- ９）

ຽͰऔり૊Ή地ํ૑ੜ׭
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
い
っ
て
も
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
の
か
、
事
業
者
が
実
施
す
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
政
が
支
援
す
る
の

か
、
な
ど
関
わ
り
方
は
様
々
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
や
り
方
で
あ
っ
て
も
観
光
に
よ

る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提

案
が
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
ま
す
。

先
進
地
の
事
例
視
察

研
究
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
認
識
し
た
課

題
解
決
の
た
め
、
私
は
４
人
の
研
究
員
か

ら
な
る
「
観
光
」
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
及
び
茨
城
県
城
里

町
を
視
察
し
ま
し
た
。
鎌
倉
市
で
は
、
自

治
体
が
主
体
と
な
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
支
援
を
通

し
て
観
光
案
内
板
を
設
置
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
城
里
町
で
は
、
学
生
グ
ル
ー
プ

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
ダ
ム
カ
レ
ー

開
発
に
つ
い
て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
町
役
場
が
支
援
し
た
事
例
が
あ
り

ま
す
。
視
察
で
は
、
担
当
者
の
説
明
を
聞

き
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

に
関
連
す
る
観
光
案
内
板
や
施
設
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
両
自
治
体
と
も
、
共
通

し
て
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
支
援
を
募
る
も
の
で
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で
な
く
、

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
市
内
の
施
設
に
掲
示

し
た
り
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
配
布

し
た
り
と
、
地
道
な
広
報
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
城

里
町
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ

と
が
町
内
外
へ
の
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
り

ま
し
た
し
、
支
援
に
対
す
る
返
礼
品
と
し

て
ダ
ム
カ
レ
ー
試
食
券
な
ど
を
用
意
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
者
に
よ
る
城
里
町

へ
の
訪
問
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
行
政
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
わ
っ
た
担
当
者
の
生

の
声
は
非
常
に
具
体
的
で
、
私
が
今
後
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
場

合
の
大
き
な
示
唆
を
そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
年
度

末
に
か
け
て
、
視
察
内
容
を
基
に
グ
ル
ー

プ
で
報
告
書
を
作
成
し
、
さ
ら
に
知
識
を

深
め
な
が
ら
成
果
報
告
会
に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

研
究
会
で
得
ら
れ
た
成
果

私
は
初
め
て
マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
研

究
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
１
年
と
い
う

期
間
を
通
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
非
常
に
有
意
義
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
行
政
に

お
い
て
も
様
々
な
部
門
で
行
わ
れ
る
の

で
、研
究
員
の
所
属
は
文
化
部
門
や
土
木
・

環
境
部
門
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
日
常
の

業
務
で
は
な
か
な
か
関
わ
る
こ
と
の
な
い

他
市
職
員
と
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
る

こ
と
も
大
変
刺
激
に
な
り
ま
す
。

本
研
究
会
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
職

場
に
持
ち
帰
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
積
極

的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
府
内
市
町
村

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
言

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研究会グループ討議の様子

城里町担当者及び地域おこし協力隊からプロジェクト概要について聞き取り

鎌倉市担当者からプロジェクト概要について聞き取り
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 26 鹿児島県肝付町 ＡＮＡと連携して「宇宙に一番近い町」を発信 木佐貫英哉

 28 副基調論文 地域経済の好循環と地方圏への人・仕事の流れの創出 梶原　清（総務省地域自立応援課課長補佐）

 32 地域トピックス　大阪府 行政としての新たな資金調達の調査・研究 難波英太郎
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